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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　準決勝第二試合

　数年に一度各統合企業財体から最高経営幹部が数名ずつ集まり、長期の利害調整を行う〝大会談コンコルデイア〟──この世界の行く末を左右する首脳会談は、今回北関東多重クレーター湖上、六りつ花かからも程近い豪華客船の中で行われていた。

　利害の調整とはいっても、統合企業財体はそれぞれがそれぞれの競争相手だ。

　案件によっては手を結ぶこともあるが、基本としてどの統合企業財体も最終的に他の統合企業財体を淘とう汰たして唯一絶対の経済圏をこの世界に広げることを目的としているのは間違いない。

　故に、あくまで〝大会談〟で調整されるのは『それが破滅的な闘争をもたらすような重大事項』のみに限られる。戦争は政治手段の一つであって、上う手まく統制すれば相応の利益を生じさせるが、その反面ある一定の閾いき値ちを超えると暴走して多くの不利益を振りまくことになる。

　幸いなことに《落星雨インベルテイア》以来、人類は世界規模の大戦を経験することなく過ごせているものの、過去には幾度かその瀬戸際にまで踏み込んだ例があった。今は亡き統合企業財体セヴェルクラーラが滅ぶ切っ掛けとなった、特一等級のベルティス隕いん石せきを巡る武力紛争などはその最たるものだろう。

　以後、統合企業財体は直接的な武力衝突を極力避け、パワーバランスの均衡を重視するようになり──この〝大会談コンコルデイア〟が開かれるようになったのだ。つまり統合企業財体はお互いを食い合う隙を狙いながらも、その均衡が崩れることを恐れるというある種の矛盾を常に抱えていることになる。

　この矛盾が唯一取り払われる機会があるとすれば、それはいずれかの統合企業財体が完全な少数派になった時だ。現状でいうならば、五対一の形に追い込まれた途端、その統合企業財体は戦争という手段を選択する余地もなく他の統合企業財体によってバラバラに食い破られてしまうだろう。そうした状況を防ぐためにも、統合企業財体同士で複雑に絡み合った利害関係を維持しているのだ。

　とはいえ、小競り合い程度の衝突は今も世界中で起きている。国家という手足を経由せずに統合企業財体直轄の軍事部門同士がぶつかり合うような事態も稀まれではあるが生じているし、統合企業財体に対するテロも数え上げたらきりがないくらいだ。

　よって、本来ならば《星武祭フエスタ》開催中の六りつ花かで〝大会談〟を開くなど、警備担当者からしてみれば冗談ではない話だった。不特定多数の人間が入り混じる一大観光都市での警護ともなれば、完全などあり得ない。《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》といった存在がいる以上、想定外の事態は常に起こり得るからだ。

　すったもんだの挙句、高い安全性と機密性を担保するためにこうして一から客船を建造し、〝大会談〟に用いることとなった。なんとも豪勢な話だが、〝大会談〟使用後は富裕層向けの観光客船へ転用するらしい。

（まあ、そのおかげもあってかなんとか無事に終わってくれそうだな……）

　壁際に直立不動で控えた銀ぎん河が本部の警備部門に所属する男は、目の前で繰り広げられる静かで淡々とした──しかし、それでいて異様な緊張感に満ちたやり取りを眺めながら、心の中でそう安あん堵どした。

　巨大な円卓を囲む三十人の男女は、各統合企業財体の最高経営幹部たち。年齢も性別も人種も様々なのに、なぜかまるで同じ人間のように見えるのは、彼らが最高レベルの精神調整プログラムを受けているためだろう。

　長かった〝大会談〟もいよいよ最終日。今日を終えれば、残る彼らの予定は明日の《王竜星武祭リンドブルス》決勝戦観戦と表彰式への出席だけとなる。この間彼らが客船を離れたのは、アスタリスク議会への顔出しと先日行われた大会運営本部への視察くらいだ。

　その際《王竜星武祭》の試合も観戦しているが、あくまで運営本部に隣接した特別観戦室からであって会場に足を踏み入れたわけではない。それだけでも警備担当者としては冷や汗ものだったが。

　今もそれぞれの陣営の背後には男と同じ各統合企業財体の警備担当者たちが、不測の事態に備えて即座に動けるよう控えている。当然この会議室以外にも、船内には多くの警備担当者が二十四時間体制で水も漏らさぬ厳重な警備を敷いており、その半分はアスタリスクの星猟警備隊シヤーナガルムから派遣されてきた隊員たちだ。

〝大会談コンコルデイア〟に限らず複数の統合企業財体の幹部が集まる場での警護は、とにかく警備員配置の調整が難しい。お互いがお互いをこれっぽっちも信用していないのだから当然だ。通路一本、扉一つにしてもそこへどの陣営の警備担当者を配置するのか、揉もめに揉めるのが常だった。

　その点、今回はどの陣営にも属していない星猟警備隊の隊員を使うことができる。ただでさえ人手不足の警備隊に人員を派遣してもらうことについては申し訳なく思うが（事実、そのことで六りつ花かの警備が手薄になっているだろうことは否めない）、警備隊のメンバーはあのヘルガ・リンドヴァルが直々に選んでいるだけあって皆優秀で、何より潔癖だ。隊員の多くが在名祭祀書ネームド・カルツ上位者に匹敵する力量を持ちながら賄賂や買収などは一切通じず、その職務に強い使命感を燃やしている。そもそも金や地位にこだわるならば、男のように統合企業財体のスカウトを受けているだろう。

　そう。男もかつてはアスタリスクで青春時代を過ごし《星武祭フエスタ》で活躍した学生の一人だった。一時は《冒頭の十二人ページ・ワン》に名を連ねたこともある。そして銀ぎん河が本部からのスカウトを受け、軍事部門との選択で警備部門を選んだ。

　客観的に見ても、男はそれなりに優秀な学生だった。だが、最優秀だったわけではない。男よりも上位──つまり序列一位の座に名を刻んだことがあるような者たちなどは、ほぼ間違いなく破格の条件で統合企業財体直轄の軍事部門最精鋭部隊のスカウトを受ける。実際にその門を叩たたくかどうかは別として、このことからもわかるのは統合企業財体の戦略は原則としてディフェンスよりもオフェンスを重視しているということだ。

　最優秀の人材（あくまで個人戦闘能力という面においての話だが）を警備部門に回すのではなく、武力行使が必要とされるケースにおいて確実にその目的を達成できるようにすること。要人警護はあくまでその次。

　なぜか。それは極論を言ってしまえば、統合企業財体にとっては彼ら最高経営幹部ですら交換可能な部品にすぎないからだ。無論、彼らが得え難がたい人材であることは間違いない。彼らが統合企業財体にとって必要な人材であることもまた確かだ。

　が、仮に今この場にいる全員がテロなり事故なりで死亡したとしよう。それは大きな損害ではあるものの、回復不可能な傷ではない。あり得ない話ではあるが、この場にいない最高経営幹部も含めて一度にすべてそれらが失われたとしても同じことだ。損害はより大きくなり、あらゆることがそれなりに滞るだろうが、統合企業財体はそんなことで止まりはしない。そんなことで世界は変わらない。

　だからこそ、損失を防ぐために相応の人材と資金を投じても、それ以上は求めない。あくまで費用対効果として釣り合う程度まで──そして、この豪華客船の建造も厳重な警備もその範はん疇ちゆうにすぎない。

　統合企業財体という貪欲な怪物は、自らの身を守ることよりも獲物を噛かみ砕くだき引き裂く牙を研ぐことを望むのだ。より大きく、より強い存在になるために。いつか訪れるであろう、その時──矛盾の先でいずれかの統合企業財体を引き裂く時のために。

（まあ、警備担当者としては空むなしい話ではあるがね……）

　男は手元に最少サイズで展開した空間ウィンドウで船内の状況を確認しながら、小さく自嘲した。己の仕事が究極的には無意味なことなのだと理解していながらなお、その道を歩まざるを得ない。もっとも世の中の仕事の大半はそうしたものだろうが。

　そう。何をしようが、今更この世界が大きく動くことはない。

　統合企業財体の支配は盤石で、人々もそれを受け入れている。長い年月をかけて、世界をそのように変えてきたからだ。

　無論、この世界の有り様を受け入れていない者たちもそれなりの数いるだろうが、あくまで少数派だ。彼らが人の心を動かすことはない。先ほどの仮定のように、彼らがここにいる全員を皆殺しにしようと、それは世界にある程度の衝撃を与えるかもしれないが、それだけだ。その程度では、人々の心は変わらない。システムにひびを入れることさえできない。

　世界は、決して、変わらない。

　──だが、本当に？

　　　　　　　　＊

『さああああああああああああああああて、お立合い！　《王竜星武祭リンドブルス》準決勝第二試合、いよいよ選手入場の時間だー！　泣いても笑っても、残る試合はわずかに二つ！　果たして！　果たして、一足先に決勝戦へと駒を進めたユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト選手と決勝戦で覇を競うのはどちらの選手なのか！　西ゲートから悠然と歩み出いでるは最強無敵無敗のディフェンディングチャンピオン！　準々決勝では因縁の相手である《戦律の魔女シグルドリーヴア》シルヴィア・リューネハイムを下してこの準決勝戦への切符を手に入れたレヴォルフ黒学院序列一位！　《孤毒の魔女エレンシユキーガル》オーフェリア・ランドルーフェン選手ー！』

　大歓声と眩まばゆいライトが照らすブリッジ上、純白の髪をなびかせながら進むオーフェリアの姿を、紗さ夜やは東ゲートの入り口からじっと眺める。

　まさか自分がここまで勝ち上がることができるとは思ってもいなかった。率直に言って、運に助けられたところは大きいだろう。組み合わせにしろ、試合内容にしろ、一つ何かを違えただけでこの場に立っているのは別の人間であったはずだ。

　それでも、今ここにいるのは紗さ夜やだった。

　最初の目的であったリムシィとの決着を付けることは叶かなわずとも、レナティに勝利したことで一応の義理は果たせたし、気持ち的にも満足している。両腕の負傷は想像以上に酷ひどく、満足に煌式武装ルークスを扱うこともできない。それこそ精密射撃などできようはずもない状態だ。万全であってもオーフェリア相手に勝つことは難しいだろうに、これでは試合にさえならないだろう。だからこそ、紗夜も棄権するつもりだったのだ。

　ただ──ふと思ったのだ。

　それが幸運の結果であれ巡り合わせであれ、紗夜がここまで勝ち残ったのならばそこには何か意味があるのかもしれないと。

　そう考えた時、紗夜の脳裏に一つ試してみたいことが浮かび上がった。

　それは紗夜にとって無意味なことだ。危険なだけでなんの利益もなく、なんの必然性もない。無関係の人間ならば、愚かしい行為だと断じるだけだろう。

　だが。

「……ま、やるだけやってみる」

　紗夜は小さく口元を綻ばせながらそうつぶやくと、東ゲートをくぐってブリッジへと歩を進めた。

『対する東ゲートから姿を現したのは、準々決勝にて全世界の度肝を抜いた超々々ド級の巨大煌式武装でアルルカントの最新型自律式擬形体パペツトを破った星せい導どう館かん学園の沙さ々さ宮みや紗夜選手です！　ご存じの通り沙々宮選手は今シーズンの《獅鷲星武祭グリプス》を制したチーム・エンフィールドの一員であり、もしここを勝ち上がれば《王竜星武祭リンドブルス》史上二回目の《獅鷲星武祭》優勝チームメンバー同士による決勝戦となるわけですが──』

『ま、正直その可能性は限りなく低いでしょうね』

　解説・梁やな瀬せミーコの台詞せりふに被かぶせるようにして、実況のザハルーラがばっさりと切り捨てる。

『準々決勝の試合を見た限り、沙々宮紗夜のダメージは相当に深刻よ。とてもじゃないけど、勝負にすらならないと思うわ』

『沙々宮選手には準々決勝で見せたあの巨大煌式武装がありますが、それでも難しいと？』

『あれは起動までに時間がかかる。オーフェリア・ランドルーフェンがそれだけの時間を与えてくれるとは思えないわね』

　はいはい、知ってる知ってる。

　紗夜がこの《星武祭フエスタ》のために用意した最強の煌式武装である四十二式煌こう型がた殲滅級超大ターミネート口径粒子砲ブラスターノインフェアデルフは、それこそ威力だけならオーフェリア相手にも通用すると自負しているが、起動するまでに必要な九百九十九秒を今の紗夜が凌しのげるはずもない。

　紗さ夜やがブリッジからステージへ飛び降りると、オーフェリアが諦観を湛たたえた赤い双そう眸ぼうをじっと紗夜に向けてきた。侮るでも、見下すでもない、ただわずかに悲しみだけを覗のぞかせたその表情には、しかし紗夜に対する興味など微み塵じんも感じられない。

　それはそうだろう。

　試合映像を見る限り、オーフェリアが多少なりとも感情を露あらわにしたのはシルヴィアやヒルダ・ジェーン・ローランズといった因縁のある相手ばかりだ。紗夜はあくまで彼女が屠ほふってきた数多くの対戦相手の一人にすぎない。

（でも……それじゃあ困る）

　紗夜はにんまりと笑うと、襟元のマイクをトントンと叩たたいて見せた。

　それに気が付いたオーフェリアが、素直にそれをオフにする。

「……なに？」

　あくまで淡々とした声で、オーフェリアが問う。

　話が早くてありがたい。

「一つ、言っておきたいことがある」

「どうぞ」

「私は今日、ここに闘いにきたわけじゃない」

　すっぱりそう言うと、オーフェリアの眉が小さく訝いぶかし気げに寄せられた。

「……？　どういうこと？」

「私は、おまえと話をしにきた」

　その言葉にオーフェリアはゆっくりと頭かぶりを振る。

「そう。生あい憎にくと、私には話すことなどないわ」

　当然の反応だ。何しろ紗夜とオーフェリアに面識はない。オーフェリアが紗夜のことをどれだけ知っているかも怪しいところだ。

　だが。

「そうはいかない。私はユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトの友人として、ここにいるのだから」

「……」

　オーフェリアの表情は動かない。

　しかし、諦観と悲嘆に塗り潰されたその向こうで、ほんの少し何かが揺らいだことを紗夜は見逃さなかった。

「おまえもユリスの友人。ならば、ここは一つ膝を交えて語り明かそう」

　すると、今度はぴくりと明確にその眉が動く。

「お断りよ。それらはすべて昔の話。過去のこと。今の私には関係ないし──更に言えば、あなたにはもっと関係ないわ」

　オーフェリアの紅あかい双そう眸ぼうが、ひたりと紗さ夜やに据えられる。

　その身から放たれるプレッシャーたるや、並大抵ではない。こうして立っているだけで、心臓を握り潰されるような威圧感だ。

　とはいえ、これでようやくオーフェリアは紗夜という人間を認識した。

　まずは第一歩といったところか。

　紗夜は小さく息を吸い込むと、オーフェリアの視線を真っ向から受け止めて睨にらみ返す。

「関係ないわけがない……！」

　若干の怒気を込めて、紗夜はきっぱりと言い放った。

「詳しい事情は知らない。ユリスは何も言わないから。でも、それはきっと私たちを慮おもんぱかってのこと。ユリスは私を……綺き凛りんを、クローディアを、ハル姉を、綾あや斗とを大切に思っている。その上で、ユリスはおまえを選んだ」

　オーフェリアの眼前に、ずびっと人差し指を突き付ける。

「なのに、おまえはそれを昔のことで、関係ないと言う。私は……それがどうしても許せない！」

「……許せなければどうするというの？」

　オーフェリアが《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を起動させ、ゆらりと構えた。

　一気に緊張感が高まり、びりびりと空気が張り詰めるのがわかる。

「無論、ぶちのめす！　……と言いたいところだけれど、さすがに今の私じゃそれは無理」

　紗夜はわざとらしく溜ため息いきを吐つくと、大仰に肩を竦すくめてみせた。

「だからさっき言ったように話をしたい。おまえが何をしようとしているのか。ユリスがどうしてあそこまでの覚悟でおまえを止めようとしているのか。理由を知れば、私も納得できるかもしれない。相互理解は、まず会話から」

「……」

　オーフェリアはどこか肩透かしをくらったように小さく首を振ると、《覇潰の血鎌》をゆっくりと下ろす。

「なら、あなたは本当にただ私と話すためだけにここへ来たというの？」

「最初からそう言ってる」

「問答無用で私があなたを叩たたき潰つぶすとは考えなかった？」

「それはまあ、覚悟の上」

　実際、その可能性は高い。

　というよりも、十中八九そうなるだろう。オーフェリアが紗夜との会話に付き合う義理はない。

　ただ──ユリスがあれだけの想おもいを秘めて立ち向かおうとしている相手なのだ。

　相手にも、それくらい受け入れる程度の余地はあってもいい。あってほしい。いや、あるべきだ。

（そうでなければ、ユリスが悲しすぎる）

「そう……覚悟はあるのね」

　オーフェリアの目がすっと細められた。

「なら、命を落とすことになっても大丈夫？」

「──っ！」

　ぞわりと全身の毛が逆立つ。

　脅しではない。オーフェリアは本気で言っている。

　実際、オーフェリアは先の準々決勝で一度シルヴィアの心臓を止めている。すぐに蘇そ生せいしたとはいえ、紗さ夜やが同じ状態になった時無事戻ってこられるとは限らないだろう。

「私もさすがにまだ死にたくはない。ただ……まあ、きっと大丈夫」

　この大丈夫という答えは、問題ないという意味ではない。

　おそらくオーフェリアは紗夜の命を奪うような技を使ってこないだろうという意味での大丈夫だ。

　星武憲章ステラ・カルタは意図的な残虐行為や、殺害を目的とした行為を禁止している。もちろん最初から殺意を持った攻撃と、結果として命を奪うことになってしまった攻撃を区別することは難しいため、厳密に適用されることはまずない。

　だが、そうは言ってもシルヴィアの一件があったばかりだ。オーフェリアも実質的なペナルティはないにしろ、危険すぎる行為として訓告を受けている。それが二度続けば、さすがに問題があると考える……はずだ。多分。てゆーかそうであれ。

「……いいわ。それなら、少しだけ付き合ってあげる。あなたの運命はか弱いけれど、不思議な巡り合わせを持っているようね」

「え……？」

　オーフェリアはそう言ってくるりと紗夜に背を向けると、開始位置へと歩いていく。

　見れば、もう試合開始時刻ギリギリだ。

「あなたがこの場に立っている間は、あなたの質問に答えてあげる」

「……上等」

　つまりより多く話を引き出したければ、できるだけオーフェリアの攻撃を凌しのいでみせろということか。

「──《王竜星武祭リンドブルス》準決勝戦第二試合、試合開始バトルスタート！」

　試合開始の合図と同時に、紗夜は脚部と腰のバーニアユニットを展開した。

　レナティとの試合で破壊された煌式武装ルークスはどれも損壊具合が酷ひどく、とてもではないが一晩で修理がきくような状態ではなかった。このバーニアユニットもあくまで予備だ。調整は大変だったが、それでもこれがなくては勝負にならない。

「っ！」

　と、早速オーフェリアの能力で生み出された瘴しよう気きの腕が何本も襲い掛かってくるのを滑るように後退しながら回避。それでもしつこく追いすがってくる瘴気の腕に向かって、紗さ夜やは懐から取り出したそれを放り投げた。

　直後、眩まばゆい閃せん光こうと爆音を伴って、猛烈な爆風が吹き荒れる。

『おおーっと、なんだこの爆発はー!?』

『へぇ……珍しい。煌型手榴弾マナグレネードね。それもあの威力からすると、おそらくカスタマイズ品』

　煌型手榴弾とはその名の通り、マナダイトを用いた手しゆ榴りゆう弾だんだ。通常の煌式武装ルークスと違ってマナダイトを使い捨てにしてしまうため消耗品としては単価がやや高く、何より煌式武装最大の利点であるコンパクト化の恩恵が得られないこともあり（発動体が必要である以上旧来の手榴弾より小さくすることはできない）、アスタリスクで使用される武器兵装としてはあまり目にするほうではない。

　ただ、それでも爆風に指向性を持たせたり、容易に威力や爆発までの時間を調整できたりと利点も多い。今のようにギリギリまで引き付けて使う場合などは、この煌型手榴弾でないと自分も巻き込まれてしまう。

　そして何より、これならほとんど腕に負担がかからない。精密射撃もできず、大型煌式武装の反動にも耐えられない今の紗夜にとっては、最適の武器だった。ザハルーラの指摘通り、紗夜と父である創そう一いちの手によって改良が加えてあるので威力のほうも底上げしてある。

（それに、これなら《孤毒の魔女エレンシユキーガル》の瘴気にも対応可能）

　オーフェリアの瘴気は気体であるため、通常の武器兵装では対処できない。刃やいばで毒ガスを斬ることができないように、オーフェリアの瘴気をどうにかしようとするならば《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》の能力か、対応可能な純星煌式武装オーガルクスが必要だ。紗夜が普段用いるような大型煌式武装で一気に焼き払うという手もないことはないが、その場合でも手数と速度で押し切られてしまうだろう。その点、この煌型手榴弾ならば指向性を持たせた爆風で瘴気をまとめて吹き飛ばすことができる。

　唯一、問題があるとすれば──携帯数。今回、紗夜は無傷だったヘルネクラウム以外の銃砲型煌式武装を持ってきていない。当然Ｓモジュールもなしだ。その代わりに持てる限りの煌型手榴弾を用意してきたが、制服の内側や腰回りのホルダーに装着しても十六個が携帯できる限度だった。誘爆の心配などはないものの、これ以上はどうしても動きに支障が出る。

　つまり、残りは十五個だ。

「……」

　オーフェリアは今の爆風にも顔色一つ変えず、自分の足元から瘴しよう気きの腕を再び編み上げている。

　まあ、それはそうだろう。ほぼ無尽蔵の星辰力プラーナを持つオーフェリアの防御力は異常だ。仮にこの煌型手榴弾マナグレネードの爆発を至近距離で食らったところで、果たしてどれだけのダメージを与えられるものか。

　だが、元より紗さ夜やの目的は勝利ではない。

「さて、それじゃ一つ目の質問。おまえたちは……金きん枝し[image: ]へん同盟は、何を企たくらんでいる？　目的はなんだ？」

　まずはどうしても聞いておかなければならないことから。

　状況証拠から考えても、オーフェリアが金枝[image: ]同盟の一員であることはまず間違いないだろう。

　紗夜や綺き凛りん、綾あや斗とにシルヴィア、クローディア、星猟警備隊シヤーナガルムのヘルガ隊長と遥はるか、更には星せい導どう館かん学園の諜ちよう報ほう工作員英えい士し郎ろう、果てには銀ぎん河がの最高経営幹部であるクローディアの母イザベラといった面々が必死で探っているにもかかわらず、まだ金枝[image: ]同盟が何を企んでいるのかはわかっていない。

　この答えが聞けるのなら、それだけで紗夜がこの場に来た意味があるというものだ。

「さあ？　彼らの目的なんて知らないわ。興味もない」

《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を真横に構えながら、オーフェリアが答える。

　直後、無数の重力球が出現し、紗夜を襲った。シルヴィア戦でも見せた百を超える数の重力球──紗夜は後退しつつ煌型手榴弾を二つ投げ、爆風の壁を作ってそれを凌しのぐが、それでもなお隙間をすり抜けるようにして瘴気の腕が迫る。

「ちっ！」

　仕方なく、追加でもう一つ煌型手榴弾を使用。これで残りは十二個だ。

　もっとも、今優先すべきはそこではない。

　先ほどのオーフェリアの答えは嘘うそではないだろう。嘘を吐つくくらいなら、最初から対話に応じなければいいだけだ。

　ならば、問題は質問のほうか。

「……おまえは、金枝[image: ]同盟にとってどういう存在なのか？」

　しつこく追いすがってくる瘴気の腕を掻かい潜くぐりながら、声を張り上げる。

「彼らにとっての私は……そうね、計画を遂行するのに不可欠なパーツ、といったところかしら」

　ビンゴ。

「ならば、金枝[image: ]同盟の計画でおまえが果たすべき役割とはなんだ？」

　続けざまにそう問うと、オーフェリアはふいにぴたりと動きを止めた。

「……答えてあげてもいいけれど、それを聞いたら引き返せなくなるわよ？」

「元より望むところ」

「ユリスはそうさせないために、あなたたちと別れたというのに？」

「くどい。あいつが何を背負っているかは知らないが、私たちにはそれを分かち合う程度の度量はある」

　紗さ夜やがきっぱりそう言った瞬間、オーフェリアの瞳に諦観でも悲嘆でもない感情がよぎった。ただ、それが怒りだったのか嫉妬だったのか、あるいは憐れん憫びんだったのかそれとも羨望だったのかはわからない。

「……そう。そうよね。あなたは覚悟があると言ったのだもの。なら、教えてあげましょう」

「っ！」

　刹那、オーフェリアが一気に間合いを詰めてくる。

　オーフェリアは積極的に近接戦闘を仕掛けてくるタイプではないので虚を突かれたが、バーニアを吹かして即座に後退──オーフェリアが振るう《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の切っ先が眼前スレスレを通り過ぎ、紗夜の前髪が空に舞う。

　同時に、紗夜は聞いた。

　オーフェリアが確かに、こうつぶやいたのを。

「──殺すのよ。全員」

　　　　　　　　＊

　ふいに湧き上がった大きな歓声に、綺き凛りんは思わず足を止めた。

　再開発エリア、歓楽街ロートリヒト。

　まだ日も落ち切っていない時間とあって開いていない店も多く、夜の活況に比べれば寂しささえ覚えるくらいの人出だが、それでも街角に設置された大型の空間スクリーンの前には人垣ができている。半分は明らかな部外者──つまり観光客、残る半分はこの街を根城にしている夜の店の関係者やマフィアの末端構成員だろう。

　そこに映し出されているのは当然《獅鷲星武祭グリプス》準決勝戦、紗夜とオーフェリアの試合だ。

　綺凛はそこで必死に闘う紗夜の姿を見上げ……すぐに頭かぶりを振ってその場を後にした。

　応援したいのは山々だが、今は綺凛にもやるべきことがある。

　何よりも、当の紗夜本人からそれを禁止されていた。

『──私の応援はいらない。元より勝つ気はないのだから。それより皆は金きん枝し[image: ]へん同盟を追って欲しい』

　そう言われてしまえば、返す言葉もない。

　それでも綺き凛りんは、できることなら一番近くで紗さ夜やを応援したかった。

　綾あや斗とがユリスをパートナーだと言うように、綺凛にとっても紗夜は大切なタッグパートナーだ。

　たとえ勝つために挑む闘いではなくても、あのオーフェリア・ランドルーフェンとの試合となれば何が起こるかわからない。文字通り、命懸けの闘いとなるだろう。

　それがわかっていてなお、紗夜はあのステージに立っているのだ。自分のためではなく、ユリスのために。仲間のために。

『オーフェリアが金枝[image: ]同盟の関係者なら、何か情報を聞き出せるかもしれない。それが叶かなわなくても、もしかしたらユリスの力になれるかも。まあ、無理だったらすぐに諦めるから心配はしなくていい』

　そう言って、いつものように飄ひよう々ひようとＶサインをしてみせた紗夜の姿が脳裏をよぎる。

　綺凛はそれが本当に誇らしかった。

（だったら、わたしも紗夜さんの気概に応えないと……！）

　綺凛の任務は、姿をくらませたマディアス・メサの居場所を探し出すこと。

　と言っても、無論なんの手掛かりもなしでは難しい。

　このアスタリスクで身を隠す場所となると、まず一番怪しいのはこの歓楽街ロートリヒトを含めた再開発エリア。そして次が地下ブロックだろうか。

　どちらも警備隊が重点的に捜索を行っているようだが、今は人手不足もあって行き届かない場所もあるはずだ。

　いずれにせよ、何かしらの情報は不可欠であり、綺凛はクローディアに頼まれてとあるマフィアの幹部へと接触するところだった。各学園の情報工作機関ほどではないが、やはり地元に精通している組織の情報網は侮れない。反レヴォルフ勢力とのことなので、ディルクの息がかかっていることもなさそうだ。

　相手がマフィアなだけに正直不安はあるが、英えい士し郎ろうが繋つなぎとなってくれて、クローディアから持たされた手土産（おそらく敵対組織に関する情報か何かだろう）もある。どうにかなるだろう。今頃は綾斗も同様に、別の組織へあたっているはずだ。

（ちょ、ちょっと怖いけど……がんばろう！）

　いつまでたっても治らない己の小心さに挫くじけそうになりつつも、綺凛は気合を入れ直してからちらりと視線を背後に向ける。

　その先ではオーフェリアの猛攻をなんとか凌しのぐ、紗夜の決死の表情がアップで映っていた。

　　　　　　　　＊

「──殺すのよ。全員」

　その言葉に、紗さ夜やは全身からどっと冷たい汗が噴き出るのを感じていた。早鐘のように心臓が脈打っている。

　それは今し方紗夜の前髪を斬り払っていった《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の回避がギリギリだったからではない。オーフェリアの声が、ぞっとするほど真しん実じつ味みに満ちていたからだ。

「殺す？　全員？　何を言っている……？」

　理解が追い付かない。

「言葉の通りよ。私の役割は、この場にいる……いえ、このアスタリスクにいる人間全員を殺すこと」

「──っ」

　さすがに絶句する。

「そんなことが……」

「できるわけがないと？　いいえ、できるわ。あなたも知っているでしょう？　私の能力で生み出す毒は、自在にその効果や強さを変えることができる。当然、ほんの少しでも肌に触れただけで人の命を奪う猛毒にもなるわ」

　こともなげに言いながら、オーフェリアは足元から湧き上がる瘴しよう気きを手繰り寄せる。それはまるでじゃれつくように、オーフェリアの腕へと絡みついた。

「こんな風にコントロールするためには瘴気を一定の濃度まで圧縮する必要があるけれど、制御しないでいいなら私の瘴気はこの小さな人工島を覆いつくすくらいにまで広げることができる。封じ込めるのも、まず無理でしょうね。今の私なら、このステージを覆っている防護フィールドさえ吹き飛ばすことが可能だわ」

「……」

　紗夜は慄然としながらも、なんとか気を取り直して思考を巡らせる。

　もし──もし本当にオーフェリアが言葉通りのことを実行し得るのだとしたら、その犠牲者は恐ろしい数に上るだろう。何しろこのメインステージだけで十万人以上の観客が入っているのだ。しかも世界屈指の観光都市であるこの六りつ花かは、《星武祭フエスタ》の開催期間中ということもあって今まさしく混雑のピークにあると言っていい。そうした観光客に加えて六花の居住エリアで暮らす住人や六学園の学生たちを含めれば、更に桁は増える。

「とはいえ、そんな無む茶ちやな能力の使い方をしたならば、当然私の身体からだも保もたないわ。だから私がその結果を見届けることはできないでしょうけれど」

　淡々と言いながら、オーフェリアは周囲の瘴しよう気きを練り上げ、巨大な腕を作り上げていく。

「──塵と化せクル・ヌ・ギア」

　この大きさの瘴気は、煌型手榴弾マナグレネード一つではとても吹き飛ばせない。

　仕方なく、三つまとめて放り投げる。嵐のような爆風が巻き起こり、紗さ夜やを掴つかもうとしてきた瘴気の腕を押おし留とどめるが、それでも完全に拡散させるにはまだ威力が足りず、あちこち輪郭を欠きながらもわずかに形を保っている。舌打ちをしつつ、追加で二つ。それでようやく、完全に消し飛ばすことができた。

　だが、これで残りは七個。

「命を懸けるというのか？　その目的すらも知らされていないというのに……！」

　紗夜がそう叫びつつ、バーニアを最大出力で吹かしてその場を離脱すると、爆風を回り込むようにして亡者の腕のような瘴気が幾本も追いかけてくる。

「言ったでしょう？　知らされていないのではなく、単純に興味がないだけよ。もちろんディルク・エーベルヴァインが私を拾った時、大まかな話としては聞かされたことがあるけれど……確か、世界を変えるとかなんとか。まあ、よくある話よ。それに私にとって自分の命など、なんの価値もないの。私のすべては、私の運命の付随品にすぎないのだから」

　オーフェリアは本当にあっさりと、そう言ってのけた。

「ふざけるな！　何が運命だ！」

　そんなわけのわからない理由のために、大勢の人間の命を奪うなど許されるはずもない。

　本来ならば怒りに任せて思うさま詰なじってやりたいところだが、今は情報を引き出すことが最優先だ。

　感情を鎮めて瘴気の腕を掻かい潜くぐりつつ、右に左にステージを逃げ回りながら、どうしても避よけ切れない時には煌型手榴弾を使ってなんとかオーフェリアの攻撃を凌しのぐ。

　残りは五個。

「ユリスはそれを全部知っているのか？」

「ええ、私が教えたから」

「ならば──」

　ならばなぜ、ユリスはすべて自分一人で解決しようとしているのか。

　親友であるオーフェリアのことを想おもって内密に処理しようというには、あまりにも事が重大すぎる。即座に警備隊に通報するべきだし、それどころか統合企業財体が直接対処するレベルの事案だ。警備隊ならば証拠の確保など正規の手続きを踏むだろうが、統合企業財体は必要と判断したなら有無を言わさずオーフェリアを処分することで問題を解決しようとするだろう。以前、銀ぎん河ががクローディアにそうしたように。

　いかにオーフェリアの価値が大きいとはいえ、事が事だけにレヴォルフのバックにいるソルネージュも嫌とは言えまい。そうなれば、六つの統合企業財体すべてがオーフェリアの敵となる。どれだけオーフェリアが強大な力を持っていようと、所詮は個人の範はん疇ちゆうだ。どうすることもできないはず。

「ならば、なぜユリスは私を放置しているのか──そう考えているのね？」

　紗さ夜やの心を読んだかのように、オーフェリアが言った。

　そのまま《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を振るうと、再び大量の重力球が出現する。

「答えは簡単。もうすでに勝負はついているからよ」

「え……？」

　襲い来る重力球を、煌型手榴弾マナグレネードを二つ使って防ぎ、これで残りは三つ。

「確かにしかるべき組織がしかるべき手段をとれば、本来私を止めることはそう難しいことじゃない。圧力でも、暗殺でも、あるいは統合企業財体直轄の精鋭部隊ならば、力ずくでも可能でしょう。でもそれは、もう無理なの」

「無理……？」

「彼らは長い時間をかけてあらゆるところに協力者を作っている。知っているでしょう？　精神干渉能力を持った純星煌式武装オーガルクスのことを。星猟警備隊シヤーナガルムにも、六りつ花かの議会にも、そして六つの統合企業財体にも彼らの手は及んでいる。無論、協力者といっても完全に言いなりというわけではないでしょうし、それほど高い地位にいるわけでもないでしょう。何かしら動きがあった時、それを止めることまではできない。けれど……その動きを彼らに伝えることはできる」

　オーフェリアはそこですっと《覇潰の血鎌》を下ろし、攻撃の手を休めた。

「そして、金きん枝し[image: ]へん同盟ないし私に対してなんらかの動きがあると知ったならば、彼らはその時点で計画を実行する手はずになっているの。理想はこの《王竜星武祭リンドブルス》の決勝戦終了後のようだけれど、それは絶対条件じゃない。別に今日でも明日でも、あるいは昨日でも、一週間前でも、なんだったら一年前でも、彼らはいつでも計画を発動できた。ただ私に、実行しろと命令するだけで」

　その言葉に、紗夜は愕がく然ぜんとした。

　すでに勝負がついているとはそういうことか。

　つまりオーフェリアのしようとしていることをどこかへ伝えたならば、その行為自体が大規模テロのトリガーになってしまうということなのだ。

　だとしたら、ユリスが自分一人でどうにかしようと決意したことも理解できる。というよりも、他に選択肢がないのだ。強いて言えば、自分一人で逃げ出すという選択肢もあるにはあるが、ユリスがそれを選ぶとは到底思えない。

（ユリスはこんな秘密をたった一人で抱え込んでいたのか……）

　紗夜自身、今聞かされた事実の重さに圧おし潰つぶされそうだった。いや、紗夜でなくとも百万を超える人の命がかかった秘密を背負える者などそうはいないだろう。

「っ！」

　そこへ今までとは比較にならない量の瘴しよう気きの腕が一斉に紗さ夜やへと襲い掛かってくる。

　紗夜はとっさになけなしの煌型手榴弾マナグレネードを二つ放り投げるが防ぎ切れず、最後の一つも使ってなんとか凌しのぐ。これでストックはゼロ。

　とにかく、一度距離を稼いで──

　そう考えてバーニアの出力を上げようとしたところで、紗夜の身体からだは唐突に地面に圧し付けられた。

「ぐ、ぅ……!?」

（これは《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の……！）

　見ればオーフェリアの手では、《覇潰の血鎌》が不気味な紫の輝きを放っている。

　対象のエリアの重力を高める《覇潰の血鎌》の能力だが、座標を指定しなければならないため、本来なら今回の紗夜のように動き回っている相手には効果を発揮し辛づらいはず。

　腕を使って這はいずりながら、どうにか能力の効果範囲外に出ようとする紗夜に、オーフェリアが言う。

「無駄よ。私の周囲以外、すべて効果範囲なのだから」

「……っ」

　かつての《覇潰の血鎌》使用者イレーネ・ウルサイスが暴走状態で成しえたことを、いとも簡単にやってのけているということか。

　ただ、涼しい顔で言い放つオーフェリアとは対照的に、《覇潰の血鎌》からは低く耳障りな音が漏れ出していた。それはまるで苦しみもがく怨えん嗟さの声のようだ。

「さて、満足かしら？　これであなたはお友達であるユリスと同じ秘密を共有できたことになるけれど」

　オーフェリアは紗夜を見下ろしながら、ほの暗い声で言った。

「でも安心していいわ。あなたがこれ以上苦悩することはないのだから」

　その足元では、地獄から伸びてきたかのような亡者の腕が一本また一本と立ち上っていく。

「あなたの星辰力プラーナ量からすれば……毒の量はこれくらいで十分かしら？　次にあなたが目が覚ます時には、すべてが手遅れとなっているでしょう。もしくは二度と目覚めることができないかもしれないけれど、その時は──それもまた運命なのだから仕方がないわね」

　その言葉で、紗夜はすぐに察した。

　以前、綾あや斗とがリーゼルタニアでオーフェリアと闘った際に受けた毒──星辰力に作用し、強制的に星辰力切れプラーナアウトの状態にするというそれは、星辰力の総量が多いほど効果も高くなるのだとか。

　ならば、迷っている時間はない。

「ぐ、ぬぅ……！」

　紗さ夜やは痛む右腕を無理やり動かし、擦こすり付けるようにして強引に発動体を取り出した。

　巨大な砲身が出現し、そのまま地面にめり込むが、紗夜は気にせずロボス遷移方式で連結されたコアにありったけの──けれど暴発しないギリギリのラインを突いて──注ぎ込む。

「三十八式煌こう型がた擲てき弾だん銃じゆうヘルネクラウム──フルバースト！」

　紗夜が引き金を絞るのと同時に、オーフェリアの瘴しよう気きの腕が一斉に飛び掛かってくる。

　轟ごう音おんと共に発射された光弾は、ほとんど狙いも付けずに撃ったにもかかわらずオーフェリアへと命中していた。

　煌型手榴弾マナグレネードのそれを上回る爆風と衝撃波。

　しかしそれが晴れた時、オーフェリアは左手を差し出したまま悠然と立っていた。

（左手一本で、あの直撃を防いだのか……）

　それも星辰力プラーナによる防御だけで。

　レナティの装甲と比較しても、引けを取らない堅けん牢ろうさだ。

　急速に遠のく意識の中、紗夜は自分を見下ろす深紅の双そう眸ぼうを睨にらみ返す。

　そこには確かに、悲嘆と諦観以外の感情があった。

　　　　　　　　＊

『準決勝戦第二試合、決着ー！　決勝戦への切符を手に入れたのは、やはり大方の予想通りオーフェリア・ランドルーフェン選手です！　いや、しかしなんとも妙な試合展開でしたが、改めてザハルーラさんに解説をお願いしましょう』

『そうね、沙さ々さ宮みや紗夜は最初から試合に勝つつもりはなかったように見えたわ。まず第一に──』

　選手控室へと通じる薄暗い廊下で、一人壁に背をもたれながら試合を見守っていたユリスは、小さく溜ため息いきを一つ吐つくと空間ウィンドウを閉じる。

　結果は最初からわかっていた。

　その上で、紗夜は試してみたいことがあると言ってオーフェリアに挑んだのだ。

　それを成しえたのかどうかまではユリスにはわからなかったが、途中オーフェリアの様子がいつものそれと違ったように見えたところから察するに、ある程度は成功したのかもしれない。

「まったく妙なことを試みる小娘よのう、あれは」

　と、通路の先から現れた童女──范フアン星露シンルーがけらけらと笑いながらそう言った。

「……来ていたのか」

「無論じゃ。ああ、ぬしの試合は見事じゃったぞ。よくもあの《叢むら雲くも》を圧倒したものよ。もっとも切り札を使わされたのは痛かろうが」

「仕方あるまい。綾あや斗とは月華美人クイーン・オブ・ザ・ナイト抜きで勝てる相手ではなかった。──それより、どういうことだ？　妙なことを試みるとは……あの試合、紗さ夜やが何をしていたのか知っているのか？」

　ユリスが問うと、星露シンルーは簡単にうなずいてみせる。

「唇を読んだからの。あやつ、あの紛まがい物ものを相手に対話を試みよったようじゃぞ」

「対話……？　試合の最中、オーフェリアを相手にか？」

「かっかっか！　剛ごう毅きというか向こう見ずというか、さすがはぬしの仲間よのう」

　星露は愉快そうに笑っているが、それがどれだけ無謀なことかユリスにはよくわかる。

　オーフェリアは、試合中無駄な時間を割くことはほとんどないと言っていい。強敵であろうと有象無象の弱者であろうと、オーフェリアは等しく全力でねじ伏せる。

　そんなオーフェリア相手に対話などと、普通ならば叶かなうはずもない。

　だが、あの様子は……。

「どんな話をしていたのか、わかるか？」

「さて、さすがにそこまではな。いかな儂わしとて、試合が始まれば双方動き回っておるのじゃからそう簡単ではない。特にあの小娘の試合は爆発が多い故、それに隠れて見通せぬ。ただまあ……恐らくは連中のよからぬ企たくらみに関するものであろうよ」

「っ！」

　ユリスは思わず星露を睨にらみつけた。

「──おまえ、まさか全部知っているのではあるまいな？」

　星露には世話になったし恩義も感じているが、返答次第では許すわけにはいかなくなる。

「ほう、良い鬼気じゃ。ぬしもいっちょ前になってきたではないか」

　一方星露はそんなユリスの視線を意にも介さず、満足そうに笑った。

「ま、そう睨むでない。確かに儂は連中とは既知の間柄ではあるし、誘われもしたが、与くみしたことはないぞ。それに儂が知っておるのは古い計画……《落星雨インベルテイア》を今一度引き起こすという、絵空事のようなものだけじゃ」

　遥はるかが潰したという、例の計画か。

「連中が今何をこそこそとやっているかは儂にもわからぬ。ただ、以前の計画と似たようなものであるならば、どうせよからぬものであろうと思ったまでよ」

「……」

　ユリスはじっと星露の目を見つめていたが、やがて緊張を解いた。

　どうやら嘘うそではないらしい。

「わかった。信じよう。ただ……それならば、一つ問いたい」

「なんじゃ？」

「おまえならば、連中の計画とやらを潰すこともできるのではないか？」

　ユリスには──あるいは綾あや斗とたちや星猟警備隊シヤーナガルム、果ては統合企業財体でさえも難しいことかもしれないが、《万ばん有ゆう天てん羅ら》范フアン星露シンルーであるならば、それが可能なのではないか？

「かもしれぬな。まあ、儂わしをもってしても容易なことではなかろうが、不可能ではあるまいよ」

「ならば……！」

「じゃが、生あい憎にくとそれはできぬ」

　ばっさりと、星露は切り捨てた。

「儂は何にも縛られぬ。人の定めた法であろうと、統合企業財体であろうと、儂がそうと決めたならば誰であれ儂を止めることはできぬ。ただ唯一、儂が従うのは儂が儂自身に定めた則のりだけじゃ」

「それは……つまり、自分自身を律するルールということか？」

「然しかり」

　傍若無人自由奔放を絵に描いたようなこの童女には似つかわしくない言葉だったが、星露は大きくうなずいた。

「その一つに、『大局に関与せず』というものがある。この世界、この時代の行く末を左右する物事には、直接手を出さぬというものじゃ。連中の計画とやらは、まさしくそれに当たろう。世界の有り様を定めるは、常にその時代を真に生きる者でなくばならぬ。儂らのような世の理ことわりを外れた者が携わるべきではない」

　そう語る星露の顔からは普段の稚気は消え、どこか超然として見えた。

「儂は闘いを望めど争いは好まぬ。戦にはほとほと飽あいた。仮に儂が禁を破れば、それは必ず争いに通ずる。儂はもう、その渦中に足を踏み入れる気はない」

「おまえが手を出さずとも、大きな騒乱になるとしてもか？」

「然り。結果が問題なのではない。物事には必ず基因があろう。それは同じ時代を生きるぬしらが背負うべきものじゃ」

「おまえはかつて、この六りつ花かを気に入っていると言ったな。それが失われることになったとしても、ただの傍観者でいるつもりなのか？」

「然り。確かに儂はここを気に入っておる。が、それは禁を破る理由にはならぬ。なぜならば、儂が最も大切に思っておるのは儂自身だからじゃ。故に、儂は儂が定めた則に反することはせぬ」

　星露の答えはあくまで揺るぎない。

「わかった。ならば、最後の質問だ」

　ユリスは一つ息を吐いてから、まっすぐに星露の目を見つめて言う。

「おまえの教え子たちの命が失われるとしても、おまえは何もしないというのか？」

　その時、星露シンルーの顔に浮かんだのは意外なことに微笑だった。

　いつものように無邪気に笑うわけでもなく、闘いを楽しむ時のように高揚した笑みでもなく、空虚な寂せき寥りようをまとった、ある種オーフェリアのそれと近い微笑ほほえみ。

「……ぬしは知るまい。儂わしがこれまで、どれだけのものを失い、どれだけのものに別れを告げてきたのか。愛いとしき者たち、還かえるべき場所、心安らぐ時間……儂にとってそれらは刹那の煌きらめきにすぎぬ。故に、答えは同じじゃ」

　星露はユリスの目を見つめ返しながら、静かにうなずく。

「──然しかり」

　その短い答えの背後にユリスは途方もない絶対的な孤独を感じ取り、改めて目の前の童女が人の枠を外れた存在なのだと実感した。どれほど強くあろうとも、本来人はこれほどの索漠に耐えられるものではない。

「そうか。まあ、いいだろう。私とて、ここまで来て今更他人に頼ろうなどというつもりはない」

　ユリスはそう言って、星露に背を向けた。

　強がりではない。ただ万が一の時、自分が辿たどらなかった道に正解があったのかもという後悔をなくしたかっただけだ。

　そのまま足を踏み出した時、背中から声がかかった。

「待て、ユリス」

「なんだ？」

　振り向くと同時に、星露はどこから取り出したのか赤い紐ひもでくくられた瓢ひよう箪たんをユリスに投げてくる。

「持っていけ。つまらぬ話を聞かせた詫わびじゃ」

「なんだこれは？」

「薬やく金きん湯とうと言うてな。仙薬の一種よ。ま、さほど大したものではない。気が向けば門下の者どもにも振る舞う程度の代物じゃ」

　星露はすっかりいつもの顔に戻って、小さく笑う。

「それでも失われた星辰力プラーナを多少なりとも戻す効果はある。まあ、本来は気休めくらいのものじゃが、その名の通り水気と金気を含んでおってな。火気が乱れておる今のぬしには、上手く嵌はまれば相剋相まって気の巡りを整えるやもしれん。さすれば、星辰力の回復も早まろう」

「……もらっておこう」

　正直、今は気休め程度でもありがたい。

「では明日の決勝戦、楽しみにしておるぞ。血沸き肉躍る、最高の試合を見せてくれると期待しておる。そして──ぬしの勝利もな」

「……」

　ユリスはそれには応えず、星露シンルーを残して歩み出しながら、ただ小さく左腕を上げてみせた。


第二章　孤毒と悪辣

　それは、一瞬の出来事だった。

　少なくとも、こちら側の世界では。

　──ジュネーブ、万応素加速器マナコライダー実験施設。

　ヒルダ・ジェーン・ローランズが行った何度目かの実験で、機器に繋つながれたオーフェリアはそのビジョンを垣かい間ま見みた。

　オーフェリアの裡うちに穿うがたれた『穴』を通して、精神だけがリンクしたのだ。

　気が付けば、オーフェリアの意識は巨大な青い惑星を見下ろしていた。宇宙空間のただ中に──より正確に言えばそこは外気圏であったが──突如として放り出されたように。

　身体感覚もなく、自らの肉体を視認することもできない。

　ただ意識だけがそこにあった。

　オーフェリアはひどく困惑し、そのためか眼下の惑星が地球なのだと判じるまでに少しの時間を必要とした。いや、仮にそうでなくとも、すぐにそれを地球と認識できたかは怪しかったかもしれない。それはオーフェリアが知っている地球とは、ところどころ形が違ったから。大陸も、海洋も、似ているようで同じではない。

　それでもどうやらその惑星が地球なのだと、オーフェリアが朧おぼろ気げながらに理解したその時だ。

　唐突に、何か巨大な存在がオーフェリアの意識へと触れた。

　そしてその瞬間、オーフェリアの意識は粉々に砕け散った。あまりにも、存在のスケールが違いすぎたためだ。実体を持たず、人が認識できないほど莫ばく大だいな情報の塊であり、ただそこに存在するだけで空間を歪ゆがめる圧倒的な力の集合体──端的に言うならば、神だ。

　本来なら意識の拡散と共にオーフェリアはこの世界から消滅するはずだったが、その前に神は容易たやすくオーフェリアの精神を復元した。ただし、完全に元通りではなかったが（おそらくそれは神が成すにはあまりに小さく細やかな作業だったためだろう）。

　神がなぜそんなことをしたのかは、オーフェリアにはわからない。

　人が理解するには、神は巨おおきすぎる故に。

　言語どころか思考体系すら異なるために。

　しかし、神と接触したことにより、オーフェリアは漠然とではあるがこの世界を理解することができた。理解させられた、と言ってもいい。

　あちら側と呼ばれる世界。

　万応素マナ満ちる太陽系。

　神が実存する宇宙。

　こちら側とはまるで違う歴史を辿たどったその世界は、一つの惑星に一柱の神を宿す。神はその勢力圏内において絶対の権能を持ち、文字通り全知全能と言っていい。こちら側ではとても人が住める環境ではない地球以外の惑星にも多くの人々が暮らしているのは、まさしく神の力によるものだ。

　神は人々を庇ひ護ごするが、同時にいとも容易くその命を大量に奪う。大いなる天災として、また時には直接的な神罰として。この世界の人々もオーフェリア同様そうした神の行いを理解することができない。人々は落星工学によく似た高い技術文明を持ち、星々を渡ることさえ可能としているが、それでも神と意思を疎通することは叶かなわない。

　だからこそ、人々はそれらを運命として受け入れている。

　どれだけの理不尽であろうとも、いかなる悲劇であろうとも、絶対者の行いはただ甘受するしかないのだ。

　──それはおぞましくも美しい諦観だった。

（運命……）

　歪いびつに修復されたオーフェリアの精神に、未知の感慨が湧く。

　そして次の瞬間には、オーフェリアの意識はこちら側へと戻ってきていた。

　その翌日、オーフェリアはリーゼルタニアにあるフラウエンロープの研究所へと移された。

　この日からオーフェリアにとって地獄の日々が始まることとなる。

「ああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　絶叫を迸ほとばしらせる喉は張り裂け、口こう腔こうに血泡が溢あふれる。観測機器に固定された四肢が千切れんばかりに暴れるが、何重にも巻かれた特製の拘束具はびくともしない。

　全身を苛さいなむ激痛は、オーフェリアの身体からだが一から再構成されているためだ。常人から、《星脈世代ジエネステラ》の身体に。筋肉から骨格、神経系まで、全細胞がまったく別の生物に生まれ変わっていると言えるだろう。

　オーフェリアは投与された薬物によって気を失うことも眠ることもできず、ただただ身を引き裂くような痛みに耐えるしかなかった。

　強化ガラスの向こうではヒルダが好奇心と興奮に目を爛らん々らんと輝かせ、悪魔のような笑みを浮かべながらオーフェリアをじっと見つめている。

　そんな日々が何日も、何週間も続いた。

　──ただし、オーフェリアにとって地獄だったのは、その痛み故ではない。

　オーフェリアの裡うちに生まれ、日を追う毎ごとに大きく膨らんでいく『力』が恐ろしかったからだ。その恐怖に比べれば、身体を引き裂く痛みなど些さ事じに等しい。

『力』はあちら側と繋つながっている証あかしであり、本来こちら側に持ち込んでいいものではなかった。強大で、無慈悲で、圧倒的な神の力の欠片かけら。その断片。使いようによっては何か大きなことを為なせるかもしれないが、一つ間違えればそれは取り返しのつかない不幸と破滅をもたらすだろう。

　そんなものはいらない。欲しくもない。

　オーフェリアが抱えるには、あまりにも身に余りすぎる。オーフェリアの人生には、ただ一輪の花さえあればそれで十分なのに、その『力』は対極にあるものだった。

　こんなもの、今すぐにでも投げ捨ててしまいたい。

　それが叶かなわないなら、いっそ──

　今にして思えば、《魔女ストレガ》としてのオーフェリアの能力が毒となったのは、そうした想おもいが形になったものなのだろう。

　それは自死の願いだ。

　もっとも、それが叶うことはなかったが。

　結局オーフェリアが《星脈世代》として、そして《魔女》として新生したのは、研究所に戻されてから二ヵ月近くが経たった頃だった。

　栗くり色いろの髪は純白に、双そう眸ぼうは紅玉のように真っ赤に変貌し、かつてない力を手に入れたオーフェリアは、それからまた長い日々をヒルダの実験台として過ごすこととなる。

「きししししし！　今日は高濃度の万応素マナに対する接続速度と変換速度、そして星辰力プラーナの消費率を測定するとしましょう！」

「星辰力制御の精度を調べます！　ああ、それと変化させられる毒素の多様性と、強度変化の柔軟性も確認しておかないと！　やや時代遅れではありますが、個別に半数致死量のデータも取っておきましょうか！　明日にでも届くように供きよう試し動物を大量に注文しておきましょう！　きししししし！」

「なるほどなるほど、これほどまでの星辰力量があれば、生身であってもここまで強度を高めることが可能と……素晴らしい！　理論上、通常のマナダイトを用いた煌式武装ルークスでは、あなたの身体からだに傷を付けることはできないということになりますね！　では、こちらも限界まで出力を上げて……ほうほう、さすがに千切れますか。ま、大型プレス機で一点に加圧すればそうなりましょう。うん、気にせず続けてください。大丈夫、うちの治癒能力者は優秀です！　腕の一本や二本や三本、どうとでもなりますから！」

「ふむ……メンタル面がどうにも不安定ですね。精神状態が能力へ大きく関与するのは、これほどの《魔女ストレガ》であっても免れませんか。とはいえ、投薬でコントロールできる範囲でしょう。さ、実験を続けますよ！　本日は能力のレジスト範囲と既存の毒物に対してもそれが汎用性を有しているかを調べますよ！」

「さてさて、今日は──」

「きししししし！」

　…………。

　……。

　…。

　ヒルダの実験は、延々と延々と続いた。

　その日々が、今のオーフェリアの精神を熟成させたと言っていい。悲嘆と諦観。それはあちら側の神によって宿され、ヒルダが育み、そしてオーフェリアの裡うちで膨張する『力』によって完成されたものだった。

　運命。

　それはあらかじめ決定付けられたものを指すのではない。少なくとも、オーフェリアの定義は違う。

　オーフェリアにとっての運命とは、より大きな力によってそれを決定付けるものを指す。

　弱い運命は、それに隷属するしかない。

　そうした境地に至って、オーフェリアの精神はようやく一種の安定を見た。

　その破綻を安定と呼ぶのであれば、だが。

　客観的に見て、ヒルダは細心の注意を払って実験を行っていた。

　最上の被検体を前にどれだけ狂喜し、熱を上げ、昂たかぶろうとも、一見して思い付きや場当たり的な変更を繰り返そうとも、決してオーフェリアの力を侮ることはなかった。

　何重もの隔壁で閉ざされた研究所の最深部へ幽閉し、オーフェリアを取り巻く壁や床、あらゆる機材には防ぼう蝕しよく処理を施し、しかも一定期間ごとにそれを刷新した。ヒルダ自身を含め決して生身のスタッフが直接オーフェリアと接触することがないよう、すべての実験は遠隔操作で行われ、二十四時間体制での監視を行い、必要であれば糸目をつけずに金を使った。

　唯一、ヒルダが間違いを犯したとすれば、それはオーフェリアの力の限界を計ろうとしたことだ。無論、それは研究者にとって当たり前のことではある。能力の下限と上限を識しっておかねば、その先には進めない。

　ただ、この時に限っては、それは失敗だった。

　──なぜならば、オーフェリアの力に限界などないからだ。

　結果、オーフェリアはその力を暴走させることとなる。

　オーフェリアの裡うちに空いた穴から無尽蔵に供給される万応素マナは星辰力プラーナへと変換され、それはさらに周囲の万応素を未いまだこの地球上には存在しない毒素へと変換した。未知の毒素は容易に周囲の機材を、壁を、隔壁を溶解し、さらに恐ろしい速度で浸食した。

　それでもヒルダたちがかろうじて脱出するだけの時間を得ることができたのは、それまでの周到さが功を奏したからだ。もしヒルダが少しでもオーフェリアの力を侮っていたならば、わずかでも用心を欠いていたならば、彼女の命運はここで尽きていただろう。

　オーフェリアの毒は研究所を壊滅させ、その余波だけで周囲の木々を枯こ死しさせ、大地をもぐずぐずに腐らせた。

　オーフェリアが我に返った時には、すでに周囲は地獄の様相を呈していた。生きとし生けるものはすべて死に絶え、あらゆる無機物さえも形を保てずに溶け落ちて、悪臭と瘴しよう気きが世界を満たしていた。

　力の暴走によって極度に衰弱し、崩れるように座り込んだオーフェリアの目に、ふと小さく可か憐れんな一輪の白い花が目に入った。どういう奇跡か、溶け落ちた研究所の壁に守られるように咲くその花に、オーフェリアが思わず手を伸ばす。

　しかしオーフェリアの指が触れる寸前で、その小さな白い花は見る間に枯れ果て塵ちりとなって風に消えていった。

　　　　　　　　＊

　ディルク・エーベルヴァインが初めて《ヴァルダ＝ヴァオス》と接触したのは、彼がソルネージュに買われてしばらくした頃だ。

　当時、ディルクは《研究所》での実績を評価され、まだ少年でありながらソルネージュ軍事部門の参謀格として作戦立案と一部部隊の運用を任されていた。もっともそんな仕事はディルクのキャリアにとって、ほんの足掛かりに過ぎない。《星脈世代ジエネステラ》でもなく、極めて有能なディルクは、間違いなく将来の幹部候補生だった。

　そんなある日、宿舎の自室に戻ったディルクの前に、スーツ姿の中年男が立っていた。

「……なんだてめえは」

　ディルクが吐き捨てるようにそう問うと、ベッド以外には何もないその部屋の中央で中年男が淡々と答える。

「《ヴァルダ＝ヴァオス》」

「知らねえな」

　恰かつ好こうこそ普通ではあるものの、その身にまとう雰囲気はソルネージュの人間とは思えない。いや、それどころか果たして本当に人間であるのかどうかさえもわからなかった。ディルクの武器の一つはその人物の才覚・器を見極める嗅覚と観察眼だが、それがまるで機能しない。

　目の前の男──ヴァルダは、過去に出会ったどんな人間とも比較できないからだ。

　宿舎のセキュリティを掻かい潜くぐってここまでやってきた以上、相応の力の持ち主なのだろう。ディルクは常人であり、強力な《星脈世代》に対抗する術すべなどない。

　が、ディルクを害するつもりであればとっくにそうしているはずだ。

　だとしたら。

「用件はなんだ？」

「おまえを勧誘しにきた」

「勧誘だと？」

　ディルクは鼻を鳴らすと、ヴァルダを横目にベッドに腰を下ろした。

「おまえはこの世界のすべてを嫌悪しているだろう？」

「……見透かしたようなことを抜かしやがるな。てめえが一体オレの何を知ってるってんだ？」

「わかるとも。我はそういう存も在のであるからな」

　その物言いに眉を寄せたディルクは、しかしすぐに気が付いた。

「《魔術師ダンテ》……いや、違うな。純星煌式武装オーガルクスか」

「それを見抜くか。さすがに優秀だな」

　ヴァルダはそう言ってスーツの胸元を開いて見せた。

　そこには不気味で機械的な巨大な首飾り。

　純星煌式武装は自らの意志を持つと言われている。だとすれば、自立行動する純星煌式武装があっても不思議ではない。それを信じるか信じないかは別の話だが。

「ほぉ……それがてめえの本体ってわけか。それで？　勧誘とか言ってたな。オレに何をさせたい」

　少しだけ、興味が湧いた。

「我々はこの世界を変革する計画を進めている。が、人手が足りない。有能な人材──それも、人心の機微に通じ、その操作に長たけた者が」

「世界を変革する計画ねえ……具体的には？」

「今一度、《落星雨インベルテイア》を起こす」

「はぁ？」

　冗談か世よ迷まい言ごとの類たぐいと思ったが、どうやらヴァルダは本気らしい。

「そうなれば、否いや応おうなく世界は変わるだろう」

「そりゃまあ、そうだろうが……」

　隕いん石せきが七日七晩降り続いた未み曽ぞ有うの大災害《落星雨》──人間は想像を絶する生き汚さで復興を遂げて今の世界を再建したが、仮にもう一度同じ災害が起きたとすれば、世界は再び大混乱に陥るだろう。統合企業財体とて、その混乱に飲まれるかもしれない。

「どうだ？　我々に手を貸す気になったか？」

「……どうしてそうなる？」

「おまえはこの世界のすべてを嫌っている。ならば、この世界のすべてを破壊できるかもしれない計画に乗るのは道理であろう？」

　それがさも当然だとばかりにヴァルダが言う。

「どうやらてめえは誤解してるようだな。確かにオレはこの世界に存在するありとあらゆるものを嫌っちゃいるが、だからといってそれらを片っ端から排除したいってわけじゃねえよ」

　ディルクはヴァルダの顔を睨にらみつけながら、低く怒りに満ちた声で続けた。

「──ただ、オレはオレが嫌っているものに負けたくねえだけだ」

　そうだ。ただ、それだけのことなのだ。勝ちたいわけですらない。

　負けたくない。たったそれだけが、ディルクがこの世界で生きる意味だった。

　顔も覚えていない両親が嫌いだ。今の自分を作り上げた《研究所》が、そのスタッフ共が嫌いだ。我が物顔で世界を差配する統合企業財体が嫌いだ。新たな可能性を見せつけてくる《星脈世代ジエネステラ》が嫌いだ。古い価値観に胡坐あぐらをかいている常人が嫌いだ。驕おごり高たかぶる勝者が嫌いだ。惨めで情けない敗者が嫌いだ。己の力を見誤って野放図に動くぼんくらが嫌いだ。媚こびへつらうしかない愚ぐ図ずが嫌いだ。役に立たない無能が嫌いだ。人を貶おとしめる優しさが嫌いだ。傷つけるだけの厳しさが嫌いだ。甘ったるいだけの情愛が嫌いだ。動物も、植物も、美しい景色も、色彩も、自然の営みも、砂を噛かむような食事も、悪夢しか見ない睡眠も、忌まわしい過去も、呪われた未来も、男も女も大人も子ども老人も、己自身も、この世界に存在するありとあらゆるものが嫌いだ。

　すべてが等しく煩わしく、すべてが等しく憎らしい。

「なるほど。だとすれば、我が見誤ったということか」

　ヴァルダが、感情のない声でそうつぶやく。

「いいや。腹立たしいが、てめえは正しい門を叩たたいた」

「ほう？」

「話を聞いてやる。精々面白おかしく囀さえずってみせろ、純星煌式武装オーガルクス」

　──そうして、ディルクはヴァルダたちの計画に乗ることとなった。

　と言っても、《落星雨インベルテイア》を再度引き起こすというその信じ難い計画は、ディルクが加わった時点ですでに最終段階へ入っていた。ディルクにはヴァルダを経由して計画の遂行に必要な情報が届けられるだけ。ディルクの役割はその検証と改善だ。

　彼らの計画は、驚くほどに精緻な部分と呆あきれるほどに杜ず撰さんな部分が入り混じっていた。しばらくして、ディルクは気が付く。この計画を進めている連中は、とにかく信じられないくらい人の心に疎い。というより、興味も関心も理解もない。

　なるほど自分を勧誘しにくるわけだとディルクは納得し、その能力を駆使して至らぬ部分を次々と修正してやった。どうすれば人が動くか、どうすれば人が跪ひざまずくか、どうすれば人は諦めるか。ディルクにとっては自明の理だ。

　ディルクがその計画の現場に出ることはついぞなかったが、仕事ぶりが認められたのか、それとも少しは信用されたのか、いざ計画実行となる直前にようやく首謀者たちと顔を合わせることができた。

　計画の中心人物はエクナートと名乗る少年で、ヴァルダ同様人間ではなかった。あちら側からの来訪者。大いなる力の切れ端。マナダイトが万応素マナの結晶体であり、ウルム＝マナダイトが高純度のそれだとすれば、エクナートはそのさらに先にあるものだ。外装も機構も必要とせず、つまり人の手を借りずに活動できる究極のウルム＝マナダイト。ヴァルダの言葉を借りるならば、「万応素から還元されし神の端末」ということになる。

　そしてもう一人、かつての《鳳凰星武祭フエニクス》制覇者であり、現在は《星武祭フエスタ》の運営委員も務めるマディアス・メサ。一目見ただけで、すぐにわかった。こいつは気に入らない。無論、ディルクが気に入るものなどこの世界に存在しないのだが、こいつは特に気に入らない。人当たりのいい笑顔を張り付けてはいるが、その内面に憤怒の劫ごう火かを燃え盛らせている男。

　しかし、それからすぐに計画は頓挫することになる。

　他ならぬ、あの天あま霧ぎり遥はるかの手によって。

　エクナートは消え去り、マディアスたちはまったく別の計画を新たに練り上げる必要に迫られた。

　──そんな時だ。

　その日、ディルクがリーゼルタニアにいたのは偶然と言っていい。ディルクの所属する部隊は別件の作戦を終了し、リーゼルタニアの基地で待機中だったが、そこへフラウエンロープの研究所の監視と調査命令が下った。その研究所のセキュリティレベルが最近大きく引き上げられ、警備用の擬形体パペツトや軍用の自動兵器が大量に配備されるようになったらしい。

　直接警備の人員を増やさないでいるところから、相当に機密性の高い実験でも行っているのだろう。リーゼルタニアは完全に治外法権であり、統合企業財体はやりたい放題だ。どうせろくでもない実験なのだろうとは思ったが、命令である以上仕事は仕事。ディルクが研究所の周囲に監視用の人員を配置し、情報を集め始めたところで、その事件は起こった。

「──なんだと？」

『ですから、壊滅！　壊滅です！　研究所は壊滅……！　離脱するヘリを確認したので、スタッフは退去した模様！　……ひいっ!?　こ、こんな……信じられない！　ば、化け物め！　うわあああああああああああああ！』

　途切れ途切れの音声通話からは、明らかに混乱した男の声と銃声が響き、やがてぶつりと途絶えた。

　さほど重要な任務でもあるまいと監視用の人員には新人をあてがっていたのだが、どうやら裏目に出たようだ。他の場所へ配置した隊員とも連絡は付かず、設置させた計器のデータも完全に途絶えてしまっている。

　指揮車両の中で腕組みをしたディルクはすぐに考えを巡らせた。

　報告が事実であるならば、すでに研究所は壊滅しており、スタッフも残っていないということになる。スタッフが逃げ出した先は、当然リーゼルタニア内にあるフラウエンロープの基地だろう。位置関係からして、フラウエンロープから救援なり調査なりの部隊が派遣されるにしても、多少の時間がかかるはずだ。

　それに、報告の最後にあった言葉が妙に気にかかった。

「今なら先んじられるか……」

　ディルクは部隊を二手に分け、一つは研究所の調査へ向かわせ、残りを周囲の封鎖と警戒にあたらせた。リーゼルタニア内で強権を発動できるのはこちらも一緒だ。独断ではあるが、救助活動などの名目があれば上も文句は言わないだろう。

　先行させた無人小型偵察機の映像からは、確かに研究所が完全に壊滅している様子が見て取れた。が、すぐに映像が乱れて途切れてしまう。どうやら一時的に周囲の万応素マナが希薄になっているらしく、その影響らしい。とすると、新人の報告が途中で途切れたのもそれのせいだろうか。

　バイオハザードの可能性も考慮し、調査に向かわせた隊員には専用の装備を付けるよう通達し、同時に落星工学の部品を使用していない旧タイプの無線機を携帯させた。

　しばらくして周囲の状況、計器で測定した大気成分など、次々と報告が上がってくるが、その最後に。

『──女が一人、立っています』

　先ほどの新人と違って、調査に向かわせたのは歴戦の隊員たちだ。ただ、それでも声の奥に隠し切れない困惑が読み取れた。

「女だと？　どういうことだ？」

『それが……』

　どうにも要領を得ない報告にディルクは舌打ちすると、指揮車両を出た。

　本来、ディルクは直接現場に立つようなタイプではない。何しろ部隊の連中と違って、常人なのだ。戦闘訓練もろくにしていないし、運動能力も低い。

　だが、今回はどうしても自分の目で確かめてみたくなった。理由はわからない。ただ、そうするべきだという直感だ。ディルクは理詰めで物事を考えるタイプではあるが、そうした直感の重要性も認識している。人は機械ではない。理不尽に人を駆り立てる情動を理解せねば、人を操るなどできるはずもないのだ。

　現場に到着すると、隊員たちはマスクの向こうで驚いたような目をしたが、無言で道を開けた。

　鼻を突く異臭、すべてが腐り落ちた地獄のような光景の中心に、報告通り確かに少女が立っている。その瞬間、全身が総毛立ち、冷や汗が額を伝って落ちた。

　なるほど、新人の報告は嘘うそではなかった。

　これは間違いなく、化け物だ。

　隊員たちは銃を構えたまま少女を包囲していたが、ディルクは片手を挙げてそれを制した。

「ですが……」

「いいから下がってろ。てめえらにもわかるだろうが。あっちがやる気なら、こっちはとっくに全滅だ」

「……っ！」

　ディルクの物言いにその隊員はむっとしたような表情をしたが、すぐに言われた通り銃口を下げて数歩下がる。

「──よう」

　ディルクが声をかけると、その少女はゆっくりとその深紅の双そう眸ぼうをこちらへ向けた。その瞳には、今までディルクが見たことがない深い諦観と悲しみが見て取れる。

「てめえはなんだ？」

「私……？　私は……オーフェリア。オーフェリア・ランドルーフェン」

　淡々とした、しかし寂せき寥りように満ちた声。

「このひでえ有様は、てめえがやったのか？」

「……そう、そうね。よく覚えていないのだけれど、きっとそうなのでしょう」

　オーフェリアはゆっくりと周囲を見回しながら、溜ため息いきを吐つくようにそう言った。酷ひどく疲れているようで、今にも倒れてしまいそうだ。

「ああ……さっきの人たちも、あなたの仲間かしら……？　急に攻撃してくるから、つい……生きてはいると思うのだけど」

「ふん、そんなことはどうでもいいさ。それよりてめえ、さっきの物言いだとやりたくてこれをやったわけじゃなさそうだな」

「……私にやりたいことなどないわ」

「ほう？」

　ディルクはすっと目を細めた。

　これはひょっとすると、千載一遇の機会かもしれない。

「そうね……これが私の運命なのでしょう」

「ふん、運命ね」

　ディルクは馬鹿にするように鼻を鳴らす。

　当然、ディルクは運命など信じていない。そんなものは自分で考えることを放棄した愚ぐ図ずの世よ迷まい言ごとだ。

　だが。

「つまり、てめえは運命に従っただけってわけだ」

「──っ」

　その時、初めてオーフェリアの目がディルクを捉えた。

　今までオーフェリアはディルクという存在を見ていながら、見ていないのも同然だったのだ。反射的に言葉を返していただけと言ってもいい。

　しかし、今は違う。

「いいぜ、オーフェリア。これっぽっちも共感はできねえが、理解はしてやる。てめえは、自分の運命に従いたいんだろう？」

「自分の運命に……従う……」

　ディルクの言葉を、繰り返すようにつぶやくオーフェリア。

「だったら、オレと来い。オレはてめえに、運命に従う自由を与えてやる」

　ディルクは睨にらみつけるようにしながら、そう言った。

「あなたに……あなたの運命に、それだけの強さがあるのかしら？」

　オーフェリアが訝いぶかしむように、自分自身に問いかけるようにそうつぶやくと、その足元から灰色のガスのようなものが噴き上がり、まるで亡者の手のようになってディルクの眼前に迫った。

　控えていた隊員が一斉に銃口を向けるが、ディルクは再度それを片手で制す。

「知ったことか。オレは運命なんぞ信じちゃいねえからな。だが──」

　ディルクはおそらく触れるだけで自分の命を奪うであろう、その指先を睨にらみながら吐き捨てる。

「オレは全部認めてやるよ。その運命とやらが、この先たとえ何千何万の、何百万何千万の命を奪ったとしても、確かにそれがてめえの運命だったと認めてやる」

「っ！」

　オーフェリアが、目を見開いた。

　オーフェリアは、すべてを放棄した女だ。諦めて、何もかもを投げ捨てて、ただただ悲嘆するだけの女だ。それは目を見ただけですぐにわかった。ディルクからしてみれば、容易たやすいことだ。

　だが、同時にオーフェリアはおぞましい力を秘めていた。異才天才がこれでもかと詰め込まれていた《研究所》でも、これほどまでの《魔女ストレガ》は見たことがない。いや、統合企業財体の最精鋭部隊にすら、並ぶような逸材はいないはずだ。

　おそらくオーフェリアは、その強大すぎる力との折り合いをまだつけかねているのだろう。この有様を目の当たりにすればさもありなんだ。

　そしてオーフェリアが運命と称するその力を、本質的に忌避していることもわかった。

　だったら、それを全部ひっくるめて認めてやればいい。

　これから先何が起ころうと、その力でどのような事態を引き起こそうと、それがオーフェリアではなく、オーフェリアの運命が成したことなのだと認めてやる。

　それは堕落と無責任の、唯一無二の逃げ道だ。

　逃避するための、悪魔の契約だ。

「……」

　オーフェリアはしばらく無言のままディルクを見つめていたが、やがて疲れたように目を伏せる。

「いいわ。それで、あなたは何をするつもりなの？」

　──果たして、オーフェリアは悪魔の手を取った。

「このクソみてえな世界を作り変える。まずはオレと一緒にアスタリスクに来い」

「アスタリスク……？」

「見たところ、歳としは中等部相当ってところか。いくらなんでも二十歳はたちは超えてねえだろ？　なら十分だ」

　ディルクはこの春から、レヴォルフ黒学院への転入が決まっていた。

　同時に、その生徒会長の座も内定済みだ。

　レヴォルフはここしばらく、学内及び歓楽街ロートリヒトの統率がまったく取れていない。自由をはき違えた奔放さとそれによって養われる個々人の力こそがレヴォルフの信条とはいえ、さすがに完全に無秩序ではソルネージュとしても上う手まくない。その立て直しを、ディルクが任されたのだ。

「そうね……それが私の運命というならば、そうしましょう」

「ああ、てめえの力があれば新しい計画が描けそうだ。それに生徒会長の座も、ソルネージュの駒を借りるより、てめえを使ったほうがずっと早そうだしな」

　レヴォルフの生徒会長は序列一位がその任命権を持つ。任期が切れれば、その時の序列一位が再度任命するという形だ。

「まずは地固めだ。追々、連中にも引き合わせてやるさ」

　そう言いながらも、ディルクの頭の中では漠然とした絵図がすでにできあがっていた。

《落星雨インベルテイア》をもう一度引き起こす──前回のそんな遠大な計画とは比較にならないほど雑多で矮わい小しような計画ではあるが、要するに目標が達成できればそれでいいのだ。

　オーフェリアとヴァルダの力があればそれは決して不可能ではないし、マディアスとディルクがこれから手にする権力があればその下した拵ごしらえは十分にできる。その舞台があのアスタリスクというのもちょうどいい。

　なぜなら、御多分に漏れずディルクはあの箱庭が大嫌いだったからだ。
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第三章　オッド・アイ

「おおっと、ようやく動いたか……？」

　右手に持った夜間仕様の双眼鏡を覗のぞきながら、左手で持った握り飯を頬ほお張ばっていた夜や吹ぶき英えい士し郎ろうは、指についた米粒を舐なめとりつつそうつぶやいた。

　時刻は深夜三時を過ぎた頃、場所は六りつ花か外周部をぐるりと回るモノレールの高架上だ。月明りも星明りもない闇の中、英士郎がじっと見つめるのはレヴォルフ黒学院から出てきた一台の黒塗りの車だった。車種とナンバーからして、生徒会専用車──つまりはディルクが乗っているとみて間違いない。距離からすれば遠見の術でも十分対応可能な範囲だったが、夜間はやはりこうして機械の力を借りたほうが楽だ。

「さーて、恐らくこれがラストチャンスだ。いっちょ気合を入れますかねっと」

　英士郎は車から目線を切ることなく、高架から飛び降りてその後を追う。あちらが余程飛ばさない限り、《星脈世代ジエネステラ》ならば街中を走る車の速度に付いていくのは難しいことではない。幸い車はレヴォルフから程近い再開発エリアに入っていったので、追跡も容易だ。闇に紛れ、廃はい墟きよから廃墟に飛び移りつつ、しっかりと距離を保ちながら追跡を続ける。

　現在英士郎がクローディアから与えられている任務は、ディルクが金きん枝し[image: ]へん同盟のメンバーである証拠を掴つかむことだ。可能であるならば、すでに姿をくらました《処刑刀ラミナモルス》──マディアス・メサか、《ヴァルダ＝ヴァオス》と接触しているところを押さえられればベストだろう。

　しかし、さすがディルクは用心深く、どれだけ調べても尻尾を掴ませてくれなかった。ディルクは学園外に出てくることはそう多くないし、出てきたとしても尾行追跡の類たぐいは本来相応の人手を割かねば成功率が著しく落ちる。他の影かげ星ぼしのエージェントを使えない以上、英えい士し郎ろうとしても単身ではできることに限界があった。加えて、ディルクには常に身辺警護として黒猫機関グルマルキンのメンバーが張り付いている。六学園最高の特務機関が相手となれば、どうしても慎重にならざるを得ない。

　そのためこれまでは確たる成果を上げることはできなかったのだが、それでも英士郎は粘り強く機会を待った。

　金きん枝し[image: ]へん同盟がどんな計画を進めているかは知らないが、それが大規模であればあるほど直接顔を合わせての会談が必要となるはず。何しろこの六りつ花かには至聖公会議シノドミアスの諜ちよう報ほう網もうが張り巡らされている。携帯端末や通信機を使った会話はどれほど慎重にやったとしても、盗聴される可能性が捨てきれない。短い打ち合わせ程度ならばともかく、一定の時間を超えると通信傍受型純星煌式武装オーガルクス《プロビデンスの眼帯》に捕捉される危険があるからだ。おそらく生徒会長のホットラインでさえ、十分以上の会話となれば危険域だろう。

「おっ……！」

　再開発エリアの一角で、黒塗りの車両が停止する。すでに歓楽街ロートリヒトは通り抜けており、周囲には廃はい墟きよしかない。それとなく探ってみるが、人の気配らしきものも感じられなかった。

（なんだ……？）

　崩れかけた廃ビルの屋上から、英士郎が息を殺してじっと車両を注視していると、ふいに後部座席のドアが開く。

　護衛らしき男に続いて姿を現したのは、《悪辣の王タイラント》ディルク・エーベルヴァインその人だ。車を降りたディルクに護衛の男が何やら耳打ちをすると、ふいにその鋭い視線がこちらへ向けられた。

（っ！　まさかバレてる……!?）

　驚きつつも、一ひと先まず移動しようと振り返ったその先に──

「よお、影星の」

　月明りもない闇の中、いつの間にか一人の男が立っていた。

「──っ」

　英士郎は思わず絶句する。

　忍しのびにとって、気配を殺すことと探ることはすべての技術に優先されると言っていい。格闘技術も暗殺技術も、一族特有の忍術でさえ、忍の本質ではない。忍とは忍ぶが故に忍なのだ。物心つく前からその世界に身を置き、修行を続けてきた英えい士し郎ろうにとっても、それは専売特許だった。

　だというのに。

「こいつは驚いた。まさかおれがこうも簡単に背後を取られちまうとはね」

　とっさに跳んで距離を取りつつ、英士郎はそう苦笑した。

「いやいや、そう悲観することもねぇさ。オレもこれ以上は近寄れなかったからな。大したもんだよ、おまえ」

　男が場違いなくらいにのんびりした口調で小さく笑う。

　歳としの頃は二十歳はたちを少し過ぎたくらいか。くすんだ金髪に薄い口ひげ、顔立ちは整ってはいるが、どこか眠そうな目といかにもものぐさそうな雰囲気がまとわりついている──一見すれば、どこにでもいそうなうだつの上がらない青年といったところだ。

「で、あんた……何者っすか？　おれのことを知ってるようだけど」

　英士郎とて、過去に背後を取られたことがないわけではない。それこそ、英士郎の父である撫ぶ塵じん斎さいなどのように忍しのびとして格上の相手となれば、そういうこともある。

　しかも今回英士郎は直前に周囲の気配を探っていた。その上で、確かに何の気配もなかったはずなのだ。

　となれば、目の前の男は撫塵斎と同格か、下へ手たをすればそれ以上の使い手ということになる。

「名乗るようなもんじゃねぇよ。ま、おまえさんのご同業ってところだ」

　男は言いながら、腰のホルダーから発動体を抜いた。

　その口振りからすると、やはり黒猫機関グルマルキンのエージェントか。

「おいおい、やる気なさそうな顔しておっかないね。《猫》はどいつもこいつも血の気が多くていけねえや」

　英士郎も両手に苦く無ないを構えながら、慎重に間合いを計る。

「しっかしこの状況……もしかしておれ、まんまと罠わなにはめられたといったところっすかね？」

「おまえさん、ここしばらくうちのボスを見張ってただろ？　面倒だし放っておけばいいって言ったんだが、どうしても目障りだってんでな」

　起動させた鉤かぎ爪づめ型の煌式武装ルークスを左手に装着しつつ、男が言った。

（あれは確か……《アラクネの縒より糸いと》か）

　爪の先から不可視の糸を生み出し操ることができる、レヴォルフの学有純星煌式武装オーガルクスだ。強力というわけではないが、厄介ではある。

「へぇ、おれ一人のために黒猫機関がこんな芝居まで打ってくれるとは、それはまたどうも。それで……あんたは金きん目めっすか？　それとも銀ぎん目め？」

　黒猫機関グルマルキンのエージェントは大きく二種類に分けられる。主に学内で活動する銀ぎん目めと、学外で活動する金きん目めだ。この場にいるならば金目の可能性が高いが、護衛任務は銀目の管轄とも聞いているので、ディルクの護衛ならばそちらの線も捨てきれない。総じて、金目のほうが戦闘能力は高いとされているが──

　もっとも英えい士し郎ろうとしても答えが返ってくるとは期待していなかった。あくまで他に伏兵がいないかどうか周囲の状況を再度把握し、次の手をどうするか考えるための時間稼ぎだ。これから命のやり取りをしようというのに、わざわざ相手に情報を与える馬鹿もいないだろう。

　だが。

「オレか？　オレは両方だ」

「は？」

「だからオレは金目と銀目、どっちにも所属してるんだよ。おかげで忙しいったらありゃしねえ。あの野郎、なんでもかんでも困ったらオレに振りゃあいいと思ってやがる」

　男はうんざりしたように盛大な溜ため息いきを吐つく。

「……マジかよ」

　あっさりと返す男にも驚いたが、それ以上にその答えが英士郎の表情を凍り付かせた。

「じゃあ……あんたが今の『オッド・アイ』っすか」

　黒猫機関における最優秀エージェントは、ただ一人金目と銀目双方に籍を置くとされる。つまりアスタリスク最高の特務機関における当代最高の特殊工作員、それが通称オッド・アイだ。

　そして、今現在その座にいるのは──

「ってことは、あんたがあの《無貌バルトアンデルス》ってわけだ」

《孤毒の魔女エレンシユキーガル》オーフェリア・ランドルーフェン、《無頼漢》荒あら屋や敷しき兵ひよう吾ごと並ぶレヴォルフ三強の一角。その異名だけは以前から裏社会に轟とどろいていたが、顔も名前も不明であり、実在が疑問視されていた最強のエージェント。

「ほー、詳しいじゃないか」

「いやいや、この業界にいてあんたを知らなかったらもぐりでしょうよ」

　英士郎は額に冷や汗を浮かべつつ軽口を返すが、内心頭を抱えていた。

　状況は最悪。まず任務は完全に失敗した上、釣り出されて罠わなにハメられ、あまつさえ裏社会最強のエージェントがこっちの命を狙っているときた。

　正直、英士郎も腕には自信がある。

　かつては金目の七番を始末したこともあるし、《猫》相手であろうとそう簡単に後おくれを取るようなことはないはずだ。しかし、《無貌》となると話が違う。無論、それがブラフという可能性もあるが、目の前の男の力量を見抜けないほど節穴ではない。《無貌》であろうとなかろうと、英えい士し郎ろう以上の使い手であることは明白だ。

（こうなりゃ三十六計、なんとやらだな……）

　そう決めた英士郎がそろりと一歩下がろうとしたその刹那、唐突な悪寒が背筋を走り抜けた。

「……っ！」

　反射的に足を止め、周囲の様子を探る。一見して何か変わった様子はない。だが、すでに英士郎は先ほど一度失態を犯している。目の前の《無貌バルトアンデルス》から視線を逸そらすことなく、同時に細心の注意を払って五感を研ぎ澄まし、そこでようやく違和感に気が付いた。

　音だ。

　吹き抜ける風の音が常とは違う。ほんの微かすかな、それこそ普通の者なら聞き分けることもできないほど僅少な変化。

　英士郎は上着を脱ぐと──英士郎が身にまとうものは、すべて着脱が容易になっている──それを背後へと放り投げた。

　闇夜に舞った上着は、しかし風にさらわれることもなく、ぴたりとその場に停止する。まるで、何かに捕らえられたかのように。

「……なるほど。なんでおれの無駄話に付き合ってくれたのかと思ったら、その間にこっそり見えない糸を張り巡らせてたってわけっすか」

《アラクネの縒より糸いと》はあくまで粘着性の高い不可視の糸を操るというもので、正面切っての戦闘には不向きな純星煌式武装オーガルクスだ。そのため《星武祭フエスタ》に持ち込まれる機会も少なく、他学園には詳しい情報自体が行き届いてはいない。英士郎も能力こそ知ってはいたが、これほど早く展開できるものとは思っていなかった。

　風の流れや音から判断するに、英士郎の背後にはそれこそ蜘く蛛もの巣のような糸が張り巡らされているはずだ。直接英士郎の身体からだに糸を巻き付けてこなかったのは、さすがに気が付かれると踏んでのことだろう。

　純星煌式武装の生み出した糸は通常の手段で切断することは難しいが、それでも一本や二本絡みついただけならどうとでもなる。服の上からならそれを脱げばいいし、肉体に張り付いても少量であれば皮膚を削そげばいい。最大の効果を発揮するためには、何重にも搦からめ取るか、一度で身動きが取れなくなるくらい広範囲にわたってへばり付けてしまう必要がある。

　今回《無貌》は自らの素性を明かすことによって、英士郎が撤退を選択するよう暗に誘導していた。元よりディルクを尾行し証拠を掴つかむという英士郎の目的はすでに達成不可能であり、ここで《無貌》とやり合うことになんのメリットもない。普通に考えれば、英士郎の選択は逃げの一手だ。

《無貌》はそれらを全部察した上で、罠わなを仕掛けていたということになる。

「なんだ、存外に勘がいいじゃねえか。面倒だねえ」

　右手でぼりぼりと頭を掻かきながら、さも億おつ劫くうそうに《無貌バルトアンデルス》が言った。

　英えい士し郎ろうはその刹那、一呼吸の間すらなく距離を詰める。

（殺とった……！）

　夜吹の一族ナイトエミツトならではの、虚を突く強襲。

　いかな《無貌》とて、空うつ汐しおの術を応用したこの一撃に対応するのは難しいはず。

　だが。

「おおっと……！」

「っ！」

　闇夜に溶け込むような黒々とした苦く無ないがその喉笛に届く前に、一瞬前まで頭を掻いていたはずの《無貌》の右手がマスケット銃を握り締め、その銃口を英士郎の脇腹へ押し当てていた。

　明らかに英士郎のほうが早く動いたにもかかわらず、なお《無貌》の挙動がそれを上回る。つまり、純粋にスペックが違うのだ。英士郎は速度の面でも目の良さでもそれなりの自負があったが、《無貌》が銃を抜いたところさえ見えなかった。

　甲高い嘲笑のよう銃声。

　漆黒の弾丸が英士郎の身体からだを貫く──と同時に、全身が大量の木の葉となって崩れ去る。少なくとも、《無貌》にはそのように見えただろう。

「へぇ、そいつがこの葉隠れの術ってやつか。夜吹の一族の技は初めて見たぜ」

　感心したかのように、《無貌》が片眉を上げた。

「……いやいや、どこから突っ込んだらいいやら。ホントもう、悪夢でも見てる気分っすよ」

　英士郎は引ひき攣つった顔を隠すことなく、つい寸前まで自分が立っていた場所に戻っていた。他の場所は、どこに糸が張られているかわかったものではないからだ。綾あや斗との〝識しき〟の境地は周囲の状況をほぼ完璧に把握できるようだが、英士郎はあくまで風の流れと音から予想をつける程度しかできない。

　いや、そんなことよりもだ。

「でもまあ、とりあえず……そいつの説明をしてもらってもいいっすか？」

《無貌》の手には、いかにもクラシックなマスケット銃型の煌式武装ルークスが握られている。

　いや、違う。それは煌式武装ではなく純星煌式武装オーガルクスだ。

「こいつか？　おまえさんだって知ってるだろうに。《小鬼猟銃グレムリンバレツト》さ」

《無貌》は手にしたそれ──《小鬼猟銃》をくるりと回して見せた。

　無論、英士郎も知っている。人体に対する破壊力を持たない代わりに、着弾した対象のバランス感覚を一時的に麻ま痺ひさせる弾を放つ純星煌式武装だ。《アラクネの縒より糸いと》と同様レヴォルフの学有純星煌式武装オーガルクスであり、比較的代償も軽いためか《星武祭フエスタ》にもそれなりの頻度で顔を出している。

　だが、問題はそこではない。

　純星煌式武装は一人に一つというのが、運用の大原則だ。過去に複数の純星煌式武装を使いこなしたという例がないではないが、それでもそうしたケースは既存の純星煌式武装の使用を止やめて別の純星煌式武装に乗り換えるといったものに限られる。一度に二つの純星煌式武装に適合するなど聞いたことがなかった。

　元来純星煌式武装は他の力にとても敏感で、《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》が純星煌式武装と相性が悪いのも、そこに理由がある。ましてや、他の純星煌式武装と相あい容いれるわけがない。

　だというのに。

（左手に《アラクネの縒より糸いと》、右手に《小鬼猟銃グレムリンバレツト》だと……？）

　二つの純星煌式武装に適合しているだけも信じ難いのに、未いまだ《アラクネの縒り糸》の能力は消えていない。つまり《無貌バルトアンデルス》はその状態で、《小鬼猟銃》を使用したことになる。ただ単に二種類の純星煌式武装を使い分けるのではなく、同時に二つ純星煌式武装の能力を使用しているのだ。

　とてもではないが信じ難い。

（信じ難い……が、現実に目の前にあるわけだから仕方ねーわな）

　英えい士し郎ろうは即座に思考を切り替えると、手首を軽くスナップさせた。

　俄にわかに突風が巻き起こり、先ほど変わり身の術で撒まき散らされた無数の落ち葉が空を舞う。

　と、それらは見る間に空中に張り付いた。

　不可視の糸に搦からめ取られたのだ。

（後ろも上もダメ……奴やつこさんを抜けなきゃ逃げられないか）

　落ち葉のおかげでどのように糸が張り巡らされているのか、概おおむね把握することができた。蜘く蛛もの巣は通常枝や葉などを端として形作られるものだが、《アラクネの縒り糸》は何もない空中に基点を作ることで自在に網を形成できる。すでにこの廃ビルはドーム状に糸に覆いつくされており、空いているのは《無貌》の背後のみ。それもすぐに埋められてしまうだろう。よくよく見れば《無貌》の左手に装着された鉤かぎ爪づめは細かく動いており、今も着々と糸を伸ばしているはずだ。

　時間が経たてば経つほど、英士郎の選択肢は減っていく。

「そんじゃ、お次はこいつだ」

　じりじりとした焦燥感に足元から焼かれる英士郎とは対照的に、悠然と立つ《無貌》は《小鬼猟銃》を左手に持ち替えると、新たに発動体を取り出した。

「……《ゼーロスの蛮ばん鐘しよう》か」

　三つ目の純星煌式武装オーガルクス。こうなると英えい士し郎ろうもさすがに驚きはしなかった。どういうカラクリかはわからないが、《無貌バルトアンデルス》が複数の純星煌式武装を同時使用できるのは間違いない。

　今にも泣き叫びそうな亡者の顔を象かたどった錆さび色いろのその鐘は、クインヴェール女学園のルサールカが使う純星煌式武装《ライア＝ポロス》と似た性質を持つ。

　即すなわち、音による攻撃だ。

　威力こそ《ライア＝ポロス》に及ばないものの、《ゼーロスの蛮ばん鐘しよう》が放つ破砕音波は三百六十度全方向にわたり、一切の隙がない。これもまた《アラクネの縒より糸いと》や《小鬼猟銃グレムリンバレツト》と同じく、強力ではないが厄介な純星煌式武装だった。

「あんた……一体いくつ純星煌式武装を持ってるんすか？」

「さぁてな。当ててみるか？」

《無貌》は英士郎の問いに答えることなく、右手を揺らす。同時に、地鳴りのような低い呻うめき声ごえが周囲の空気を震わせた。

「ぐぅ……！」

　空間を歪ゆがませる程の音波が英士郎の肌を裂き、骨を軋きしませる。

　が、耐えられない程ではない。《ゼーロスの蛮鐘》の能力は、距離が近いほどその威力を増し、逆に離れるほど減衰する。彼我の距離は五メートル弱。破砕音波はかわしようがない範囲攻撃ではあるものの、この距離ならば致命傷にはならないはずだ。

　それでもダメージが蓄積することには変わりがない。あまり大きく動くと糸に捕まる危険があるが、せめてもう少し距離を取ろうとした、その時。

「おわ……っ？」

　ふいに世界がぐにゃりと歪み、気が付けば英士郎は地面に倒れ込んでいた。

　すぐに立ち上がろうとするも、よろけてしまってとてもままならない。

　力は入る。手足の問題ではない。

「これは……」

　バランス感覚の麻ま痺ひ──おそらくは《小鬼猟銃》の能力。

　しかし、先ほどの攻撃は完全に回避したはずだ。

　なのに、どうして──

「どうだ？　《小鬼猟銃》と《ゼーロスの蛮鐘》は中々に相性がいいだろ？」

《無貌》のその言葉に、冷たい汗が噴き出る。

　まさか。

　いくらなんでも、そんなことが。

「……オ、純星煌式武装の能力を……複合……している……？」

　複数の純星煌式武装を持つだけではなく。

　複数の純星煌式武装オーガルクスを同時に使用するだけではなく。

　複数の純星煌式武装の能力を、組み合わせる。

　つまり《ゼーロスの蛮ばん鐘しよう》の音波攻撃に、バランス感覚を一時的に麻ま痺ひさせるという《小鬼猟銃グレムリンバレツト》の能力を上乗せしたということだ。

「嘘うそだろ……」

　思わず、英えい士し郎ろうの口からそんな声が漏れた。

「それじゃさくっととどめを刺しておきたいところなんだが……生あい憎にくと、今は手持ちに遠距離攻撃できる純星煌式武装がなくてな」

　言って、《無貌バルトアンデルス》は《ゼーロスの蛮鐘》を発動体に戻すと、代わりに大口径の銃型煌式武装ルークスを展開させる。

「ただの煌式武装だが、それなりの威力に改造してある。急所にぶち込めばまあ逝けるだろ」

　銃口が英士郎に向けられ、そのマナダイトが一層輝きを増す。

「ぐ、ぬ……！」

　英士郎は肘を突いてなんとか身体からだを起こそうとするが、ふらふらと視界が定まらず、再び顔から倒れ伏す。

　この状態のままでは回避は到底不可能──ならば。

「じゃあな」

　引き金が絞られ、高威力の光弾が着弾する寸前、英士郎は両腕を突いて飛び起きると、そのまま空中でくるりと回転して着地していた。

「ほぉ……」

「うっへえ、あっぶねーあっぶねー！」

　まだ多少眩暈めまいが残っているが、片手を頭に当てて再度調整すると、すぐにそれも消えてなくなる。

「なるほどねぇ……自分に空汐の術をかけたってところか。便利なもんだ」

　煌式武装ルークスを発動体に戻した《無貌》が、顎あご髭ひげをさすりながらそう言った。

（バレバレかよ……ってゆーか、なんで空うつ汐しおの術のことまで知ってやがんだ！）

　とはいえ、実際その通りだ。

　夜吹の一族ナイトエミツトに伝わる空汐の術は、まだこの世界に万応素マナがほぼ存在しなかった（厳密にいうならば極めて薄い濃度でしか存在していなかった）時代に編み出された技で、夜や吹ぶきの血を色濃く継いでいる者にしか使えない。その効果は複数にわたるが、主としてのそれは『対象の精神・肉体に干渉する』というものだ。

　と言っても、空汐の術は対象に直接作用するわけではない。常人ならばともかく、《星脈世代ジエネステラ》は干渉系の能力に対して高い耐性を有しており、効果が薄いというのが常識だ。ましてや前述のように空うつ汐しおの術が編み出された時代は万応素マナが僅少で、直接干渉するような術など不可能であった。

　そのため空汐の術は対象の精神や肉体に直接作用するのではなく、人間が持つ生来の本能や反射、そういったものを利用している。たとえば人はある種の色や図形、あるいは音や臭い、それらの組み合わせを忌避したり、無意識に避けたりする。根源的に不愉快に思うもの、不気味に感じるもの、そういったものを反射的に払いのけようとする。空汐の術の術理とは、そういったイメージを対象に投射することにより、結果として精神や動作をコントロールしようとするものなのだ。夜吹の一族ナイトエミツトがよく使用する人払いの結界なども、この応用にすぎない。

　空汐の術は人間を意のままに操ることはできないが、攻撃を逸そらしたり、回避行動を鈍らせたりといった程度であれば問題なく行える。そして忍しのびにとっては、それで十分なのだ。

　今回英えい士し郎ろうは自らに空汐の術をかけることにより、麻ま痺ひしているバランス感覚を無視して強制的に身体からだを動かしてみせた。

「ま、おれじゃなきゃできねー芸当だったろうけどな！」

　英士郎は得意満面に鼻の下を擦こすりながら笑う。

　事実、英士郎が半ば出奔にも近い状態で里を飛び出したにもかかわらず処断されずに捨て置かれているのは、この空汐の術に対して極めて高い適性を持っているからだ。他の術や忍としての技量はともかく、空汐の術に限定するならばその才は父である撫ぶ塵じん斎さいを上回ると自負している。

「それにしても……あんたが距離を詰めてこねーのはどうしてかと思ってたら、空汐の術について知ってたからっすか。合点がいったよ」

　確実に対象を仕留めるには、近接武器で首か心臓を狙うのが一番だ。

　だというのに、《無貌バルトアンデルス》は最初から距離を詰める素振りすらなかった。

　空汐の術は格上相手にも一発逆転を狙える術だということを知っているからこそ、警戒しているのだろう。

「君子危うきに近寄らずって言うだろ？　臆病なほうが長生きできるからな」

　それは英士郎も同感だ。この商売は、臆病でなければやっていけない。

　そも、特殊工作員同士の戦闘は《星武祭フエスタ》のような表舞台の興行とは訳が違う。技と技をぶつけ合い、能力を競い合って、何合も斬り合い鎬しのぎを削るような、互いに力を出し切る闘いとは真逆の世界だ。自分の存在を勘付かせることなく始末できれば最上、そうでなくともいかに相手に何もさせずに勝つかが肝要となる。

　今、まさに《無貌》が英士郎相手にやっているように、だ。

「しかし、こうなるとおまえさんを確実に仕留めるにはもう一手ダメ押しが必要なようだ。こいつはあんまり使いたくなかったんだが……まあ、仕方ねぇな」

《無貌バルトアンデルス》が改めて発動体を取り出す。

　その口振りからするに、また純星煌式武装オーガルクスだろう。

　一体、どんな──

「うげ……」

　それを目にした英えい士し郎ろうの顔が歪ゆがむ。

《無貌》の右手に展開されたのは、先端にウルム＝マナダイトが飾り付けられた棍こん棒ぼうだった。

「──《ウォルト＝ムーナ》」

　英士郎は吐き捨てるようにその名をつぶやく。

　レヴォルフ黒学院の学有純星煌式武装の中でも、あの《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を抑えて最凶最悪と呼ばれる純星煌式武装。ラディスラフ・バルトシークが創り上げたこの棍棒の能力は『分解』。万物を灰かい燼じんに帰す、驚異的な力を有しているのだ。

　もっとも、広く知れ渡った悪名に反してその実態はそれほど実戦的ではない。

《ウォルト＝ムーナ》は殴打した対象を塵ちりと化すが、それはあくまで『最初に触れた物体』だからだ。服の上から人を殴れば、分解されるのはまずその布からということになる。そして『分解』の能力には回数制限があり、使い切りらしい。これは《パン＝ドラ》のように一定条件で回復するものではなく、使い切ってしまえば《ウォルト＝ムーナ》はただの扱い難にくい鈍器でしかなくなる。

　代償の苛烈さ、適合率のハードル、何よりもその残虐性（何しろ人体をも分解してしまうのだ）から《星武祭フエスタ》に登場したのは一度限りだが、その後はレヴォルフの悪童たちによって裏社会で様々な悪名を轟とどろかせた純星煌式武装だった。

「また厄介なもんを持ち出してくれちゃって……」

　四色の魔剣とはまた別の形で防御不能な武器だが、幸いリーチは非常に短い。

　それに《ウォルト＝ムーナ》を使うということは、必然近接戦闘になる。それなら英士郎にも勝ちの目が出るということだ。

　と、そこまで考えて英士郎はすぐに思い直した。

（いや、あれほど徹底しておれの間合いに入ろうとせず、自らを臆病と称した男がそれを簡単に翻すか……？）

　同時に、別の可能性に思い至る。

　──能力の複合。

「っ！　まさか──！」

《無貌》が右手に持った《ウォルト＝ムーナ》で左手に装着した《アラクネの縒より糸いと》を軽く叩たたく。

　次の瞬間、英士郎たちが立っていた廃ビルは、丸ごと跡形もなく分解されていた。

「しまっ……！」

　落下する英えい士し郎ろうの身体からだは、しかし地面に叩たたき付けられる前に空中で静止する。

　不可視の糸によって、搦からめ取られたのだ。

「……まさかビルの内部にまで糸を張り巡らせているとはね……やられたぜ」

　まるでハンモックに寝転んだような形で糸に捕らえられた英士郎は、数メートル頭上の糸に立って見下ろす《無貌バルトアンデルス》にそう言った。

（両足と背中、左腕は完全に張り付いていてダメだな……辛うじて動かせるのは頭と右腕だけか……）

　冷静に状況を確認するが、客観的に見てもほぼ絶望的と言っていいだろう。

「そんでもって、《ウォルト＝ムーナ》と《アラクネの縒より糸いと》の能力を複合させたわけっすか」

　不可視の糸に触れている物体を分解する……ビルが分解されれば英士郎は糸が張り巡らされたただ中に真っ逆さまというわけだ。

　ただ、幸いにも直接糸が肌に触れている部分はない。仮にもう一度《ウォルト＝ムーナ》の能力が糸伝いに発動しても、まず服が分解されることになるだろう。

　二度、三度と続けて能力を使われれば打つ手はないが、貴重な使用回数を無駄に減らすような真ま似ねはしないはずだ。現状、《無貌》はすでに勝利を手にしているのに等しいのだから。

（なんとか服を脱いで……いや、無理か。仮に抜け出せたとしても、これじゃあなぁ……）

　分解された廃ビルの塵ちりが周囲を覆い、うっすらとではあるが不可視の糸の姿を炙あぶり出だしている。三百六十度、十と重え二十重はたえに張り巡らされた糸は、完全に英士郎を包囲していた。

「さて、どうだろうな」

　依然、《無貌》の様子には一切の変化がない。この状況にあっても、最初と変わらず眠たそうな目とものぐさそうな雰囲気を湛たたえたまま、油断も慢心もなかった。

「ただ……おかげでおれにも一つだけわかったぜ。あんた、自在に純星煌式武装オーガルクスの能力を組み合わせることができるってわけでもなさそうっすね」

「……」

《無貌》は答えることなく《ウォルト＝ムーナ》を発動体に戻すと、再度先ほどの銃型煌式武装ルークスを取り出した。やはり無駄撃ちはしたくないようだ。

「だってそうっしょ？　《ウォルト＝ムーナ》の能力を組み合わせるなら、もっと他に効果的な純星煌式武装がありそうなもんだ。なのにそうしないってことは、おそらく……まあ相性やらなんやらがあるんだろうさ」

「……今度こそ、終わりだ」

《無貌》が感情のない声でそう宣言し、英士郎に銃口を向けた。

「──ああ、終わりっすよ」

　英えい士し郎ろうはにやりと笑って、それに応じる。

　直後──《無貌バルトアンデルス》の首筋に赤い線が走ったかと思うと、そこから大量の鮮血が噴出した。

「っ!?　なん……だと……！」

　初めて驚きよう愕がくを露あらわにした《無貌》が首筋を押さえるが、溢あふれ出る血は止まらない。

「へへっ……！　ギリギリセーフってとこかな？」

　英士郎は今し方渾こん身しんの投とう擲てきを行った右手で、Ｖサインを作ってみせる。

　そう。

《無貌》の首を切り裂いたのは、英士郎が放った手裏剣だった。

「馬鹿な……そんな気配は微み塵じんも……！」

《無貌》の足元がふらつく。夜吹の一族ナイトエミツトの手裏剣は自身の血液と媒体を反応させて生成するものだが、肉をえぐり取る形状となっており止血は難しい。

「そりゃあ、あんた。気配を殺すのはお互いに専売特許だろ？　ま、どうやってもあんたは気が付けなかったろうけどな」

「……空うつ汐しおの……術、か……？」

　解せないといった表情の《無貌》に、英士郎は何も答えなかった。

　わざわざ種明かしをするバカもいまいが、その読みは当たっている。

《無貌》は空汐の術を警戒して、一定の距離を保っていた。その距離ならば、たとえ術を使って急襲されても対処できるだけの実力差が英士郎との間にあったからだ。当然、飛び道具などは当たるはずもない。

　それがただの空汐の術ならば、だが。

　空汐の術には様々なバリエーションが存在する。撫ぶ塵じん斎さいが使う不動術などもその一種で、あれは緊張状態による金縛りを強制的に作り出す術だ。

　今回英士郎が使ったのは、英士郎オリジナルの術で〝五ご領りよう封ふう戮りく〟という。端的に言ってしまえば対象に隙を作りだす術で、そこは通常の空汐の術と変わらない。違うのは、その精度だ。

　五領封戮は、ほんの一瞬ではあるが対象の五感を遮断する。通常の空汐の術でも瞬間的に視覚だけを暗転させるようなことは可能であるが、おそらく──いや、間違いなくその程度では《無貌》には通じない。他のセンサーが動作している限り、動揺は誘えてもその連続性を崩せないからだ。達人は寝込みを襲われても反応したという有名な逸話があるが、ある一定レベルの使い手ともなれば、一つ二つセンサーが閉じたところで対応してしまえるのだ。

　ならば、どうするか。簡単だ。センサーすべてを閉じてしまえばいい。そうすれば、連続性にブランクが生じる。

　問題は、空うつ汐しおの術は一度に一つの効果しか発生させられないことだ。どれほど手早く術をかけても、そこにラグがあっては意味がない。

　そこで英えい士し郎ろうは、思案の末に一つの解決方法を生み出した。それが遅行性の空汐の術だ。生体反射等を利用する空汐の術は、当然ながら即座に結果が生じる。しかし、その時間を調整できれば、複数の空汐の術を同時に発動させることも不可能ではない。それこそが、対象の視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚の五感を同時に遮断し、完全なる無防備状態を生じさせる五ご領りよう封ふう戮りくだ。

　空汐の術最大の利点は、相手が術にかけられたことを自覚できないところにある。英士郎は逃げられないとわかった時からずっと、《無貌バルトアンデルス》に空汐の術を仕掛けていたのだ。

　ただし、その調整は困難を極める。《無貌》の罠わなが先に英士郎を捕らえ切るか、それとも五領封戮の準備が先に整うか、時間との勝負だった。

　結果は、間一髪のところで英士郎が勝ったようだが。

「はは……っ！　やってくれる……いい腕、じゃないか……惜しい……な……」

　ゆらりと《無貌》の身体からだが揺れたかと思うと、そのまま真っすぐに落下した。

　鈍い音がしてからすぐに英士郎を搦からめ取っていた糸が掻かき消える。

　英士郎がくるりと回転して着地すれば、周囲はまっさらな空き地だ。本当に、ビル一つ丸々分解されたらしい。改めて恐ろしい純星煌式武装オーガルクスだと今更ながらに肝が冷える。

　念のため距離を保ったまま《無貌》の呼吸を探るが、息はしていない。耳を澄まして確認すると、心臓も停止しているようだ。

　完全に死んでいる。

「……よっしゃ！　おれの勝ちだ！」

　小さくガッツポーズ。

　あの《無貌》に。

　あのオッド・アイに。

　裏世界最強のエージェントに。

　おれは勝っ──

「……いやいや、そいつはどうかな？」

「は……？」

　英士郎の目の前で、《無貌》の遺体がゆっくりと立ち上がった。

　　　　　　　　＊

「な……っ！　な、な……！」

　口をぱくぱくさせながら後ずさる英えい士し郎ろうに、《無貌バルトアンデルス》──メルヒオールは後頭部を掻かきながら言った。

「やれやれだ。死ぬのは久しぶりだが、やっぱり慣れねぇなぁ」

　首筋に手を遣やれば、すでに傷はない。

　落下した時に折れた首も、すっかり元通りだ。

「再生能力者……？　いや、違う……はずだ、そんなわけねーよな？　どんなに高位の再生能力者だって、蘇そ生せいまではできないはず……」

　英士郎はまだ混乱しているようだが、それでいてすでに臨戦態勢を整えており、隙はない。なるほど、やはり優秀なエージェントだ。できれば黒猫機関グルマルキンに欲しいくらいに。

（ん……？　そういや、先代のオッド・アイが夜吹の一族ナイトエミツトの若造を勧誘したとかしないとか聞いたことがあるな……）

　それが目の前の少年かはわからないが、だとしたら先代も中々に見る目があったようだ。

　とはいえこうして任務で対たい峙じした以上、見逃すわけにはいかない。

「まあ、一本目はおまえさんの先取ってことでいいぜ。ただし、二本目以降はそうはさせねぇがな」

　メルヒオールがそう言うと、英士郎は更に半歩、警戒するように距離を取る。

「……えーと、その前に……なんで生きてるんすかね？　死んでたっすよね？　完全に」

「さぁてな」

　必要があればいくらでも話してやるが、そうでなければわざわざ手の内を明かしてやる意味はない。

　ましてや、メルヒオールの心臓に埋め込まれている純星煌式武装オーガルクス《ノーネーム》は、秘中の秘だ。レヴォルフ黒学院にも、その秘密を知っている人間はディルクしかいない。

　そもそも《ノーネーム》という名前さえ、仮かり初そめのものなのだから。

　疑似的な不老不死を使い手に与えるこの純星煌式武装は、この世界に存在しないことになっている。統合企業財体ソルネージュは、このウルム＝マナダイトの特性を把握した際に躊ちゆう躇ちよなく秘匿することを選んだ。それはこの純星煌式武装が求める代償が、極めて悪質だったからだ（これはメルヒオールの私見だが、多かれ少なかれ他の統合企業財体もこうした純星煌式武装の一つも抱えているはずだ）。

　その代償とは、『命』。

《ノーネーム》は人間の命を食らうことでそれをストックする。このストックがある限り使用者は何度でも生き返ることができるが、問題は二ヵ月に一度自動的に命が一つ消費されることだ。つまりこの純星煌式武装を使い続けるには、一年で最低でも六人の生いけ贄にえが必要となる。もしストックがない状態で二ヵ月が経過した場合、消費されるのは使用者本人の命だ。

　現在《ノーネーム》にストックされている命は九人分。いや、先ほど一人分消費してしまったので八人分か。

《ノーネーム》が捕食する際、使用者は強制的に睡眠状態になるのでどのようにしているかはメルヒオールにもわからない。ソルネージュが用意してくる生いけ贄にえがどのような経緯で選ばれ、どうしてそのような末路を迎えることになったのかもわからないし、興味もない。メルヒオールにとって大切なのは、ただ己の命を長らえさせることだけだ。

　もう一つ、《ノーネーム》の能力には重要な副産物がある。

　それは命のストック分だけ、純星煌式武装オーガルクスを使用できることだ。新たな使い手が現れた場合はそちらを優先するが、使用者がいないレヴォルフの純星煌式武装の多くはメルヒオールの手にあった。

「とにもかくにも、オレは少々おまえさんを甘く見てた。そいつは謝っておくよ」

「いやぁ、見くびったままでいてくれていいんすけどね……」

　引ひき攣つった苦笑で、英えい士し郎ろうが応じる。

「より慎重に、より臆病にいかせてもらうとするぜ」

　運の悪いことに消費された命と対応していた純星煌式武装が《アラクネの縒より糸いと》だったため、これはもう使えないが、他にもまだ手持ちの純星煌式武装は残っている。

「そんじゃ、二回戦といこうか」

　そのうちの一つを取り出そうとしたその刹那──

「っ！」

　ふいに、ディルクの気配が消失した。

　慌ててそちらに目を遣やれば、ディルクが乗ってきた車両ごと姿が消えており、残されているのは黒猫機関グルマルキンの護衛だけだ。それも明らかに狼ろう狽ばいしている様子が見て取れる。

「おっ……？」

　一瞬遅れて英士郎もそれに気が付いたのか、そちらを見た。

　もしやこの少年の仕掛けかと思ったがすぐに思い直す。

　車で走り去ったわけではなく、瞬時に車ごと消え失うせたとなれば、おそらくはレヴォルフの学有純星煌式武装《天地廻針アトラス・ペロネー》の能力だろう。かつては《[image: ]武祭エクリプス》会場への移動にも使われていたという、あらかじめ指定しておいた空間座標同士を交換する純星煌式武装だ。

　今の使用者は確かディルク子飼いの学生だったはず。

（となれば、まさか最初からこれが狙いか……）

　自分を餌にすることで銀ぎん河がのエージェントを釣り出して、それをメルヒオールに始末させる──というのが表向きの理由で、この少年をだしにしてメルヒオールを自分のそばから引き離し、その隙に姿をくらませる。

（ちっ……！　一杯食わされたな……）

　黒猫機関グルマルキンはレヴォルフの諜ちよう報ほう工作機関であり、生徒会及び生徒会長の下部組織に属するが、実質的にはソルネージュ本部の意向を強く受ける。メルヒオールも、少し前からソルネージュの命を受けてディルクの護衛という体で監視を行っていた。いかなる理由かはメルヒオールの知るところではないが、どうやらディルクは本部に怪しまれるような行動を取っていたようだ。

「あららー？　おたくのところのボス、急にいなくなっちゃったみたいだけど……大丈夫っすか？」

　焦りを顔に出したつもりはないし、事情をすべて察したわけでもなかろうが、どうやら英えい士し郎ろうは機微に聡さといらしい。

「いや、あんたがやる気ならいいんすよ。追いかけっことなりゃ逃げきれそうもないし、そりゃあ死ぬ気で受けて立ちますとも」

「……」

「ま、おれごときがあんたにどこまで太刀打ちできるかはわからないっすけど、全力で抗あらがいますんでそこんところはよろしくどうぞ」

　饒じよう舌ぜつにそう言って、英士郎は苦く無ないを構える。

　再びこの少年と刃やいばを交えるならば、まずメルヒオールが負けることはないだろう。先ほどは不覚を取ったし、空うつ汐しおの術は脅威ではあるものの、メルヒオールの全力をもってすれば勝ちは揺るがない。

　だが──すぐに決着を付けることができるかと言えば、難しいだろう。

　今まさに英士郎は『負けるにしてもとにかく時間を稼ぐぞ』とメルヒオールに宣言したに等しい。全力で防御と逃げに回られれば、いかに複数の純星煌式武装オーガルクスを用いても相応の時間はかかる。

（《天地巡針アトラス・ペロネー》の有効範囲は一回百メートル程度……連続使用は今の使用者のスペックを考慮すれば三回が限度だろう。まだ見つけられる可能性はあるか……）

「はぁ……仕方がねぇ。勝負はまた今度だな」

　自分の能力の一端でも知った者を生かしておくのは忸じく怩じたる思いがあるが、ディルクの行方を追うほうを優先させるべきなのは間違いない。

「嫌っすよ。あんたと戦うなんざ、二度と御免っすわ」

「……食えない小僧だな、まったく。おい、行くぞ」

　へらへらと笑う英士郎を横目に、メルヒオールはディルクの護衛に声をかけると、大きく跳躍して空き地を後にした。

　　　　　　　　＊

《無貌バルトアンデルス》が去った先の闇をしばらくじっと見つめていた英えい士し郎ろうは、もう大丈夫だろうと判断して大きく息を吐く。

「はぁー、やばかったぁ……！」

　もし《無貌》があくまで英士郎の命を取ることを優先していたら、今度こそ間違いなく殺やられていただろう。空うつ汐しおの術も五ご領りよう封ふう戮りくもそう簡単に破られる術ではないが、対処の方法がないわけではない。《無貌》ほどの使い手ならば、すぐにある程度対応してくるはずだ。

　とにかく英士郎としては命拾いしたと言う外ほかなかった。

　と、そんなタイミングを見計らったように英士郎の携帯端末に着信が入る。

　非通知の音声通話。

　とはいえ、この番号を知っている人間はそう多くない。

「はいはい、どちらさまで？」

『ほぉ、生きてやがるか。さすがだな』

　案の定、相手は先ほどまで英士郎の命を狙っていた男の上司だった。

「勝手に人を囮おとりに使いやがってよく言いやがりますね、クソ野郎」

『知ったことか。そもそもしつこく付きまとうてめえが悪いんだよ』

　ディルクは苛いら立だちに満ちたいつもの声で、そう吐き捨てるように言う。

『だが……メルヒオールの野郎も同じくらいしつこかったんでな。あれを上う手まくまけたのは重畳だ』

「《無貌》の旦那なら、血相変えてあんたを追いかけていったけど、そんなに余裕かましていて大丈夫っすか？」

『問題ねえよ。一度離れちまえばこっちのもんだ』

　ディルクはそう言うと、一度小さく間を取ってから続ける。

『そんなわけで、てめえに礼をくれてやる。ありがたく頂戴するんだな』

「はぁ？　礼？」

　思わぬ言葉に、英士郎は目を丸くした。

《悪辣の王タイラント》には最も似つかわしくない単語だ。

『てめえらが捜してる連中の居場所を教えてやろうってんだよ』

「……いや、まさかそれを信じるとでも？」

『信じるか信じねえかはてめえの勝手だが、それを判断するのはてめえの仕事じゃねえだろ？』

　確かに、それは英士郎が判断すべきことではない。

　ことではないが……これほどに信用できない情報源もまたないだろう。

　無論、これが取り引きならば話は別だ。ディルクはその点において不義をするような人間ではない。人間性の問題ではなく、損得の問題として取り引きで嘘うそをつくような人間は、裏社会では遠からず破滅することを何よりも知っているからだ。

　しかし、今回の件はあくまでディルクが勝手に英えい士し郎ろうを利用したにすぎない。そこに取り引きがあったわけではなく、純粋に利用された英士郎の落ち度だ。ディルクが英士郎に何かしらを寄よ越こす理由はないはずだった。

　ならば、罠わなを疑うのが普通なのだが……。

「……まあ、聞くだけ聞いておくっすよ」

『ふん、最初から大人しくそうしておけ。いいか、てめえらの捜してる連中がいるのはな──上と下だ』


第四章　一ひと条すじの光明

　早朝のホテル・エルナトの一室には、クローディアからの緊急招集によって集められた面々が揃そろっていた。

「いや、絶対罠でしょそれ」

「わ、わたしもそう思います……」

　シルヴィアと綺き凛りんの二人が、つい今し方英士郎が持ち帰ってきたというその情報を聞くなり、あからさまに不審な顔で言う。今は治療院でオーフェリアから受けた毒によって昏こん睡すい状態の紗さ夜やも、もしこの場にいればおそらく同様の反応をしただろう。

　なお、当の英士郎は疲労からか、戻ってすぐにダウンしてしまったようだ。

「よりにもよって出所が《悪辣の王タイラント》だなんて、真に受けるほうがどうかしてるわ。そりゃ、現状私たちが何も掴つかめてないのは確かだけど、すがるにしたってもう少しマシな藁わらがあるでしょ」

　ひらひらと手を振って、溜ため息いきを吐つくシルヴィア。

「それに……う、上とか下とか言われても、曖昧すぎてそれがどこかわからないのでは動きようが……」

「お二方の意見はごもっとも。とはいえ、せっかく夜や吹ぶきくんが命懸けで持ち帰ってくれた貴重な情報ですし、私としては簡単に切って捨てるには惜しいと考えます」

　そのクローディアの口振りに、綾あや斗とが手を挙げる。

「じゃあ、クローディアは何かこの話を信じるに足るようなポイントがあると？」

　クローディアは情に厚いが、情には流されない人間だ。いかに英えい士し郎ろうが苦労して手に入れた情報とはいえ、その信しん憑ぴよう性せいが薄いとなればわざわざ一考に値するとは言わないだろう。

「そうですね、別段確証があるというわけではないのですが……その前に、綾斗はどう思いますか？」

「俺は……そうだね、俺も怪しいとは思う。でも、そこが逆に奇妙というか、俺たちを罠わなにかけるつもりであれば、もっと具体的な場所を挙げてるんじゃないかな。綺き凛りんちゃんが言うように、どうにも曖昧すぎる」

「ただ単に、私たちを混乱させたいだけかもよ？」

　そう言うシルヴィアは、やはり懐疑的な態度を崩さない。

　まあ、それも当然だろう。

　綾斗もディルク・エーベルヴァインと直接顔を合わせたことがあるが、とてもではないが信用していい類たぐいの人間ではない。

「そこに関してですが……『下』と言うのなら、少なくともこの街で指し示すのは一つしかありません」

「──地下ブロック、だね？」

「ええ、その通りです」

　綾斗の答えに、にっこりと微笑ほほえむクローディア。

「それはわかるけどさ、地下ブロックっていったって広いでしょ？　あてもなく探してたらキリがないし、それに怪しそうなところは警備隊が定期的に巡回してるって……そうだよね、ヘルガさん？」

　シルヴィアがそう尋ねると、今まで黙っていた星猟警備隊シヤーナガルム隊長ヘルガ・リンドヴァルは、珍しくどこか申し訳なさそうな顔で口を開いた。

「その件についてだが……すまないが、あまり胸を張って信用してくれと言える状況ではなくなった」

「え……？」

　綾斗、綺凛、シルヴィアが顔を見合わせる。

「どういうことです？」

「えーと、それは……あはは、困ったなあ」

　ヘルガの隣でずっと大人しく控えていた遥はるかも、何か言いい辛づらそうに言葉を濁した。

　先日エリオット・フォースターの《白濾の魔剣レイ＝グレムス》によって体内に仕掛けられていた《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の欠片かけらを取り除くことに成功した遥はるかは、以前にも増して精力的に警備隊の活動へ注力している。その警備隊の制服も、完全に板についたようだ。

「そちらの件が片付いた後にと思っていたが、こうも関わってくるようなら我々のほうの報告もここで済ませてしまおう。……構わないな？」

「ええ、結構です」

　ヘルガがそう確認すると、クローディアが鷹おう揚ようにうなずく。

　どうやらクローディアはすでにその報告とやらを受けているらしい。

　となれば、〝大会談コンコルデイア〟へ出席するためこちらにはしばらく姿を見せていないクローディアの母イザベラにも話は通っているのだろう。

「実は今日……日付的にはもう昨日だが、情報提供者が私に接触してきた」

「情報提供者？」

「アルルカント・アカデミーのエルネスタ・キューネだ」

「っ！」

　綺き凛りんがはっと息を飲んだのがわかる。

「それは……やはり、あの擬形体パペツトの件でしょうか？」

「そうだ」

　以前、綺凛が湖こ岸がん都市で遭遇したという擬形体──今では金きん枝し[image: ]へん同盟の実働部隊と目されているが、その外見や能力はエルネスタの作り上げた自律式擬形体アルディにそっくりだったという。

「彼女の言い分は要約するとこうだ。『以前請け負った仕事で設計した擬形体が、このアスタリスクへ大量に持ち込まれているようだ。もしかしたら何かしらよからぬことを企たくらんでいるのかもしれない。仲間だと思われたくないので、事が起きる前にしかるべき機関に情報を提供して身の潔白を証明したい』と」

「それはまた……随分と都合の良いことで。まあ、彼女ならけろりとした顔で言いそうではありますけれど」

　クローディアは頬ほおに手を当てて苦笑する。

　その反応を見る限り、クローディアも報告を受けてはいても細かいところまでは聞いていなかったようだ。

「それじゃ情報提供っていうより取り引きじゃない。要は、情報と引き換えに見逃して欲しいってことでしょ？」

　呆あきれ顔がおなのは、シルヴィアも一緒だ。

「とはいえ、連中に関する情報ならどんなものでも喉から手が出るほどに欲している状況だ。足元を見られた感は否めないが、実際エルネスタ・キューネが直接金枝[image: ]同盟に参加していたとも思えない。連中の目的も知らないようだしな」

「……本当に？」

「星猟警備隊シヤーナガルムには嘘うそを暴く《魔女ストレガ》がいるんだよ。双方合意の下でないと効果はないし、証拠にも採用できないんだけどね。ただ、事実の確認はできる」

　あくまで訝いぶかし気げなシルヴィアに、遥はるかが補足するように付け加えた。

「へぇ、それは知らなかったな」

「まあ、公表しているわけでもないからな。ともかく、エルネスタ・キューネの情報によると金きん枝し[image: ]へん同盟の構成メンバーは《処刑刀ラミナモルス》、ディルク・エーベルヴァイン、《ヴァルダ＝ヴァオス》の三人だそうだ」

「《孤毒の魔女エレンシユキーガル》や《優騎士アグレステイア》はメンバーではないと？」

「彼女の話によれば、決定権を持っているのがあくまでその三人で、他の一切は道具にすぎないらしい」

「あたしの記憶でも、当時計画を取り仕切っていたのはエクナートと《処刑刀》、それに《ヴァルダ＝ヴァオス》だったから……そこは多分間違いないと思う。エクナートの位置に、ディルク・エーベルヴァインが新しく入ったんじゃないかな」

　遥が昔を思い出すようにこめかみに指をあてながらそう言った。

「本題はここからだ。エルネスタ・キューネのもたらした情報で最も重要なものは、件くだんの擬形体パペツトがこの六りつ花かに持ち込まれていること。その数と、位置。そしてスペックに関する情報だ」

「あ、あの……先ほど隊長は大量に、と仰おつしやっていましたが……あの擬形体はそこまで量産されていたのですか？」

　綺き凛りんがおずおずと手を挙げる。

「あの擬形体……確かヴァリアント、とパーシヴァル・ガードナーさんは言っていましたが、かなり強力な兵器です。おそらく一対一で闘うとなれば、リスト入り以上の実力がないと難しいでしょう。一度に複数を相手にするならば、《冒頭の十二人ページ・ワン》クラスでないと厳しいかもしれません。それが数十体規模で持ち込まれたとなると……」

「──千体だ」

「え……？」

「エルネスタ・キューネは、クライアントへ千体のヴァリアントを納品したと言っている」

　その場の空気が張り詰めるのがわかった。

　綾あや斗とやシルヴィアは直接そのヴァリアントと対たい峙じしたことがあるわけではないが、それでもあの綺凛がここまで言うのだから相当に厄介な代物なのだろう。

　それが千体。

「でも、ちょっと待って。どうしてエルネスタはそれがアスタリスクに持ち込まれたとわかったの？　しかも位置情報まで……」

「彼女は自分だけがそれを把握できるような機構を、何かあった時のために予あらかじめ仕込んでおいたらしい」

「それはまた、抜け目がないというかなんというか……」

　エルネスタのあの一見すると無邪気で底抜けに明るい笑顔の奥に、そこまでの強したたかさが潜んでいるとは。

「ともかく、我々がその情報を元にとある倉庫を検分したところ、実際にヴァリアント二十体を発見した」

「おー」

「……までは良かったのだが、その途端にヴァリアントが一斉に起動してな。仕方なく、私が制圧した」

「……おお」

　それは情報が正しかったと喜ぶべきなのか、それとも罠わなであった可能性を危ぶむべきなのか微妙なところだ。

「え……？　あの、それは、もしかして隊長お一人で……？」

「人手が足りないのでな。遥はるかを含め部下たちは周囲の閉鎖と避難誘導で手いっぱいだ。それにヴァリアントの実力も我々はまだ未体験だし、不用意に部下を危険に晒さらすわけにもいかないだろう」

　だからといって、綺き凛りんをして『複数を相手にするなら《冒頭の十二人ページ・ワン》クラスでないと厳しい』と言わしめた擬形体パペツト二十体を一人で制圧してしまうとは。

「あたしも騒ぎを聞いて慌てて駆け付けたんだけどね。その時にはもう全部終わってたから……」

　そう言う遥もどこか呆あきれた笑みを浮かべている。

「問題は次だ。ヴァリアントの起動と共に、エルネスタ・キューネが探知していた位置情報がすべて消失した」

「えっ？」

「無論、データのバックアップは残っているので、それを元に幾つか探してみたが……今のところそのすべてが空振りだ」

「つまり、全部連中の掌てのひらの上だったということですね」

　クローディアが笑うしかないとでも言うように、両手を広げる。

「エルネスタ・キューネがヴァリアントに仕込んでいた機構をわざと見逃して、それを最大限に利用したというところでしょう。警備隊としては、一度でも本物のヴァリアントが発見されたのであれば、他の場所も検分せざるを得ない」

「そうだ。ただでさえ〝大会談コンコルデイア〟の警備で人手を割かれているというのに、今年は観光客の揉もめ事ごとがいつになく多い。それに加えて今回の大捜索だ。警備隊の対応力はすでに限界を迎えている」

　ヘルガはそこで大きく息を吐いて、俯うつむいた。

「そして──一番の問題は、今回ヴァリアントが発見された倉庫は私が今回の件で新たに指定した警備隊の巡回経路に含まれていたということだ」

「……どういうこと？」

　シルヴィアの視線が鋭くなる。

「担当の警備隊員を詰問したところ、『そこが巡回経路だとわかっていたが、現在の治安状況を鑑みて問題が多発している地域を優先させた』と答えた。つまりスルーされてしまっていたわけだ」

「そ、それは……確かに問題ですね」

「ああ、その通り。だが、当人の名誉のために言わせてもらうが、その隊員は本来職務に忠実で熱意もあり、真面目な人間だ。今まで規律違反を犯したこともない。詰問後は、どうしてそんなことをしてしまったのかわからないと混乱しているほどだ」

「警備隊の人手不足はヘルガ隊長の厳しい審査に合格しなければならないからと言われているくらいには、みんな優秀な人材揃ぞろいだから。あたしなんて全然ペーペーだよ」

　遥はるかがそうフォローを入れるが、ヘルガの表情は厳しいままだ。

「そこでコルベル院長に無理を言って、急きゆう遽きよ精神感応検査をその隊員に受けさせた。治療院のそれは、定期的に統合企業財体本部が幹部に行っている検査よりも時間はかかるが精度が高い。すると案の定、極微量ではあるが精神干渉の痕跡が発見された」

「じゃあ、《ヴァルダ＝ヴァオス》の……！」

「おそらくは、な。その隊員は治安維持への熱意を煽あおられて、目先の問題の対処を優先してしまうようにさせられたのだろう。……ここで話は戻るのだが、地下ブロックの巡回にもこれと同じことが起きていないとは言い切れない」

「っ！」

　そう繋つながるか。

　確かにそうなると、地下ブロックに金きん枝し[image: ]へん同盟のメンバーが潜伏している可能性も出てくる。

「何よりも今回の件で認識を改めねばならないのは、《ヴァルダ＝ヴァオス》の能力の凶悪さだ。自分の意に沿わぬ精神干渉には星辰力プラーナが防衛反応を示すが、そうでない場合はそれが緩い。本人は自分の思った通りに行動しているつもりでも、結果的に金枝[image: ]同盟の狙いに沿った選択をしてしまっている……そんな人間は、我々が想像している以上に多いのかもしれないぞ」

「──っ」

　それは恐ろしい話だった。

　自分でも気が付かないうちに、その企たくらみに加担させられている。あるいは、綾あや斗とやここにいるメンバーですら、なんらかの干渉を受けていないとは限らないのだ。

「……」

　重い沈黙が降りるが、ふいにそれを破ってクローディアの携帯端末が着信を告げた。

「失礼……ええ、そうですか。わかりました。では、すぐに」

　短い音声通信の後、クローディアが全員の顔を見て言う。

「紗さ夜やが目を覚ましたそうです。大至急伝えたい重大事項があるので集まって欲しいとのこと」

　その言葉に、全員が腰を上げた。

　紗夜は準決勝戦で、目もく論ろ見み通りオーフェリアとの会話に成功していたように見える。もしかしたら、何か重要な情報を手に入れたのかもしれない。

「すまない。我々はそろそろ本部へ戻らねば……せめて遥はるかだけでもそちらに回したいのだが、そうもいかなくてな」

　ヘルガが悔しそうな顔で頭かぶりを振った。

「ごめんね、みんな……。もちろん、職務と並行してできる限りは金きん枝し[image: ]へん同盟関連の捜査も進めるから」

　遥も両手を前で合わせて、申し訳なさそうに頭を下げる。

　金枝[image: ]同盟と一番因縁があるのは外ほかならぬ遥だ。本来ならば、一番積極的に加わりたいところだろう。

　ただ、人手不足が本当に深刻なのは、今までの会話の端々から察せられる。二人とも星猟警備隊シヤーナガルムとしての責務を放棄するわけにはいかないだろうことはよくわかった。

「いえ、警備隊の本分は何よりもまずこのアスタリスクの治安維持です。お二人はそちらへ注力してください」

「……頼んだぞ」

「あ、紗夜ちゃんによろしくね、綾斗。無事で本当によかったって、ちゃんと伝えておいてね」

　クローディアの言葉に小さくうなずいたヘルガと、最後に姉の顔をして綾斗にそう言い残していった遥は、早足で部屋を出て行った。

「夜が明けたのに、日が出ませんね……」

　その姿を見送った綺き凛りんが、窓の外へ視線を移してからぽつりとつぶやく。

　灰褐色の分厚い雲が、真冬の空を暗く覆っていた。

　　　　　　　　＊

「……遅い！」

　治療院の個室に入るなり、ぷくーっと頬ほおを膨らませた紗さ夜やが仁王立ちの上に腕組みをして待ち構えていた。入院用の服ではなくいつもの制服姿、とてもではないが少し前まで昏こん睡すい状態にあった人間とは思えない。

「さ、紗夜……？　寝てなくて大丈夫なのかい？」

「ばっちりおっけー。腕のほうも治癒能力者に治してもらったし、何も問題ない」

　そう言って、綾あや斗とに向けて両腕をわきわきと動かしてみせる。

　それは吉報だが、本来命にかかわるような怪け我がを対象とした治癒能力者の治療を受けられたということは、おそらくそのままでは重い後遺症が残るかもしれなかったからだろう。その状態で準決勝に強行出場したのは、やはり無謀ではなかったかと今更ながらに思う。

「よ、良かったです……！　その様子だと、毒のほうも抜けてるみたいですね」

「うん、そっちも完全回復」

　ほっと胸を撫なでおろす綺き凛りんには、Ｖサイン。

　確かにすっかり元通りのようだ。

「それは何よりです。それで……大至急伝えたい重大事項とは？」

　笑顔の中にもどこか剣けん呑のんな色を滲にじませてクローディアが訊たずねると、紗夜は「しっ！」と人差し指を口の前に立ててきょろきょろと周囲を見回した。

　まあ、個室なので他には誰もいないのだが。

「……イザベラはいないな？」

「母ですか？　ええ、お互いに忙しくて、このところは私も直接顔を合わせていませんから。今もまだ船のほうにいると思いますよ」

「そうか。ならいい」

「クローディアのお母さんがいると、何かまずいの？」

　そのただならぬ紗夜の様子に、シルヴィアが眉を寄せる。

「それは私の話を聞けばわかる」

　紗夜はそう言うと、準決勝戦でオーフェリアから聞いたという話を語り出した。

　それほど長い話ではなかったが、次第に一同の顔が険しくなっていく。

「──以上が、《孤毒の魔女エレンシユキーガル》から聞いた話」

　そして紗夜が語り終えた時には、その衝撃的な内容に誰ひとり口を開くことさえできなくなっていた。

　オーフェリアの最終目的は、このアスタリスクにいるすべての人間を抹殺すること。

　その理由はわからないが、オーフェリアにはそれを可能とする力があること。

　それを止める手段が、ほぼ存在しないこと。

「な、なんとか……！　なんとかしないと……！」

　最初に声を上げたのは、綺き凛りんだ。

「どうにかして、なんとしてでも止めないと駄目です……！」

　顔を真っ青にして唇を震わせながらも、ぎゅっと拳を握り締めながらそう言った。

「そうだね。それについては同感……なんだけど……どう思う、クローディア？」

　次はシルヴィア。

　こちらは落ち着いているようだが、今までに見たことがないほど厳しい表情をしている。

「……話を聞く限り難しい、でしょうね。金きん枝し[image: ]へん同盟はすでに準備を完了しています。いわばいつでも好きなタイミングで爆弾のスイッチを押すことができる状況ということ。爆弾であるオーフェリア・ランドルーフェン本人に対してであろうと、首謀者である《処刑刀ラミナモルス》やディルク・エーベルヴァインたちに対してであろうと、阻止しようという試みがわかった瞬間、容赦なく爆弾を爆発させるでしょう。そして、統合企業財体内部にまで金枝[image: ]同盟の息がかかった人員がまぎれている以上、秘密裏にそれを行うことはまず不可能です」

　クローディアはあくまで冷静だ。ただ、朗々としたその声がわずかに上擦っている。

　おそらく金枝[image: ]同盟の目的に関してあらゆるパターンを予想していたのだろうが、それでもここまでのことを企たくらんでいるとはさすがに想定外だったのだろう。

「ですが、これで紗さ夜やが母にこの事実を知らせたくない理由がわかりました」

「ど、どういうことですか？」

　綺凛がそう訊たずねると、クローディアの代わりに紗夜が答えた。

「イザベラは……というよりも、銀ぎん河がはきっと犠牲を前提とした作戦を選ぶ。私はそれは嫌だ」

「犠牲を前提とした作戦……？」

「先ほどのたとえで言うなら、爆弾は爆発するものとして行動するということです。銀河のダメージをいかに少なくするか、爆発後も《ヴァルダ＝ヴァオス》の存在を隠蔽できるか、できるとしたらどのようにすればいいか、金枝[image: ]同盟の企みを他の統合企業財体と関連させられないか、エトセトラエトセトラ……まあ、要はそういうことです。どうせ止められないのであれば、確かにそちらのほうが合理的ではありますけどね」

　最後は溜ため息いき交じりにそう言って、クローディアは苦笑する。

「一応、現状のままでも止められる可能性が一つだけある。ユリスがオーフェリア・ランドルーフェンを決勝戦の最中に……」

「それは駄目だ」

　紗夜が言い終える前に、綾あや斗とが強い声で遮った。

「それだけは絶対に駄目だ。絶対にさせない」

「うん、わかってる。私もさせたくない」

　紗さ夜やもこくりとうなずく。

「となると、何かしら別の方法を考えなきゃならないわけだけど……うーん……」

　腕組みをして考え込むシルヴィア。

「そう言えば……先ほどのお話だと、紗夜さんが目覚めるのはすべてが手遅れになった頃のはずではなかったのでしょうか？」

「ああ、それは毒が回り切る前に、思いっきり星辰力プラーナを使ってやったから」

「……？」

　綺き凛りんはいまいち理解できていないらしく小さく首を傾かしげるが、横からクローディアが解説してくれた。

「今回紗夜が受けた毒は、以前綾あや斗とがリーゼルタニアで受けた毒と同じものでしょう。あれは星辰力の総量によって昏こん睡すい時間が変わってくるそうですから、星辰力を消費すればその分だけ目覚める時間が早くなるはずです」

「なるほど、最後に撃ったヘルネクラウムの一撃はそのためだったんだね」

　綾斗という実例を知っていたとはいえ、咄とつ嗟さにそんな方法を思いつくとは紗夜もやるものだ。

「そういうこと」

「おかげでこうして対策を練る時間ができたのですから、紗夜のお手柄ですね」

「えへん」

　褒められた紗夜は自慢げに胸を張る。

「……時間、時間……時間？」

　するとそれを聞いていた綺凛が、ふいにはっと顔を上げた。

「あ、あの、わたし……一つ、思いついちゃったかも、です……」

「えっ……!?」

　皆の視線が綺凛に集中する。

「あ、あの、でもちょっと待ってください！　本当にいけるかはわからないですし、第一これを成立させるには、最低でも一つ……いえ、二つはクリアしなければならない条件があって……！」

「いいから……！　それは後回しでいいので、とにかく話してみてください！」

　クローディアがずいっと迫ると、綺凛は一度皆の顔を見回した後、おずおずと口を開いた。

「────」

　それを聞いた一同は、吟味するかのように黙り込む。

「なるほど……それなら可能性はありますね」

　やがてクローディアがぽつりとつぶやいた。

　確かに、その方法ならば一度にすべての問題を解決することも不可能ではない。無論、極めて細い糸ではあるのだが。

「問題は綺き凛りんも言ってたように、前提条件のほう。最低でもマディアス・メサとディルク・エーベルヴァイン、《ヴァルダ＝ヴァオス》の三人の居場所がわからないと……」

「結局そこに戻っちゃうんだよねぇ……うーん……」

　紗さ夜やとシルヴィアが揃そろって唸うなる。

「その件ですが……シルヴィア、あなたの歌で探知能力を使ってもらえますか？」

「え？　それはいいけど……私の能力じゃ場所を絞り切るのは無理だよ？　それは知ってるでしょ？」

　探知能力のエキスパートを抱えているであろう警備隊がその居所を掴つかめていないのだから、金きん枝し[image: ]へん同盟側も相当しっかりとした対策を取っているはずだ。

「探知系の能力は、レンジを絞ることで精度を増すことが可能と聞きます。では、本当にピンポイントならば、ある程度探知能力に対する対抗措置を取ってあったとしても反応を感じ取ることができるのでは？」

「それは……やってみたことがないからわからないけど、出力次第でなんとかなる……かなぁ？」

　シルヴィアは首を捻ひねりながら続ける。

「だとしても、よっぽどピンポイントじゃないと無理だと思うよ？」

「ええ、それは大丈夫です」

　クローディアは携帯端末を取り出すと、六りつ花かの立体地図を展開させた。

「まずはここ──」

　クローディアが指し示したのは地下ブロックバラストエリア、その更に隠された最奥部──地図には記載されていないが《[image: ]武祭エクリプス》のステージがある場所だ。

「《処刑刀ラミナモルス》……マディアス・メサはおそらくここにいます」

「っ！」

　断言するような物言いに全員が驚いたが、シルヴィアはすぐに気を取り直したらしく、息を整えて歌い出した。

「──思考と記憶の二対の羽よ　巡れ巡れ疾とく駆け巡れ　潜みし悪鬼の巣を告げよ」

　少し歌詞が変わっているが、以前フローラが攫さらわれた際、その居場所を見つけてくれたのと同じ歌だ。

　相当な量の星辰力プラーナを使っているのだろう、部屋の中で万応素マナが荒れ狂う。

　同時に黒い羽根が二枚、立体地図の上に現れた。

「暁の雲海を超え　黄昏たそがれの風に乗り　宵闇の果てより導きを開け──」

　フローラを探す時には地図の上で円を描きながら動いていた二枚の羽根が、今回は最初から《[image: ]武祭エクリプス》のステージがある場所から動かずに、その場でずっとくるくると回り続けている。

「思考と記憶の黒き御み使つかいよ　その者の息吹を我が前に示せ──！」

　シルヴィアが歌い上げると、羽根が指し示しているその場所に、ほんのわずかな光が灯ともってすぐに消えた。

「ふぅ……」

　額に浮かんだ汗を拭いながら、シルヴィアが大きく息を吐く。

「微かすかで小さな反応だったけれど、確かに感じた。本当に《処刑刀ラミナモルス》はそこにいるみたい」

「っ！」

　クローディアを除いた全員が驚きよう愕がくに目を見張った。

「……でも、どうしてわかったの？」

「《悪辣の王タイラント》の言葉を信じただけですよ。先ほども言ったように『上』と『下』ならば、『下』はまず地下ブロックのどこかでしょう。そして遥はるかさんや綾あや斗とから話を聞いた限りでは、マディアス・メサは存外感傷的な男性のようです。少なくとも、過去やそれに関わる物事に強いこだわりを持っている。だとしたら、因縁のある場所に潜んでいると考えるのが自然です」

「だけど、地下ブロックは確か通信が遮断されてるんじゃなかったっけ？」

　潜むにしても、一切外と連絡が取れないのでは不都合だろうに。

　以前紗さ夜やが迷い込んだことを思い出しながらそう訊たずねると、クローディアはこともなげに言った。

「地下ブロックでは一般通信が使えないだけです。管轄する施し設せつ保ほ全ぜん部ぶの回線を経由すれば問題ありませんし、その程度金きん枝し[image: ]へん同盟にとっては朝飯前でしょう」

「なるほど……」

　こうなると最も早はや納得するしかない。

　──しかも、それだけでなく。

「では、シルヴィア。お疲れのところ申し訳ありませんが、次は『上』のほうも探ってみてもらえますか？」

「な……っ!?　それもわかってるの？」

「あくまで予想ですけどね。《ヴァルダ＝ヴァオス》はそこにいるはずですよ。私もその可能性に気が付いた時は唖あ然ぜんとしましたが……今となっては確信に近いものがあります」

　言いながら、クローディアが指さしたそこは──

「ホテル・エルナトの……」

「……最上階？」

　それはつまり、先ほどまで綾斗たちがいたホテルだ。

「ああああー！　そうか、そういうこと……！」

　シルヴィアはなんで気が付かなかったのかとでも言いたそうに、頭を抱えた。

「──六花園ね？」

　六りつ花か園えん。

　それはホテル・エルナトの最上階にあるドーム型の有名な空中庭園だ。月に一度、六学園の生徒会長たちが集って会議を行う場所であり、それ以外はたとえ統合企業財体の幹部であろうともおいそれとは立ち入ることができないと言われている。

　そしてシルヴィアが再度能力を使うと、同じような反応がそこに現れた。

「はぁ……迂う闊かつだったなあ。確かに庭園の整備はほぼ擬形体パペツト任せだし、月に一度しか使われないんだから隠れ場所としてはこれ以上ないってわけか……」

「これも推測になりますが、今回だけではなく《ヴァルダ＝ヴァオス》はこの街にいる間ずっとここを拠点にしていたのかもしれせん」

「嘘うそでしょ……じゃあ、私たちは毎月敵の住処すみかで会議をしてたってわけ……？」

「俺たちも敵のお膝元でずっと対策会議をしてたわけだ」

　灯台下暗しにも程がある。

「ただし、私もここまでが限界です。《悪辣の王タイラント》に関しては、残念ながらどこにいるのかわかりません。自ら情報を渡してきた以上、《処刑刀ラミナモルス》や《ヴァルダ＝ヴァオス》と一緒にいるということもないでしょう」

　クローディアは肩を竦すくめながらそう言った。

「ちょっといいかな？　クローディアは《悪辣の王》の言葉を最初からある程度信じてたみたいだけど、それはどうして？」

「簡単なことです。彼ではなく、彼の性格を信じたのですよ」

　シルヴィアの問いかけに、クローディアは意味深な笑みで応える。

「《悪辣の王》の性格……？」

「まあ、あなたより少しだけ彼とは付き合いが長いので、なんとなくわかるんです。あれは自らの勝ちよりも、勝者を挫くじくことに妄執を抱く性た質ちですから」

　クローディアはさらりとそう言うと、話を切り替えるようにパンと手を叩たたいた。

「さて、その《悪辣の王》の居場所について幾つか候補が思い浮かんでいないこともないですが、確証がない以上実際にあたってみるしかないかと。なので……《悪辣の王》に関しては、再度夜や吹ぶきくんに任せようと思います」

「夜吹一人で？　でも、それは……」

　英えい士し郎ろうはまさしく昨晩そうした単独行動で危険な橋を渡ったばかりではなかったか。

「今回の作戦は信用できる人間だけで行うことによって初めて成立します。戦力だけを考えるなら、母に話を通したほうが確実でしょう。ですが、それでは意味がありません」

「夜や吹ぶきが信用できるかはともかく、クローディアの言ってることは正しい。《ヴァルダ＝ヴァオス》の能力を考えると、最小限の人数で動かないとダメ」

　クローディアの言葉に、紗さ夜やが援護を出してくる。

「ま、そうだね。それに危険というなら、私たちのほうがよっぽど危険だと思うけど？」

　そう言いながらも、シルヴィアの顔はやる気に満みち溢あふれていた。

　もっとも長年探し求めていた人に、ようやく手が届くかもしれないのだからそれも無理はないだろう。

「はぁ……わかった。それでいこう」

　英えい士し郎ろうには悪いが、実際今は瀬戸際もいいところだ。

　あまり迷っている時間もない。

「となると、後はもう一つの条件ですね」

「は、はい……！　この作戦で行くなら、どうしてもユリスさんの協力が必要になりますので……」

　綺き凛りんが上目遣いに綾あや斗とを見ながら、小さな声で言う。

「──大丈夫。ユリスには俺から話すよ」

　改めて時間を確認すれば、現在時刻は九時。

　決勝戦は正午からなので、もうほとんど時間はない。

「わかりました。では、準備はこちらで進めておきますので、綾斗はユリスをお願いします」


[image: ]


第五章　はじまりの追想

「ふぅ……」

　熱いシャワーを頭から浴びながら、ユリスは寝ね惚ぼけた意識を覚醒させる。

　疲労からか、昨晩は思いの外ほか深く寝入ってしまったようだ。まだ決勝戦までにはそれなりに時間があるものの、本来ならばすでに会場入りしてウォーミングアップを始めている時間だというのに。

　とはいえ。

「まさかここまで星辰力プラーナが回復しているとはな……これも《万ばん有ゆう天てん羅ら》の仙薬とやらのおかげか？」

　月華美人クイーン・オブ・ザ・ナイトは星辰力を極限まで消耗する大技だ。とても一晩休んだくらいで回復するようなものではない。

　星露シンルーは気休め程度と言っていたが、存外に大した品だったのか。

　それとも──

（月華美人を使う度に、何か妙な感覚が育っていくのを感じるのは確かだ……）

　それが良いことなのか悪いことなのかはまだ判別がつかない。

　だが、今更どうでもいいことだ。

　すべては今日、決着がつくのだから。

「万全のコンディションとまではいかないが、八割程度まではもってこられたな。これならば十分だろう」

　右腕の骨折はいかんともしがたいものの、そもそもトーナメント戦で決勝まで無傷で勝ち上がるなど不可能だ。対戦相手であるあのオーフェリアの圧倒的な力をもってしても、そんなことはできていない。

　浴室を出てタオルで身体からだを拭きながら、パウダールームの鏡に写った自分の顔をじっと見る。

　……悪くない。多少の気負いは感じられるが、逸はやったり、怖おじ気け付づいたりはしていないようだ。やはり昨日の準決勝で、一つ重荷を下ろすことができたからだろうか。

　ともかく、体調にも精神状態にも問題がないのであれば、後はやるだけだ。

　下着を付け、気合を入れるために両頬ほおを叩たたく。

　と、その時だ。

「ん……？」

　リビングルームのほうから物音を感じたユリスは、即座に意識を切り替えた。

　明らかな人の気配。

（もしやオーフェリアの背後にいる連中の……？）

　煌式遠隔誘導武装レクトルクス──は発動体が手元にないので、いつでも能力を発動できるよう星辰力プラーナを集中させながらパウダールームを飛び出る。

「誰だ！」

「うわっ……!?」

　が、そこにいたのは、窓枠で驚いたように目を丸くした一人のよく見知った少年だった。

　星せい導どう館かんの制服に包んだその身体は、まるで石になったかのように固まっている。

「なんだ、綾あや斗とか……まったく驚かせるな」

　その顔に、ユリスは緊張を解いてほっと胸を撫なで下ろした。

　集中していた星辰力も、それに反応して渦巻いていた万応素マナも霧散する。

「ご、ごめん……！」

　一方で綾斗は、顔を真まっ赤かにして慌てた様子ですぐに後ろを向いてしまった。

　そこでようやくユリスも自分が下着姿だったことに気が付き、同じように耳の先まで顔を赤く染める。

「──っ！　あ、綾斗……！　おまえというやつは……！」

　ベッドの上に出しておいた制服を引っ掴つかんで胸元に抱き寄せ、声を荒らげようとしたところで……ユリスは自分がそれほど憤慨していないことに気が付いた。

　いや、それどころかこの光景、この既視感は──

「……ふっ！　ふふ……！」

「ユ、ユリス？」

　つい吹き出してしまったユリスに、後ろを向いたままの綾あや斗との困惑した声。

「ああ、なに……そう言えば、おまえとの出会いもこんな形だったなと思い出してな」

　そうだ。

　思えばこれほど最悪の初対面もそうはないだろう。

　だというのに、今は。

「懐かしいやら、おかしいやらだ。……少し待て、すぐに着替える」

　言って、手にした制服に手早く袖を通す。

「ごめん、ユリス。どうしても急ぎの用件があって……携帯端末には何度か連絡したんだけど」

　再度、謝る綾あや斗と。

　着替えながら携帯端末をチェックすれば、なるほど確かに綾斗からの着信が履歴に並んでいた。寝起きでそのままシャワーに向かったので、気が付かなかったのだ。

「今更だ、おまえに悪気がないことくらいはわかっている。どれだけの付き合いだと思っているのだ」

「……そうだね」

　短く応える綾斗の声にも、どこか懐かしむような響きがあった。

　それが、少しだけ嬉うれしい。

「よし、もういいぞ」

　ユリスが着替えを終えてそう言うと、綾斗はまだやや緊張した面持ちでこちらに向き直った。

「で、用件は？　まさかハンカチを届けに来てくれたわけではあるまい」

　急ぎの用件というからには、相応の重大事だろう。

「……うん、ユリスにお願いがあってきたんだ。今日の、決勝戦に関して」

「まあ、このタイミングならそのことだろうな」

　ユリスは小さく息を吐くと、ベッドに腰を下ろして足を組む。

「しかし生あい憎にくだが、その件に関して今更何か聞く耳は持っていな──」

「全部聞いたんだ」

　ユリスの言葉を遮るようなその声に、ユリスははっと顔を上げた。

「ユリスが背負っているもの、背負わされているものがなんなのか……。準決勝のステージで、紗さ夜やが直接《孤毒の魔女エレンシユキーガル》から聞いて、俺たちに教えてくれた」

「っ！」

　ユリスは思わず言葉を失ったが、それでもすぐに思考を切り替える。

　確かにあの準決勝戦の後、星露シンルーから二人が何やら会話をしていたようだという話は聞いていた。その内容までは星露にもわからなかったようだが、まさかそれがあの秘密の暴露だったとは。オーフェリアが本当に計画とやらを達成したいと思っているのであれば、当然そんなことをする必要はない。だが、オーフェリアが計画を止めようと思っているのならば、もっといくらでも別の方法があるはずだ。

（……いや、よそう。それはこれから直接問い質ただせばいいだけだ。それよりも──）

「そうか。おまえたちも知ってしまったか」

　それはユリスにとって喜ぶべきことではなかった。

　避けようがない破滅の事実を知ったところで、できることは何もない。ただ焦燥感と絶望感に苛さいなまされるだけだろう。ならばいっそ、何も知らないでいたほうが幸せだったろうに。

「だが、案ずるな。昨日も言ったように、オーフェリアは私が必ず止めてみせる。どうしてもそれが叶かなわぬようなら、その時は……！」

　強く強く、拳を握り締める。

　その決意が崩れぬように。

「大丈夫だよ、ユリス。その企たくらみは俺たちが阻止する。そのために、俺はここに来たんだ」

「なんだと？　だが……」

　ユリスも細かい部分までは知らないが、オーフェリアの背後にいる連中がその触手を広く深く伸ばしていることは聞いていた。あらゆるところに連中の目と耳が存在し、それが計画妨害の予兆を察知したならば即座にオーフェリアへ指令が下り、その時点で計画が発動されると。

　無論、それがオーフェリアのブラフだったという可能性はある。ユリス自身、何度もそれを考えた。しかし、ユリスの行動一つで何万何十万という命が失われるかもしれないのだ。迂う闊かつな行動はできない。

　何より、オーフェリアの言葉に嘘うそはなかった。どれだけ変わろうとも、かつて喜びも悲しみも共にした親友だ。それくらいはわかる。

「紗さ夜やから聞いた限り、《孤毒の魔女エレンシユキーガル》は連中の道具に徹している。彼女の言葉を借りるなら、運命とやらの道具に。それを拒む意思はなくとも、決して《孤毒の魔女》は自ら望んでそれを行おうとしているわけじゃない。そうだろう？」

「……ああ、そのようだな」

　何度か会話した限り、オーフェリアのスタンスはその通りだろう。先ほどの思考に立ち返るようだが、少なくとも積極的に計画を達成するつもりはなさそうだ。

「──だったら、連中から命令がいかないようにすればいい」

「は……？」

　想定外の言葉に、ユリスはぽかんと口を開けた。

「な、何を言っている……。連中がどこにいようが、命令くらい通信一つで……」

　そこまで言って、ユリスも一つの可能性に気が付く。

「待て……待て待て待て。まさか、おまえたちは……」

「そう。防護ジェルと防護障壁に覆われたステージ上なら、あらゆる通信は届かない。つまり決勝戦の最中だけは、何をやっても問題ないんだ」

　事実、ステージ上の選手に外部から連絡を取る手段はほぼ存在しない。

　かつてクローディアが実況席に乗り込んでマイクを奪うという荒業に出たことがあったが、強いて言うならそれくらいだろう。

　それに──そもそもにおいて、連中もこんなことは想定していないはずだ。何しろ備える意味がない。試合が終わればすぐにステージの防護措置は解除されて通信可能になるのだから、ただそれを待てばいい。短ければ数分、長くても数十分だ。

　唯一、オーフェリアが試合中に死亡してしまうという可能性が考えられなくもないが、余程の状態でない限り会場に控えている治癒能力者ならば蘇そ生せいは可能だ（それこそ直近ならシルヴィアの例がある）。そしてオーフェリア相手にそんなことができる者など、このアスタリスクに存在しない……と思っているだろう。ユリスは自分なら可能だと信じているが。

「すでに黒幕三人の内、二人は居場所を特定している。俺たちは決勝戦の開始と同時にそこへ攻め込んで、連中を止めるつもりだ。残りの一人も、可能性が高い場所を夜や吹ぶきが探してる。だから……」

「わかった。要するに、おまえはこの私にこう言いたいのだな？　『できるだけ決勝戦を引き延ばせ』と」

　ユリスがそう言うと、綾あや斗とは無言でただうなずいた。

　この作戦は、決勝戦が行われている間にオーフェリアに命令を下す者を無力化する必要がある。仮に速攻なりですぐに試合が終わってしまえば、その時点で破綻してしまう極めて不確実なものだ。

「はぁ……無む茶ちや苦く茶ちやにもほどがある。成功する可能性は相当低いだろうに、よくもクローディアが許可したものだ」

「可能性がゼロじゃないなら、試す価値はあるだろう？」

　綾斗はまっすぐにユリスの目を見つめながら、言った。

「……」

　ユリスも黙ってその目を見つめ返す。

　確かめるまでもない。いつだって、綾斗は本気だ。

「……まったく、度し難い馬鹿ばっかりだな。おまえも、あいつらも、そして私も」

　苦笑しながら、溜ため息いきを一つ。

「いいだろう、元より遅滞戦術は用意していた作戦の一つだ。おまえたちを信じる」

　もし。

　もし本当にそれが成し得るのなら、ユリスは最悪の選択をしなくてすむ。

「ああ、大丈夫。必ず成功させてみせるよ」

　言って、綾あや斗とが微笑ほほえんだ。

　その笑顔を見た瞬間、ユリスの胸に涼やかな風が吹き抜けるのがわかる。

　暗く淀よどんでいた澱おりを吹き飛ばすような、優しい風が。

「さて、それじゃ俺はもう行かないと」

「……そうか、くれぐれも気を付けろよ」

　ユリスがそう言うと、窓から部屋を出ていこうとしていた綾斗がふいに小さく吹き出す。

「なんだ……どうかしたのか？」

「いや、俺もあの日のことを思い出しちゃってさ。覚えてるかい、ユリス？　あの時ユリスは『くたばれ』って言ったんだよ」

「……そうだったか？」

　とぼけてみせたが、もちろん覚えている。

　忘れようはずもない。

　すべてはあの日、あの時から始まったのだ。

「懐かしいというなら、あの時と同じように六弁の爆焔花アマリリスで盛大に見送ってやろうか？」

「ははっ、遠慮しておくよ」

　にやりと笑うユリスに、綾斗が苦笑で返す。

　そしてどちらからともなく右手を差し出すと、拳をこつんと合わせた。

「健闘を祈っているぞ、綾斗」

「ああ、ユリスも」

　そのまま綾斗は窓から飛び降りる。

　ユリスはその姿が見えなくなるまで、じっと見つめていた。

　唯一無二であるパートナーの背中を、ただじっと。

　　　　　　　　＊

　星せい導どう館かん学園の正門前には一台の車が止まっていた。

　綾斗がノックをすると、ドアが開いて中へ招き入れられる。

「その様子だと、ユリスはこちらの提案を受け入れてくれたようですね」

　迎え入れてくれたクローディアをはじめ、車内には五人。紗さ夜や、綺き凛りん、英えい士し郎ろう、シルヴィアが顔を揃そろえていた。

　革張りのソファとテーブルが備えつけられた車内は、以前ディルクと顔を合わせた時のそれとよく似ている。おそらく生徒会の専用車というやつなのだろう。

「ああ、ユリスのほうは問題ないよ」

「なら後は私たちが全力を尽くすだけだね」

　シルヴィアの言葉にうなずきながら、綾あや斗ともその隣に腰を下ろす。

「では、改めて作戦を説明します」

　車は滑るように走り出したが、クローディアは構わずそう切り出した。

「我々は今から所定のポイントへ向かい、既定の時間まで待機。決勝戦が開始され、ステージの防護措置が完了次第行動開始です。《処刑刀ラミナモルス》……マディアス・メサが潜む地下ブロックは綾斗、紗夜、綺凛で、《ヴァルダ＝ヴァオス》が潜む六りつ花か園えんは私とシルヴィアで担当します。ここまではいいですね？」

「班分けに異論はないけど……」

　綾斗はそこまで言うと、正面に座っている紗夜をちらりと見た。

「本当に紗夜も作戦に参加するのかい？」

「当然」

　紗夜はけろりとした顔で言ってのける。

「いや、でも……」

　怪け我がは治っているとはいえ、少し前まで昏こん睡すい状態にあった紗夜を同行させるのはやはり気が進まない。人手が足りないのはわかっているが、今から相手をすることになるのは綾斗と遥はるかが二人掛かりでも届かなかった怪物だ。

「大丈夫。腕も星辰力プラーナも回復してる。メイン武装がヘルネクラウムしか使えないのは難儀だけど……でも、絶対足手まといにはならない」

　ふんすと息を吐く紗夜は、絶対に引く気はないという顔をしている。

　こうなったら意地でも翻さないことを綾斗はよく知っていた。

「はぁ……わかったよ」

　綾斗が諦めて両手を挙げると、クローディアはくすりと笑ってから話を続ける。

「さて、夜や吹ぶきくんは単独で《悪辣の王タイラント》の居場所を探ってください。怪しいと思われるポイントはすでにデータにまとめてあります。なお、夜吹くんに限っては決勝戦を待たずにすぐ動いてくれて結構です。その程度ならば仮に動きが伝わったとして、あちらもすぐにスイッチを押そうとは思わないでしょう。ただし、もし居場所を突き止めることができたなら、直接干渉するような行動は決勝戦を待つようにしてくださいね」

「へいへい、了解。ま、本音を言うなら今すぐにでも逃げ出したいところなんすけどね、おれとしては。てゆーか、今からでもみんなでそうしないっすか？」

　どこまで本気なのか、英えい士し郎ろうは軽い調子で笑うが、一同の冷たい視線を受けてすぐに目を逸そらした。

「もちろん命をかけてくれとは言いません。危うくなったら、その時はどうぞお好きに。ですが、それまではしっかりお仕事をしてもらいますよ？」

「わかってますよ、ちゃんとギリギリまではお付き合いしますって。いざとなったらケツまくらせてもらいますけどね。……で、一応確認なんすけど、このデータってのは会長が《パン＝ドラ》の代償で見た悪夢から逆算して出したってやつっすよね？」

「ええ。《悪辣の王タイラント》やその関係者には結構な回数殺されていますので、その時に彼がいた場所、使っていた施設などをピックアップしたものですが……それが何か？」

「あー、いや、素朴な疑問なんすけど、その悪夢の中に今回の件はなかったんすか？」

《パン＝ドラ》が代償として夜よ毎ごとに見せる悪夢は、未来にクローディアが迎えるかもしれない数多あまたの最期だ。確かにこれほど大きな事件であれば、オーフェリアがアスタリスクを滅ぼす未来を見ていても不思議ではない。

　が、クローディアは残念そうに首を横に振った。

「生あい憎にくと、一切。そもそも《悪辣の王》は別として、《ヴァルダ＝ヴァオス》も《処刑刀ラミナモルス》も悪夢に出てきたことはないはずです。もちろん私もすべてを覚えているわけではありませんので、忘れてしまったというケースもあり得ますが……私としては別の可能性を支持したいところですね」

「……と言うと？」

「この子が、意図的に今回の件に関する悪夢を見せないようにしていた、という可能性です」

　クローディアは《パン＝ドラ》の発動体をそっと撫なでながら苦笑する。

「それがいつもの嫌がらせなのか、それとも他に意図があるのかまではわかりませんが」

「……前から思ってたけど、よくそんな純星煌式武装オーガルクスと付き合っていられるよね、クローディアは」

　そんなクローディアに、シルヴィアが呆あきれたように言った。

「あら、慣れてしまえばこの子はこの子で可愛かわいいものですよ？　それに……今回のような相手は、この子の力がないと厳しいでしょうからね」

　実際、《ヴァルダ＝ヴァオス》はその能力を抜きにしても、相当に戦闘力が高いことがわかっている。《処刑刀》ほどではないにしろ、綾あや斗とが剣を交えた感触では各学園の序列一位と比べても遜色がないレベルだ。無論、オーフェリアや星露シンルーなどの規格外は別にして、だが。

「あいつの能力、本当厄介なんだよねえ」

　一度その能力を直接食らっているシルヴィアは苦い顔だ。

「あ、あの……今更ですけど、なんとか警備隊にも協力していただくことはできないのでしょうか……？」

　そこで、不安そうな表情を浮かべながら口を開いたのは綺き凛りんだ。

「せめて事情をご存ぞん知じの、ヘルガ隊長や遥はるかさんに……」

「それはもちろん私も考えましたが、やはりどうしてもリスクと釣り合いが取れません」

　クローディアはゆっくりと首を振る。

「金きん枝し[image: ]へん同盟が最も警戒しているのは、まず第一に統合企業財体。その次に、このアスタリスクで《孤毒の魔女エレンシユキーガル》と互する力を持つヘルガ隊長と《万ばん有ゆう天てん羅ら》でしょう。後者はわかりませんが、ヘルガ隊長には相応の監視がついていると考えるべきです。今朝方聞いた話もありますしね」

　それは暗に警備隊の中に、本人が意図せずとも金枝[image: ]同盟に情報を上げている者がいるかもしれないということを示していた。

　巡回ルートを勝手に変更したという例の隊員以外にも、《ヴァルダ＝ヴァオス》の力の影響を受けた者が複数いると考えるのは当然だ。

「《孤毒の魔女》も、警備隊にも連中の手が及んでいると言っていた。あれはおそらく嘘うそじゃない」

　紗さ夜やもクローディアに同意する。

「遥さんも、あの《処刑刀ラミナモルス》があそこまで執着していた人です。完全にフリーとは思えません。そもそも、我々の行動自体、ある程度把握されていると思っていいでしょう。そうですね、綾あや斗と？」

「ああ、以前姉さんと一緒に《処刑刀》と戦った時、あいつは俺たちの動きをよく知っているようだった」

「今回の作戦は、いわば相手の警戒レベルの許容量に対してどこまで駒を積み上げられるかというゲームだと私は考えています。仮に許容量を百として、私たち一人一人の警戒度が十だとすれば六人積み上げても六十で済みますが、ヘルガ隊長や遥さんは最低でも倍以上……いえ、三倍から五倍程度あってもおかしくはありません。下へ手たに動かせば、即ゲームーオーバーです」

　どかんと手を広げてみせるクローディア。

「そのあたりは連中がどこまで最上のクリアを目指しているかによって変わってくるとは思うけど、甘く見積もらないほうがいいのは同感。取り返しがつかない」

　いかにもな渋面で、紗夜が補足するように言う。

　最上のクリア。それはオーフェリアの話によれば、今回の決勝戦後だというが……。

「我々にとっての切り札は三つ。まず金枝[image: ]同盟の計画を──少なくとも《孤毒の魔女》がしようとしていることを知っていること。そして、金きん枝し[image: ]へん同盟トップ三人のうち二人のの居場所を知っていること。最後に、我々がそれを知っていることを金枝[image: ]同盟側が知らないことです」

　この点に関しては、ユリスを含めても七人しか聞いていない。さすがの金枝[image: ]同盟もまだ把握のしようがないだろう。

「この三つが揃そろわない限り、今回のような無む茶ちやな作戦は考えられません。それは取りも直さず、金枝[image: ]同盟側も想定できないということです。そう考えると、その利点を失うかもしれないリスクは取れません」

「うぅ……わ、わかりました。わたしたちでがんばるしかないってことですね……！」

　泣きそうになりながらも、両手をぐっと握り締めて気合を入れる綺き凛りん。

　──と。

「さて、どうやら着いたようですね。お喋しやべりはここまでです」

　車が到着したのは、ホテル・エルナトの地下駐車場だ。ここからは三手に分かれての行動となる。

　全員が車を降りると、最後にクローディアが自信に満ちた顔で言った。

「では皆さん、お気を付けて。お互いに最善を尽くしましょう。なに、心配はいりませんとも。我々なら、きっと成し遂げられます」

　忍しのびらしく即座に姿を消した英えい士し郎ろう、そして三人揃って地下駐車場を出て行った綾あや斗とたちの背中を見送った後、シルヴィアは横目でクローディアを睨にらんだ。

「心配いらない、きっと成し遂げられる、か……さすが良いこと言うよね」

「それが何か？」

「いや、実際どれくらいの成功率を見積もってるのかと思ってさ、今回の作戦」

　シルヴィアの言葉にクローディアはしばらく無言で知らん顔をしていたが、やがて小さく息を吐いてからぽつりと言った。

「まあ……どんなに高く見積もっても二割を切るでしょうね。精々が一割といったところじゃないでしょうか」

「だよねえ」

　あははと乾いた笑いを漏らしつつ、シルヴィアは天を……もとい、天井を仰ぐ。

「やっぱ《悪辣の王タイラント》の居場所がわかってないのが一番のネックかー」

「そうですね。それに……《処刑刀ラミナモルス》に《ヴァルダ＝ヴァオス》、どちらもまだまだ底が知れぬ相手です。千体にも上るというヴァリアントたちや《優騎士アグレステイア》の動向もわかりませんし、とにかく計算できない要素が多すぎますから」

　クローディアはうんざりとでもいうように肩を落とした。

　それでも。

「……だとしても、やるっきゃないよね」

「……ええ、もちろんですとも」

　お互いに目線を交わし、含んだ笑みを浮かべる。

「ね、クローディア。そこで一つ、提案があるんだけど」

「ほう、なんでしょう？」

「助すけっ人とを呼びたいんだ」

「助っ人……ですか？　今から？」

　突然何を言い出すのかといった表情のクローディア。

「追加戦力は喉から手が出るほど欲しいところですが、条件は厳しいですよ？　まず事情を知らせるわけにはいきません。それに中途半端な実力では足手まといになります。最低でも《冒頭の十二人ページ・ワン》クラス、できればその上位に匹敵するくらいではないと。更に加えるなら、先ほど言ったように金きん枝し[image: ]へん同盟から見た危険度が高くない者。つまり命懸けになるかもしれないのに何も聞かずに駆けつけてくれる、金枝[image: ]同盟からはノーマークであろう学園トップクラスの実力者──そんな都合の良い方がそう簡単に……」

「ところがどっこい、いるんだなこれが」

　シルヴィアは携帯端末を取り出すと、手早くその相手にコールした。

「何より、彼女はこの件と無関係じゃないんだよ。できれば同行させてあげたい。たとえ事情を説明できなくとも……お、繋つながった」

　空間ウィンドウが開き、そこによく見知った顔が映し出された。

『──シルヴィアさん？　えっと、どうかしたんですか？』

　隣でクローディアが小さく「なるほど」とつぶやいたのがわかる。

「うん、ちょっとお願いがあるんだけど……聞いてくれるかな、美み奈な[image: ]とちゃん」

　　　　　　　　＊

　時刻は正午前。

　薄暗い通路を進みながら、ユリスは一度立ち止まって大きく深呼吸をする。

　少し先には眩まばゆい光に溢あふれたゲート。

　いよいよ。

　いよいよだ。

　これまでの長い日々を振り返りそうになり、すぐにやめる。

　今、そんな感傷はいらない。

　すべてはこの闘いが終わってからでいい。

　ユリスは改めて、一歩を踏み出した。

『来たぞ来たぞ来てしまったぞー！　大熱狂、大興奮、大喝采の今《王竜星武祭リンドブルス》もついに！　ついに！　ついに決勝戦！　数多あまたの強者たちを乗り越えて、東ゲートからこの最終最後のステージへ姿を現したのは、星せい導どう館かん学園の序列五位！　《魔女ストレガ》として技量は天下一品、国士無双！　変幻自在に炎の華を操る様は、まさしく《華焔の魔女グリユーエンローゼ》の二つ名に相応ふさわしい！　五回戦では界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんの序列二位《覇は軍ぐん星せい君くん》武ウー暁彗シヤオフエイ、準決勝戦ではタッグパートナーでもある星導館学園序列一位《叢むら雲くも》天あま霧ぎり綾あや斗とといった格上相手にも奮戦し、最後には勝利を掴つかみ取った不屈の薔ば薇ら！　史上二人目となるグランドスラムの資格を引っ提げて、いざ登場だ！　ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトー！』

　会場がうなりを上げるかのごとき大歓声。

　こうして《星武祭フエスタ》決勝の舞台へ向かうのはこれが三度目だが、今まで一番の激越を感じる。肌が焼けるのではないかと思うほどの熱、熱、熱。狂気のような興奮。空気の振動は、そのままこのシリウスドームを破壊してしまうのではないかというほどだ。

　ステージへ続くブリッジを進みながら、ユリスはただ真っすぐに前を見ていた。

　反対側の西ゲートからは、まだその姿は現れていない。

　今までは歓声に手を振って応えてやるだけの余裕もあったが、今日は、今回だけは別だ。

　この闘いはあくまでユリスとオーフェリアのもの──

（……いや、違うな）

　内心でそうつぶやき、首を振った。

　これがユリスとオーフェリアの闘いであることは間違いないが、ユリスの背中には綾斗が、仲間たちがいる。

　ユリスがステージへと飛び降りると同時に、ユリスの登場時を上回る轟ごう雷らいのような大歓声が荒れ狂った。

『そして！　そしてそしてそしてー！　西ゲートから姿を現したのは絶対王者！　なんと公式オッズは一・一倍！　圧倒的な支持を集めるこのディフェンディングチャンピオンは、入学以来公式非公式を問わずあらゆる闘いにおいて全勝無敗、完全無欠！　雪辱を胸に挑んだあの《戦律の魔女シグルドリーヴア》シルヴィア・リューネハイムですら届かなかった、至高の女王！　闘ったすべての相手を、その力でねじ伏せてきた最強の《魔女》！　その身から放たれる猛毒は、純星煌式武装オーガルクスさえも凌りよう駕がする！　相手がグランドスラムならば、こちらは史上初の《王竜星武祭》三連覇の資格を持っての登場です！　レヴォルフ黒学院序列一位！　《孤毒の魔女エレンシユキーガル》、オーフェリア・ランドルーフェンー！』

　それでもオーフェリアはいつもと変わらぬ悲嘆に満ちた顔、いつもと変わらぬ諦観に染まった足取りで、淡々とブリッジを歩み、ステージへと舞い降りた。

「来たか、オーフェリア」

「来たのね、ユリス」

　マイクを切って話しかけると、珍しくオーフェリアがすぐに応じてくれる。

「なんだ、少し昂たかぶっているのか？　おまえらしくもない」

「……そう。そうね、そうかもしれないわ」

　オーフェリアの紅あかい双そう眸ぼうが、ひたりとユリスを見据えた。

「正直に言って、あなたの運命がこれほどまでとは思っていなかった。まさか、私の運命の前に立てるほどだとは」

「はっ！　舐なめてくれるなよ、オーフェリア。私が今ここに立っているのは、運命などではない。実力だ」

　ユリスもオーフェリアの視線を真っ向から受け止めて、言い返す。

「私にとってはそこになんの違いもないわ。でも……いいでしょう。ならばその実力というものを見せてちょうだい」

　途端に、オーフェリアの裡うちで星辰力プラーナが爆発的に膨らんだ。

「──っ！」

　あまりにも圧倒的な、その力。

　こうしてオーフェリアと闘うのは四回目となるが、今までのそれとは比較にならないほどに力が高まっているのを感じる。ユリスも数多くの強敵と闘ってきたが、間違いなく最強の相手だ。

　わかっていた。わかっていたはずなのに。

　本能的に一歩下がりそうになって、踏ふみ止とどまる。

　それは虚勢だ。みっともなくも泥臭い執念がそうさせただけだ。

　だが。

「……もう一度言うぞ、オーフェリア。舐めるなよ」

「……」

　そのユリスを見て、オーフェリアは無言のままくるりと背を向け開始位置へと向かう。

　気が付けば、すでにステージは防護ジェルと防護障壁に覆われていた。

　間もなく、開始時刻。

　今頃、綾あや斗とたちは作戦を開始しているだろう。

　ならばユリスはやるべきことを──成すべきことを成すだけだ。

「私はすべてを取り戻す！　そのためにここに来たのだ！」

　オーフェリアの背中にそう声を掛けると、オーフェリアはこちらを振り向くことなく悲しみに彩られた声で応えた。

「いいわ。だったら私はすべてを終わらせる。そのために私はここにいるのよ」

　そして、機械音声が試合の開始を告げる。

『《王竜星武祭リンドブルス》決勝戦──試合開始バトルスタート！』


第六章　《聖せい槍そう》

　──アスタリスク地下ブロック。

　仄ほの暗ぐらい通路には一定の間隔で照明が設置されているが、とても十分な光量とは言い難い。その薄闇の中を、靴音を反響させながら走り抜ける影が三つ。

　先頭を走る影──綾あや斗とはそこでまた足を止めた。振り返らずに片手だけで背後の紗さ夜やと綺き凛りんを制し、じっと前を見つめる。

　目の前の通路は、少し先で三つに分かれていた。

　縮小したまま展開させ続けている空間ウィンドウを拡大すると、事前にクローディアから渡された地下ブロックの地図が現れる。現在位置と照らし合わせれば、ここは右の道を進むのが正着だ。

　しかし。

　急せく気を落ち着かせながら綾斗はゆっくりと目と閉じて、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの知覚拡充技術である〝識しき〟の境地で周囲を探る。

　すると通路と通路の中間部分──一見すると何もないただの壁のようだが、意識を集中してみれば確かにそこだけ万応素マナの流れが淀よどんでいた。

　綾あや斗とが《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》でその淀よどみを断ち切ると、すっと空気が軽くなったのがわかる。

　改めて地図を確認してみると、正しいルートは左の道だ。

「ふぅ……」

　綾斗が息を吐いて《黒炉の魔剣》を収めると、後ろに付く紗さ夜やがうんざりしたように言った。

「やれやれ……またか」

　綾斗たちが地下ブロックへ入ってから、すでに一時間以上。予定通りならば、とうに所定のポイント──《[image: ]武祭エクリプス》のステージへと続くエレベーターまで辿たどり着ついている頃だ。

　地下通路と排水路が網の目のように入り組んだ地下ブロックは確かに迷宮のようではあるものの、整備自体は行き届いており、本来地図さえあれば多少の時間はかかっても迷うような場所ではない。

　今のように正しいルートを誤認させるトラップが仕掛けられていなければ、だが。

　おそらくは……いや、間違いなく《ヴァルダ＝ヴァオス》の仕業だろう。こうしたトラップが岐路毎ごとに仕掛けられており、それに気が付かなかった当初綾斗たちは地下ブロックを右往左往させられたのだ。

「行こう……！」

　綾斗がそう言って走り出すと、紗夜と綺き凛りんもうなずいてから付いてくる。

　しばらくは一本道だ。気は抜けないが、今のような類たぐいのトラップはないだろう。

「い、急ぎましょう……！　もう決勝戦が始まってしまいました……！」

　綺凛の切羽詰まった声にちらりと時間を確認すれば、すでに時刻は十二時を回っている。

「大丈夫……！　あとはこの先の岐路を抜ければ、すぐに……！」

　そこまで言った次の瞬間、唐突に視界が開けた。

「え……？」

　思わず足を止め、周囲を見回す。

　そこは地下に似つかわしくない巨大なドーム状の空間だった。高さは十メートル、直径も五十メートル程度はあるだろう。《星武祭フエスタ》の大規模ステージには及ばないまでも、かなりの広さだ。

　無論、こんな空間は地図にはない。その証拠に無む理り矢や理り削り取られたような跡と瓦が礫れきの山が幾つも並んでいる。三階層にわたってくり抜いたのだろうか、見上げれば壁面あちこちに通路がぽっかりと口を開け、行き場を失った何本もの排水路からは止めどなく水が滝のように流れ落ちてきていた。

「これは……！」

　紗夜と綺凛もすぐに警戒態勢を取る。

「──やはり来ましたか」

　そこへ、怜れい悧りな声が響いた。

　通路の一つから現れた声の主は、黒い軍服に身を包んだ一人の少女──男装の麗人だ。聖ガラードワース学園序列五位にして《聖杯》こと純星煌式武装オーガルクス《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》の使い手、かつて綾あや斗ととも《鳳凰星武祭フエニクス》の決勝で鎬しのぎを削った《銀翼騎士団ライフローデス》チーム・ランスロットの《優騎士アグレステイア》。

「……パーシヴァル・ガードナー」

　紗さ夜やがぽつりと、その名をつぶやいた。

　今は金きん枝し[image: ]へん同盟の一員として動いており、綺き凛りんとは一度湖こ岸がん都市で戦闘になったと聞いてはいたが……。

「《[image: ]武祭エクリプス》のステージへ通じるエレベーターの内、現在も稼働しているものは三つ。そのいずれも、この場所を通らずには辿たどり着つけません」

　パーシヴァルが前に進み出ながら、淡々とそう語る。

　その右上には巨大な杯型の純星煌式武装が浮かんでおり、着々と輝きを増していた。

「そしてここから先は、一歩たりとも進むことは不可能です」

「時間がないんだ。無理にでも通してもらうよ」

　綾斗が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えると、紗夜はヘルネクラウムを、綺凛は雛ひいな丸まるを取り出して戦闘態勢を取る。

　パーシヴァルはこちらを見ていたが、その瞳は黒く淀よどみ何も映していないように見えた。その身にまとう雰囲気も、以前闘った時とはまるで違う。空虚で、がらんどうのようでいて、しかしその裡うちには暗い闇が蠢うごめいているような……。

「……綾斗」

　紗夜も気が付いたのか、くいっと綾斗の袖を引く。

「ああ、わかってる」

　おそらくは、あれも《ヴァルダ＝ヴァオス》の仕業だろう。人をここまで傀かい儡らいのようにしてしまうとは、おぞましいというより他にない。

「以前戦った時も様子がおかしかったですが、これほどでは……」

　警戒しつつも、綺凛は目の前の相手の様子を痛ましく感じているようだった。

「──私は銃であり、それ以外の何者でもありません。私は敵を討ち滅ぼし、その罪はすべて私にあります」

　パーシヴァルが目をつむり、まるで機械のごとく宣誓のような文言をつぶやく。

　そして目を開いた瞬間、黄金色の光が《贖罪の錐角》から放たれた。

「汝なんじらに、慈悲と贖しよく罪ざいの輪光を」

　触れるだけで人の意識を刈り取るその光を、綾斗は《黒炉の魔剣》で真正面から斬り下ろした。

「はああああああああああああああああ！」

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》がうなりを上げて光の奔流を受け止め、切り裂いていく。

　以前、同じことをした時には《黒炉の魔剣》に相当な負担をかけてしまったが、今や綾あや斗とはこの純星煌式武装オーガルクスを完全に使いこなしている。たとえ《聖杯》相手であろうと、力負けするつもりはなかった。

　やがて光が霧散し、綾斗はその残ざん滓しを払うように《黒炉の魔剣》を一振りしてからその切っ先をパーシヴァルに向ける。

「悪いけど、三対一だ。このまま突破する！」

　パーシヴァルは手て強ごわい相手だったし、綺き凛りんの話によれば《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦時よりも動きが良くなっていたということだが、それでも綾斗と綺凛、紗さ夜やの三人を一人で足止めできるほどではないだろう。

　何より《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》は強力ではあるが一度撃った後には一定のチャージ時間が必要だ。連射はできない。

　が、パーシヴァルは焦った様子もなく、すっと右手を上げて言った。

「……三対一ではありません。百対三です」

「っ！」

　その途端、あちこちの通路からわらわらと無数の擬形体パペツトが姿を現す。

「こいつらがヴァリアント……！」

　聞いていたように、見た目だけならアルディとそっくりだ。

　一体一体のスペックはアルディほどではないということだが、しかし──

「……この数はさすがにビックリ」

　綾斗と背中を合わせた紗夜も、ぎゅっと眉を寄せて周囲を見渡す。どうやらすでに完全に囲まれてしまっているようだ。

　となると、この空間は数に物を言わせて圧殺するために作られたとみるべきか。

　数えたわけではないが、パーシヴァルの言葉が本当ならばヴァリアントの数は百体。エルネスタが納品したのは全部で千体らしいので、実にその一割をここに待機させていたことになる。

「何なん人ぴとたりとも、ここから先へ進ませるわけにはいきません」

　群れなすヴァリアントの向こうから、パーシヴァルの声が響いた。

　同時に、ヴァリアントたちが一斉に手にしたハンマー型の煌式武装ルークスを構えて襲い掛かってくる。

「これは……！　ちょっと参ったな……！」

　振り下ろされるハンマーをかわしながら一体を斬り伏せ、その隙を突くかのように連係して攻撃してきた二体を蹴り飛ばす。防御障壁で防がれはしたものの、そこを足場に跳躍。空中で身を捻ひねりながら《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振るい、その二体の首を斬り飛ばした。

「どどーん……！」

　普段よりも若干気合の入った紗さ夜やの声と共にヘルネクラウムの光弾が炸さく裂れつするが、これは多重展開された防御障壁に阻まれてしまっている。

「ぐぬぬ……！」

　アルディの防御障壁ほど堅けん牢ろうではないが、複数の個体に共同で展開されると紗夜の火力をもってしても突破するのは厳しいようだ。ヴァリアント同士の連係も隙がない。それになんと言っても数が多すぎる。このまま紗夜や綺き凛りんと分断され、乱戦となってはこちらが不利だ。

〝識しき〟の境地を使って探ってみたところ、すぐ背後の……今綾あや斗とたちが通ってきた通路付近は包囲網が薄い。ここなら突破できるだろうし、狭い通路内で一体ずつ迎え撃つならばたとえ百体だろうと撃破することは可能だろう。

　だが、それでは時間がかかりすぎてしまう。

　今は一刻も早く《処刑刀ラミナモルス》の元へ辿たどり着つかねばならないのだ。

「……綾斗先輩、紗夜さん」

　すると、複数のヴァリアントをいなしながら駆け寄ってきた綺凛が囁ささやくような声でそっと言った。

「《芙ふ堕だ落らく》を使います。抜刀したら跳んでください」

「……っ」

　綾斗と紗夜は無言で目線を交わすと、小さくうなずいてみせる。

　それを見た綺凛は一歩前に進み出ながら雛ひいな丸まるを納刀し、代わりに右腰に吊つるしてあったもう一本の刀──日本刀型純星煌式武装オーガルクス《芙堕落》に手をかけた。

《芙堕落》の能力は剣気の貯蔵。それが貯たまっていない内はただのなまくらにすぎないが、剣気が蓄えられれば蓄えられるほどにその切れ味と威力を増すという。

　刀を納めた綺凛に、それを好機と判断したのか五体のヴァリアントがハンマーを振りかざしながら迫る。

「──参ります」

　短く綺凛がつぶやくと共に、綾斗と紗夜は全力で跳んだ。

　綺凛が《芙堕落》の鯉こい口ぐちを切ると、そこから銀色の光が溢あふれ出す。

　そして《芙堕落》を抜き放った刹那、綺凛を中心とした円状に銀ぎん閃せんが走り抜け、まるで時が止まったかのようにすべてのヴァリアントが停止した。

「これは……」

　綾斗と紗夜が着地すると、取り囲むヴァリアントたちの胴がゆっくりとずれていき、そのまま崩れ落ちて──一呼吸の後、次々と爆発していく。

　たった一いつ閃せんで、両断してのけたのだ。

　百体のヴァリアント、すべてを。

「すごい……」

　あちこちで爆炎が立ち上る中、紗さ夜やの口からも驚嘆の声が漏れる。

《芙ふ堕だ落らく》の刀身は光刃ではなく金属製で、薄く銀色の輝きをまとってはいるものの、完全に日本刀の形状をしていた。しかしそこに秘められている恐ろしいまでの力は、間違いなく《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を凌りよう駕がしているだろう。これだけの剣気があれば、斬撃を飛ばすことなど造作もないはずだ。

「なるほど……これが《芙堕落》。驚異的ですね」

　そこへ、爆炎の向こうから冷え冷えとした声が響く。

　現れたパーシヴァルの表情は彫刻のようで、眉一つ動いていなかった。その虚うつろな瞳が、ひたりと綺き凛りんに据えられる。

「やはりあなたがたは危険です。Ｄの判断は正しい。なんとしてでも、ここで排除しなければなりません」

「……この状況で、随分と余裕」

　紗夜はそう言いながらヘルネクラウムの銃口をパーシヴァルへと向けた。

「余裕……？　まさか。私は常に全力です。そうでなければ、贖しよく罪ざいにならないでしょう？　……ああ、ですが、そうですね。確かに以前の私は欺ぎ瞞まんに満ちていました。私は真に己の罪と向き合えていなかった。その罪も、今ここで贖あがないましょう」

　パーシヴァルの淀よどんだ瞳が見開かれ、その右手が高々と掲げられる。

　すると呼応するように、右上に浮かぶ《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》が形を変え始めた。杯を横に倒したような形状のそれが、カップの底の棘とげを取り巻くように細長く変化していく。

「あれはまさか……！」

　いち早く反応したのは紗夜だ。

　ヘルネクラウムの引き金を絞り、ほぼ無防備なパーシヴァル目掛けて撃ち放つ。

　狙いは完璧。轟ごう音おんと共に新たな大爆発が巻き起こり、その爆風があちこちで燃え盛るヴァリアントの残骸を吹き飛ばす。

　──が。

　パーシヴァルの姿はすでにそこにはなく、二階層上の通路にあった。

　その手には、鋭い棘を引き延ばしたような、どこか歪いびつな形状の槍やりが握られている。

（いつの間に……？　あの状態から紗夜の攻撃を回避したのか……？）

「ぐぬぬ……やはりあれが《聖せい槍そう》」

　紗夜が悔しそうにパーシヴァルを見上げながら、そうつぶやく。

「《聖槍》、ですか？」

　横に来た綺き凛りんが訊たずねると、紗さ夜やはパーシヴァルから視線を外すことなく続けた。

「《聖杯》……《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》には第二形態があるという眉唾物の噂うわさを聞いたことがある。それが《聖せい槍そう》。ウルム＝マナダイトには特性の公表義務があって、誰でも大まかな能力を知ることができる。そのデータを検証していたとある学者が、《贖罪の錐角》のウルム＝マナダイトは、適合率が一定値を超えると能力が反転するのでないか、という仮説を出したのが発端。もっとも、あくまで噂は噂。実戦に《聖槍》が出てきたことは一度もないし、私も本気にはしてなかったけど……」

　確かに《贖罪の錐角》に関しては《獅鷲星武祭グリプス》の際にかなり対策を練ったが、クローディアからも紗夜からもそんな話は出てこなかった。つまり、それだけ信しん憑ぴよう性せいが薄い話だったのだろう。

「能力の反転というからには、攻撃内容が変化するのでしょうか……？」

《贖罪の錐角》の能力は『抜魂』。一切の物理的攻撃力を持たない代わりに、触れただけで意識を刈り取る光を放つ。その反転ということは──

「──裁きの光よ、貫け」

「っ！」

　パーシヴァルがその場で《聖槍》を薙なぐと、まるでレーザー光線のように光が放たれ綾あや斗とたちを襲う。

　三人ともとっさに回避するが、光は容易たやすく床面を貫き吹き飛ばした。

「なるほど、反転か」

　光が物理的な攻撃力を持つようになったということだろう。

　とはいえ、それならそれで対応のしようはある。むしろ、ただの武器になっただけ厄介な部分が減ったとさえ思えた。

　次の瞬間までは。

「綾斗先輩、危ない！」

「なっ……!?」

　光線を回避した綾斗の着地を狙うかのように、パーシヴァルが一気に間合いを詰めてくる。その尋常ならざる速度に、綾斗は危うく腹部を刺し貫かれそうになった。

　電光石火の突き。

　しかもそれが連続で繰り出される。

「この疾はやさは……！」

　しかも、一撃一撃が異様に重い。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で受け、弾はじいてなお、体勢を崩されてしまう。

　膂りよ力りよくではない。いや、それもあるのだろうが、おそらく純星煌式武装オーガルクスの──《聖槍》の出力が段違いなのだ。

（《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》をここまで押し切る出力だって……!?）

「──裁きの光よ、弾はじけろ」

「ぐぅ……！」

　回避したと思った一撃だったが、瞬間的に膨れ上がった黄金色の光に吹き飛ばされ、地面に叩たたき付けられそうになったところをなんとか着地する。

　強い。

　それも脅威的に。

　月華美人クイーン・オブ・ザ・ナイトを使った状態のユリスほどではないが、少なくとも〝式しき府ふ混こん交こう〟を使って合一した魏ぎ嶽ごくと同等クラスかそれ以上と見て間違いない。

　かつて《獅鷲星武祭グリプス》で闘った時のパーシヴァルとはまるで別人だ。

「──裁きの光よ、穿うがて」

　更に《聖せい槍そう》から黄金色の光が弾丸のように細かく無数に発射される。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術──矢や汰た烏がらす！」

　綾あや斗とはそれを《黒炉の魔剣》を振るって迎撃するが、パーシヴァルは光弾を放ちつつ、《聖槍》を構えた。

（まずい……！　この一撃は回避できない……！）

「綾斗っ！」

　紗さ夜やの悲痛な声が響く中、パーシヴァルの突きが綾斗の喉元に迫り──

「はぁっ！」

　間一髪のところで、割って入った綺き凛りんの《芙ふ堕だ落らく》が《聖槍》を受け止めていた。

「綾斗先輩、紗夜さん！　行ってください……！」

　パーシヴァルと鍔つば迫ぜり合あいをしながら、綺凛が絞り出すような声で言う。

「無む茶ちや！　そいつの相手は私たち三人でようやく……！」

「わたしたちの目的は、この方に勝つことではありません！」

　紗夜の言葉を遮るように、綺凛が叫ぶ。

「綾斗先輩たちには、やるべきことがあります！　ここはわたしに任せてください！」

「……っ」

　綾斗はその綺凛の覚悟に、喉元まで出かけていた言葉をぐっと飲み込んだ。

　綺凛の言葉は正しい。

　綾斗たちは《処刑刀ラミナモルス》を倒し、その暴挙を止めるためここへやってきた。

　無論、綾斗と綺凛、紗夜の三人で戦ったほうが勝つ見込みは高くなるだろう。だが、それでも無傷でとはいかないだろうし、時間をかければかけるほど作戦は失敗に近づいてしまう。そして三人で挑んでもなお、このパーシヴァルを時間をかけずに倒すことが難しいのは明白だった。

「大丈夫です……！　それに、あの時だってわたしはちゃんと勝ったでしょう？」

　一瞬だけ綺き凛りんが綾あや斗との顔を見て、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

　それは《獅鷲星武祭グリプス》準決勝戦、武ウー暁彗シヤオフエイと闘った時のことだ。

　綾斗と綺凛、二人掛かりでもまるで及ばなかったあの《覇は軍ぐん星せい君くん》に、綺凛はとんでもない成長速度で対応し、ついには勝ってしまった。

「……わかった」

　こうなれば、綾斗もあの時と同じように答えるしかない。

「行こう、紗さ夜や！」

「うー、でも……ぐぬぬ……！　仕方ない！　綺凛、ここは任せた！」

　紗夜はそれでも納得し切れない様子だったが、奥歯を噛かみながらもそれだけ言って綾斗と共に駆け出した。

「──行かせるわけにはいきません」

　パーシヴァルが綺凛を撥はね除のけ、《聖せい槍そう》の切っ先を綾斗たちに向ける。

　黄金色の光が輝きを増し、光の奔流が放たれようというその寸前で、横よこ薙なぎの斬撃がパーシヴァルを壁まで吹き飛ばした。

「っ！」

　壁に叩たたき付けられたパーシヴァルに、綺凛は《芙ふ堕だ落らく》を正せい眼がんに構えながら言い放つ。

「聞こえませんでしたか？　あなたの相手はわたしです」

　　　　　　　　＊

　──一年半前。

「さて、彼女を仲間に引き入れたいということだが……ふむ。珍しいね、君からそんな提案が出るとは」

　マディアスは空間ウィンドウに映し出されたパーシヴァルの顔を見ながら、考え込むように顎をさすった。

　飛行船での会合。

　こうして金きん枝し[image: ]へん同盟の面々が顔を合わせるのは、それなりの案件を話し合う時に限られる。

「以前、我が范フアン星露シンルーを勧誘した際にはあれほど反対したのにどういう風の吹き回しだ？」

　ヴァルダがディルクを見ながら、首を傾かしげる。

　皮肉ではなく、単純な疑問なのだろう。そうだとわかっていても、腹は立つ。

「仲間じゃねえよ。あくまで駒としてだ」

　ディルクは苛いら立だちを隠すことなくそう言うと、頬ほお杖づえを突いてヴァルダを睨にらんだ。

「だが、この駒は希少で有能だ。多少の手間をかけてもいいくらいにはな」

「多少の手間、ねぇ……」

　一方で、マディアスのほうは明らかに何かを含んだ物言いだ。

「……何が言いたい？」

「いや、そこまでしてまで欲しい人材かと思ってね」

　ディルクの射殺すような視線を受けて、マディアスは大げさに肩を竦すくめる。

「ガラードワースの序列五位で、《聖杯》の使い手。精確な射撃技術に、フェイクを見破る特異な眼め、後衛としての完璧な立ち回り……なるほど確かに優秀だ。《優騎士アグレステイア》の二つ名に相応ふさわしいと言える。だが──わざわざ抱き込むほどかと言えば、どうかな？」

「我も同感だな。パーシヴァル・ガードナーの能力は疑いようもないが、この程度でいいならば他にもいよう。駒に使うとしても、これである必要がない」

　概おおむねの予想通り、二人は否定的だった。

　とはいえ、それも仕方がない。ガラードワースでのパーシヴァルは、チームの一員としての役割に徹している。どの試合映像を見ても、《冒頭の十二人ページ・ワン》としては相応の実力者ということは一目で判断できよう。だが、そこまでだ。

「ふん、どいつもこいつも見る目のねえぼんくら共ばかりだな」

　ディルクは嘲るように言うと、二人の端末にデータを送った。

「これは……？」

「アレが《研究所》時代、オレのチームにいた頃のデータだ」

　しばし、二人はそのデータに目を通す。

「ほう、デザイナーチャイルドのイレギュラーか。興味の惹ひかれる題材ではあるものの、やはり突出したものではないようだが？」

　先に口を開いたのはヴァルダだったが、その答えにディルクはこれ見よがしに溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ……所詮てめぇは純星煌式武装オーガルクスだな。人間の本質ってもんが見えてねえ。わからねえなら少し黙ってろ」

　対してマディアスは今しばらく黙ったまま空間ウィンドウを見つめていたが、やがて顔を上げてにやりと笑う。

「……ははぁ、そういうことか」

　さすがにこちらは気が付いたらしい。

「実際、このデータを見る限りガラードワースに来てからの彼女のイメージとそう大差はない。その卓越した射撃能力を活いかしてチームを後方から支える優秀なバックアップ要員といったところだろう。しかし、それはおかしい」

「？　どこがだ？」

「なに、至極単純な話だよ」

　未いまだにわかっていないヴァルダに、マディアスはまるで子どもを導く教師のように優しく説明する。

「いいかい、このデータによれば《研究所》のデザイナーチャイルドとやらは、遺伝子操作によって《星脈世代ジエネステラ》と同等のスペックを持った人間を作り出そうという試みだ。そして、彼女はその過程で偶然にも遺伝子操作された《星脈世代》として生まれてきた」

「それはわかっている。だからこそ、パーシヴァル・ガードナーは他のデザイナーチャイルドと違って優れた身体能力と……」

　そこまで言いかけて、ヴァルダがはっとディルクを見た。

「ふん、ようやく気が付いたかよ」

「旧時代の技術である遺伝子操作によって強化された《星脈世代》など、おそらく世界で彼女ただ一人きりだろう。それは素晴らしい身体能力を持っているはずだ。なのに彼女は、なぜ射撃武器を使った後衛に徹しているのか？」

　そう。

　つまるところ、パーシヴァル・ガードナーという女の本領は近接戦闘なのだ。

　その資質がどれだけのものなのかは、あの実戦テストでロドルフォ・ゾッポを相手にして生き残っただけで十分察することができるだろう。

「待て。では、パーシヴァル・ガードナーはディルクのチームでもガラードワースでも、一度も全力を出していないということか？」

「いいや、残念だがそうじゃねえ」

　ヴァルダの問いに、ディルクは首を横に振って答える。

「アレは自分のチームの仲間が全滅したことがトラウマになってやがってな。以来、近接戦闘を忌避するようになりやがった。どれだけ脅そうが、宥なだめすかそうが、まったく聞き入れやしねえ」

　自身のチームに勧誘したディルクにとってもそれは大きな誤算だった。後衛でも十分に優秀な駒ではあったものの、その身体スペックを無駄に眠らせておくのは惜しいと当時は常々思っていたものだ。

　だが、今なら。

「ヴァルダ、てめぇならそのあたりをどうにかできるだろう？」

「……多少の手間とはそのことか。勝手に我を当てにされても困るが」

　呆あきれたようにヴァルダがぼやくが、否定しないということは可能なのだろう。

「それで、こちらに引き込む手立てはあるのかね？」

「ってことは、あんたはこの案に賛成ってことでいいんだな、マディアス？」

「ああ。人手不足なのは間違いないし、上う手まくいけば何かあった時の面白い隠し玉になりそうだ」

「そうか。なら引き込むのはオレがやる。なんの問題もねえよ」

　パーシヴァルの願いは大方《研究所》を潰したいといったところだろうが、たとえ《星武祭フエスタ》で優勝したところでそれは敵かなわない。より正確に言えば潰すこと自体は叶かなうだろうが、後継の組織が新しくできるだけだ。

　そこを突けば、いくらでも懐柔できる。少なくとも話を聞く段階までは持っていけるだろう。あとはヴァルダがいるのだからどうとでもなる。

「我の負担が増えるのは望みではないが、悪くない人材らしいことは認めよう。条件付きの賛成といったところか」

　ヴァルダもあまり乗り気ではないようだが、折れたようだ。

「条件ってのは？」

「今のパーシヴァル・ガードナーの戦闘能力が不明瞭だ。そこが明確にならねば全面的な賛成はできない」

　まあ、もっともな意見だ。

「そこはてめぇが自分で試すなり好きにしろ。ただ、オレの見立て通りなら──」

　ディルクはそこで一拍置いてから、正面でいつものように余裕の笑みを浮かべている男の顔を見て言った。

「あいつは今のあんたより強いかもしれねえぜ？」

　　　　　　　　＊

「くぅ……っ！」

　神速とも言えるパーシヴァルの突きを、なんとか《芙ふ堕だ落らく》でいなす。

　刃やいばを返し、反撃しようとした時には、すでにパーシヴァルは綺き凛りんの間合いから離れていた。

　更にその右手に握られた《聖せい槍そう》の先端が輝いたかと思うと、綺凛の足元から間欠泉のように黄金色の光が立ち上る。

「──裁きの光よ、昇れ」

　綺凛は走りながらそれを回避するが、その後を追うように光の柱が何本も噴き上がり、綺凛が大きく跳んで二階層部分の通路へ降り立ったところでようやく止まった。

「はぁ……はぁ……！」

　わかってはいたが、強い。

　以前、湖こ岸がん都市で戦った時とはまるで別物だ。

　まず、速度が絶望的なまでに違う。《獅鷲星武祭グリプス》で暁彗シヤオフエイと闘った時ですら、これほどまでの差は感じなかった。とにかく桁違いに疾はやい。星辰力プラーナを介して行動を予測する綺き凛りんの目がなかったら、とっくにあの《聖せい槍そう》に貫かれているだろう。攻撃動作や防御技術がどうこうという話ではなく、単純に見ている世界が違うのだ。

　そして、《聖槍》が放つ黄金色の光。《聖杯》形態時と違って一撃で意識を刈り取られることはないのだが、その代わり攻撃形態は多岐にわたるし威力も高い。綾あや斗とくらいの星辰力があれば耐えることもできるだろうが、綺凛では一撃もらったらほぼアウトだろう。

（だからといって、ここで引くわけには……！）

　綺凛は気合を入れ直すと、ヴァリアントの残骸があちこちで燃え盛る床を左右に飛び交いながら、パーシヴァルへと迫る。

「せいっ！」

　綺凛が放った斬撃を、パーシヴァルは《聖槍》で受け止めた。それも刃やいばの腹ではなく、先端で。上段からの斬り下ろし、下段の払い、そして突きまでもが、すべて同じように切っ先で止められてしまう。以前戦った時には銃撃で綺凛の太刀をさばいてみせたパーシヴァルだが、それを凌りよう駕がする驚異的な精密動作だ。

　パーシヴァルの目はあらゆる真しん贋がんを見抜き、そのため刀とう藤どう流の奥義である〝連れん鶴づる〟が通じない。フェイントの効果がない以上、正面から全力で行くしかないわけだが──

「──裁きの光よ、吹ふき荒すさべ」

　黄金色の光が突風のように渦を巻き、とっさに《芙ふ堕だ落らく》で防御した綺凛を弾はじき飛ばす。

　こうして否いや応おうなく間合いを崩されると、綺凛としては打つ手がない。

「はっ！」

　試しに間合いの外から剣気を放ってみるが、あっさりと回避されてしまう。

　まあ、それはそうだろう。斬撃を飛ばせるといっても、そうとわかっていればただの飛び道具だ。よほど上う手まく活用するならばともかく、今のパーシヴァルに通用するような技ではない。

「──裁きの光よ、追え」

　すると《聖槍》から幾いく条すじもの光の帯が発射され、綺凛を襲う。

　走って回避しようとするが、それらは空中で軌道を変えると逃げる綺凛を追ってきた。

（追尾してくる……!?）

　紗さ夜やのヴァルデンホルト改が放つホーミングブラスターに近いだろうか。

　仕方なく足を止め《芙堕落》で斬り払うと、その隙を突くように一瞬でパーシヴァルが間合いを詰めてくる。喉、心臓、鳩尾みぞおちと急所を的確に狙った鋭い連続突きをなんとか凌しのぎ、綺凛がいざ反撃と踏み込もうとしたところで、しかしパーシヴァルはすっと下がってしまう。

「……っ！」

　これがパーシヴァルの基本戦術だった。

《聖せい槍そう》の能力を自在に操って自分に有利な距離と状況を作り上げ、機を見て一気に近接戦闘で押し込んでくる。そして決して深追いはしない。堅実で付け入るところのない厄介な戦法だ。

（それでも、チャンスがないわけじゃない……！）

　総合的に見ればパーシヴァルは圧倒的に格上の相手だが、綺き凛りんが勝っている部分がないわけではなかった。

　第一に、技術だ。パーシヴァルはガラードワース流の槍術を使うようだが、熟練した技とは言い難い。無論、その一撃一撃は精確で力強く、恐ろしいまでの速度ではあるものの、修練を重ねたそれではなかった。術理を理解しているからできる、というレベルのものだ。かつての綺凛ならばいざ知らず、技のなんたるかを知った今の綺凛ならば怯ひるむことなく技量で対応できる。

　もう一つは、《芙ふ堕だ落らく》の存在だ。本来、剣気を一ヵ月も貯蔵すれば四色の魔剣とも渡り合えると言われた純星煌式武装オーガルクスである。四ヵ月分の貯蔵を開放した今の状態であれば、どれほど強力な純星煌式武装相手でも押し負けることはない。

　パーシヴァルがこれほどの力を持ちながら近接戦闘で強引に仕留めに来ないのは、この二点を警戒してのことだろう。

（とはいえ……）

「──裁きの光よ、切り裂け」

　パーシヴァルが《聖槍》を振るうと、今までとは比較にならない速度の光線が一いつ閃せんした。

　転がるようにして回避したが、すぐ頭上の壁面がざっくりとえぐれている。

　その光線が、パーシヴァルが《聖槍》を振るう度、連続して何度も何度も放たれる。

「はぁ、はぁ……！」

　一瞬でも気を抜けば両断されてしまう攻撃を避け続け、さすがに息が上がってきたが、パーシヴァルのほうはまるで呼吸を乱していない。

（これじゃ、そのチャンスを狙うのも難しい……！　機会は精々、一度か二度……！）

　必死で光線を回避し、時には《芙堕落》で防ぎながら、とにかく耐えて機をうかがう。

　──と。

　綺凛の動きが鈍ってきたと見たのか、パーシヴァルが再び間合いを詰めてきた。

　パーシヴァルは斬撃よりも刺突を多用する。ならば、おそらく今度も突きがくるだろう。

　綺凛の千里眼をもってしても、予測後に動いていては間に合わないタイミング。選択を外せば、綺凛に待っているのは死だ。

　だが、それくらいの覚悟もなしに勝てる相手ではない。

　突きの軌道は一点。綺凛は避けるのではなく敢あえて前へ踏み込み、半身をズラしながら《芙ふ堕だ落らく》を斬り上げる。

「……！」

　ほぼ同時に《聖せい槍そう》が脇腹を掠かすめていったが、浅い。

　もっとも、綺き凛りんのほうもそこまでの手応えはなかった。パーシヴァルも瞬時に上体を捻ひねって回避していたのだ。その身にまとう軍服がざっくりと切り裂かれて地に落ちるが、露あらわになったパーシヴァルの引き締まった体たい躯くには、その腹部に薄うっすらと赤い線が走るのみだった。

（あの状態から避よけるなんて……）

　距離を取りつつ、綺凛は改めてパーシヴァルの身体能力に舌を巻く。

「……」

　一方でパーシヴァルはその黒々とした目で自分の腹部を確認した後、ゆっくりと綺凛を見た。そこに動揺は一切読み取れない。

「なるほど。どうやら私の見立てはまだ甘かったようです。なら、ば、しか、仕方ありません……」

「……？」

　ふいに、パーシヴァルの口調が乱れる。ただ、あくまで表情は固まったかのように変わっていない。

　が、綺凛にはそれを訝いぶかしんでいる余裕はなかった。

「──さ、裁きの光よ、漲みなぎれ」

　右手を背後に大きく引くように構えた《聖槍》から、尋常ではない量の光が膨れ上がっていく。

　まずい。

　あれはまずい。

　綺凛はふいに湧き上がった本能的な恐怖を抑え込みつつ、大きく上へと跳んだ。

「《聖槍》──発射！」

　突き出された《聖槍》から、《聖杯》が放つそれと同じような黄金色の奔流が撃ち出される。

　綺凛はその直前、天井を蹴ってなんとかその一撃をかわしたものの、余波だけで吹き飛ばされ、受け身も取れず背中から地面に打ち付けられた。

「かは……っ！」

　だが、そんな綺凛の目に飛び込んできた光景が、痛みをどこかへやってしまう。

　空中にいる綺凛を狙って撃ち出されたその光は、地下ブロックの階層をすべて貫通して地上まで届き──その先の空を覆う曇雲をも貫いていたからだ。

　信じ難い破壊力。

　そして更に信じられないような光景が、綺き凛りんを待っていた。

「──裁きの光よ、漲みなぎれ」

「なっ……!?」

（第二射……!?）

　いくらなんでも早すぎる。

　パーシヴァルが先ほどと同じような構えで《聖せい槍そう》を構え、先ほどと同じように黄金色の輝きが増していく。

（駄目だ……！　この体勢からじゃ避よけられない……！）

　次の瞬間、《聖槍》から放たれた光の奔流が綺凛を飲み込んだ。

　　　　　　　　＊

「……《聖杯》の第二形態について？」

　レティシア・ブランシャールは紅茶を口に運びながら、眉根を寄せた。

「聞きたいことがあるというから来てみれば、突然なんですの？」

　聖ガラードワース学園の生徒会室。

　レティシアが生徒会の副会長として仕事に務めていたのは過去のことで、今は新しい生徒会長の下、新しい生徒会のメンバーが仕事に励んでいるはずだ。

　その新しい生徒会長であるエリオット・フォースターが、執務机の向こうで困ったように笑っている。

「いえ、もちろんデータについては僕も目を通してはいます。ですが、それだけではわからないことも多くて……」

「パーシヴァルのことで何かわかったのかしら？」

　現在失踪中であるその大切な仲間は、《聖杯》の使い手だ。このタイミングで《聖杯》に関して知りたいというのならば、無関係ということはないだろう。

　来客用のソファから探るような視線を向けると、エリオットは静かに首を横に振った。

「いえ、そういうわけではないのですが、レティシア先輩はガードナー先輩と仲が良かったでしょう？　何か手掛かりに繋つながるようなことがあればと」

「……」

　嘘うそか本当かは、読み取れない。どうやらそれなりに腹芸も身に着けつつあるようだ。

　生徒会長を継いだばかりの頃はいかにも気が逸はやっていてどうなることかと思ったが、少しはその椅子に座るに相応ふさわしい成長を遂げているらしい。

「ま、いいですわ。確かに私はパーシヴァルがこの学園に買われてきた当時から面倒を見ていましたし、他の面々よりはよく知っているつもりですから」

　まず思い出すのは、初めて顔を合わせた時の、あの摩耗し切った顔だ。心は擦り切れ、感情は死んだようで、それでいてずっと後悔に苛さいなまれているのが一目でわかった。

　データによれば《研究所》では《悪辣の王タイラント》ディルク・エーベルヴァインの下で働いていたというのだからさもありなん。何より同じデザイナーチャイルドの仲間を助けられず、自分一人が生き延びてしまったことで、自分を責め続けているのだろう。

　だからこそ、《聖杯》の使い手候補としてガラードワースが買い取ったのだが。

「ガードナー先輩は、《聖杯》の第二形態を扱えたのでしょうか？」

「まさか」

　その愚問を、レティシアは一蹴する。

「《聖杯》の、《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》のデータを見たなら、あなただって知っているでしょう？　あれの第二形態、《聖せい槍そう》はあくまで理論上のものでしかありませんわ」

「……そう、ですよね」

《聖杯》は強力だが非常に扱いが難しい純星煌式武装オーガルクスだ。心に強い罪悪感を持った者でないと、高い適合率が出ない。その罪悪感を持ち続けること、贖しよく罪ざいに苦しみ続けることこそが代償であり、これに耐えられる者のみがあの『抜魂』の光を操ることができる。

「確かに理論上、適合率が九十八パーセントを超えれば《聖槍》の展開は可能です。ですが、人はそれほどの罪悪感に耐えられませんの」

「耐えられない、とは？」

「罪悪感とはある種の自罰感情を含みます。その罪悪感が極まった時、人はどうすると思います？　──自死を選ぶのですわ」

「っ！」

　贖罪とは、突き詰めてしまえば個人の主観の問題だ。社会的な罪は刑罰で清算することが可能であるし、客観的にも被害者が許しを与えれば区切りになろうが、それと自分自身を許せるかは別の問題となる。何も償わずに自らの罪を忘れ去ることができる者、そもそも罪を自覚しない者もいる反面、他者から許されたとしても自らの咎とがを背負い続ける者もまた存在する。

　そうした者にしか《聖杯》は扱えず、同時にそうした者だからこそ《聖槍》を使うことはできない。九十八パーセントの適合率を出すまでに高まった罪悪感は、自らの死をもって償おうとするからだ。

「《聖槍》形態になった《贖罪の錐角》は、他の一級線の純星煌式武装と比較しても異常なくらいの出力になるようです。それは、《聖槍》の能力が求める代償がそれだけ重いことを意味していますわ」

「《聖槍》の能力というと、裁きの光……物理的な干渉力を持たない《聖杯》の光が反転して、極めて高い破壊力を持つようになるというあれですよね？」

「ええ。贖しよく罪ざいを求める者にそれを与えるのが《聖杯》で、裁きを求める者にそれを与えるのが《聖せい槍そう》……そして《聖槍》の力を使えば使うほど、使い手は更なる罪悪感に苛さいなまれる。試算では《聖槍》の力を一度でも使えば、その場で舌を噛かみ切ってしまうくらいに希き死し念ねん慮りよが高まるとされていますわ」

　言い換えてしまえば、《聖槍》の代償は死そのものということになる。

　それだけの代償を払うのだから強力なのも当然だろう。

　使い手が存在し得ないという事実を無視すれば、だが。

「……」

「どうかしまして？」

　ふいに考え込んだエリオットにそう訊たずねると、どこか不安そうな顔でレティシアを見る。

「だったら……もし外部からそうした希死念慮を抑え込むようなことが可能だとしたら、どうでしょうか？」

「統合企業財体の精神調整プログラムのような？　無理ですわ、そんなこと」

　レティシアはその言葉を一笑に付した。

「あれは望むままに精神を改造するようなものではありませんもの。よしんばできたとしても、罪悪感を薄める程度が関の山でしょう。それでは意味がありません」

　罪悪感が薄まれば希死念慮はなくなるだろうが、そうすると今度は《聖槍》を使うこと自体ができなくなる。

《星脈世代ジエネステラ》の耐性を超えて罪悪感を保ったまま希死念慮だけを抑え込むなど、精神干渉系の能力者でも不可能だ。

　それこそ、純星煌式武装オーガルクスほどの出力があれば別かもしれないが。

　もっとも──それは使用者にとって地獄のようなことであろう。

　死をもって償わなければならないほどの罪悪感を常に抱えたまま、それに苛まれ続けなければならないのだから。

「そう、ですよね……すみません、変なことを言ってしまって」

　エリオットは立ち上がると、そう言って謝った。

「ありがとうございます、参考になりました。ガードナー先輩は、僕たちが必ず見つけ出しますので──」

「……私、あの子に《聖杯》を使わせるのは反対でしたの」

　思わず、ぽつりとそう漏らす。

《聖槍》に至らずとも、《聖杯》は使い手に試練を強いる純星煌式武装だ。パーシヴァルは覚悟の上で自らそれを手にしたとはいえ、やはりあのような心が摩耗した人間が使うべきものではない。

「まあ、上の意向に逆らえなかった私の言えたことではありませんけど」

　それでもパーシヴァルは生徒会で仕事に励み、チーム・ランスロットの一員として日々を過ごす中で、ガラードワースに買われてきた当初よりも随分と明るく、人間らしくなっていった。少なくとも、レティシアにはそう見えていたのだが──

「まったく……あの子は今、どこで何をしているのかしらね」

　レティシアはすっかり冷めてしまった紅茶を一口飲むと、重い溜ため息いきを吐ついた。

　　　　　　　　＊

「ぐ、ぅ……！」

　綺き凛りんが頭を振って目を開くと、周囲は崩れた瓦が礫れきに覆われていた。

　一瞬ではあるが、意識が飛んでいたらしい。

（確か……光の奔流を《芙ふ堕だ落らく》で受け止めて……）

　回避できないと判断した綺凛は、綾あや斗とがやっていたように真正面から《聖せい槍そう》の光を斬り伏せようとしたのだ。そして直撃こそ免れたものの、その威力に圧おされたまま壁を突き抜けて吹き飛ばされ、それから──

「っ！」

　綺凛は瓦礫を撥はね除のけ飛び起きると、薄闇を裂くようにパーシヴァルが襲い掛かってきた。鋭い突きが、寸前まで綺凛が倒れていたそこに突き刺さる。

「やはり、ま、まだ、生きていますか」

　壊れた人形のように、ギリギリと首を回して綺凛を見たパーシヴァルの瞳は、先ほどよりも深く淀よどんでいるように見えた。

　一ひと先まず《聖槍》が穿うがった穴から飛び出して、再度広間にまで戻る。

　同時にダメージを確認すると、肋ろつ骨こつが幾本か折れているようだったが、幸いにも両手足は無事だった。裂傷や打撲は数えきれないものの、深手はない。

　これなら、まだ戦える。

「……よし！」

　あの光の奔流に対する術は何も思いついていないが、まだ負けたわけではないし、たとえ勝てないからと言ってここで諦めるわけにはいかない。

　綺凛は《芙堕落》を正せい眼がんに構えると、ゆっくりと穴から出てきたパーシヴァルを待つ。

「し、しぶとい、ですね……」

　パーシヴァルはその黒々とした眼めで綺凛を見据えると、再び《聖槍》を引くように構えた。

　またあの光の奔流がくる。

　当然だ。あの威力の攻撃を連射できるのであれば、それをしない理由がない。

「──裁きの、光よ……み、なぎれ」

（ベストは回避……でも、避よけ切れるとは限らない……ならば！）

　綺き凛りんはやや足を広げて腰を落とし、その一撃を待ち構える。

　先ほどはとっさの判断で不完全な態勢だった。

　今度は自らの意思で、真っ向勝負だ。

　気構えが違う。

「《聖せい槍そう》、発射……！」

　黄金色の光が《聖槍》から溢あふれ出すように放たれ、奔流となって綺凛を襲う。

「てやああああああああああああああああああああああああああ！」

　気合と共に振り下ろした《芙ふ堕だ落らく》の切っ先が、銀色の輝きを振ふり撒まきながらその光を抑え込む。《芙堕落》の刀身が震え、それを支える綺凛の腕が軋きしみ、踏ん張る足元が陥没する。

　拮きつ抗こうする力と力。

　金と銀の輝きが互いに一歩も引かずにせめぎ合い、そして──

「せぇいっ！」

《芙堕落》が振り下ろされると同時に、金色の奔流は霧散した。

（やった……！）

　力比べは綺凛と《芙堕落》の勝ち──しかし。

「もらい、ました」

「しまっ──！」

　光が掻かき消えたその時には、すでに眼前にパーシヴァルが迫っていた。

《聖槍》の能力で自分の有利な状況を作り出し、機を見て近接戦闘で仕留める……それがパーシヴァルの基本戦術。わかっていたはずなのに。

《芙堕落》を引き戻していては間に合わない。

　とっさに身体からだを捻ひねって回避しようとするが、パーシヴァルはそれを見越していたかのように突きではなく袈け裟さ懸がけの斬撃を放っていた。

　右肩から左脇腹まで、ざっくりと斬り裂かれる。鮮血が噴き出し、足元がよろめいたが、それでも力を振り絞ってパーシヴァルの追撃を逃れるように大きく背後に跳ぶ。

「ぐ、ぅ……！」

　常人であれば致命傷であろう一撃。《星脈世代ジエネステラ》であっても、この出血では遠からず動けなくなるだろう。満足に動けるのは、あと五分もないはずだ。

　そんな綺凛を無表情に見つめるパーシヴァルが、《聖槍》を構える。

　──右手を大きく背後に引くようにして。

（緩みはなし、か……）

　この状態であの光の奔流を受けきれるとは思えない。

　万事休すかと思われたその時、ふいに綺き凛りんは気が付いた。

「──裁きの、ひ、光よ……漲みなぎれ」

　一切表情を変えないパーシヴァルの顔、その黒々と淀よどんだ瞳から、一ひと条すじの涙が零こぼれていることに。

「──っ！」

　刹那、綺凛の中にかつてない怒りが燃え上がった。

　なぜ気がつかなかったのだろうか。

　パーシヴァルはずっと苦しんでいたのだ。

　あの冷たい無表情の奥で、ずっと、ずっと、ずっと。

　今のパーシヴァルが、本当に自らの意思で望んで戦っているようには決して見えない。

　それはわかっていたはずだ。綾あや斗とも一目見て気が付いていたというのに。

　この怒りは、パーシヴァルをあのようにした者たちへの怒りであると同時に、それを見逃していた自分自身への怒りだった。

　奥歯を噛かみ締しめ、己の至らなさと不ふ甲が斐いなさを恥じる。

　そして──決意した。

「《聖せい槍そう》……発射！」

　光の奔流が放たれる。

　が、綺凛はその直前に跳んでいた。上ではなく、横──壁面に。

　円を描くように壁を駆け抜ける綺凛を、光の奔流が追いかけてくる。

　綺凛は壁面から天井へ跳び移り、そこから更にパーシヴァルを跳び越すようにしてその背後へと着地した。

「──参ります！」

　全力で《芙ふ堕だ落らく》を一いつ閃せんすると、それを《聖槍》で受けたパーシヴァルが押し負けるようにしてたたらを踏んだ。

　そのまま畳みかけるように上段、下段と斬り掛かるが、パーシヴァルもさるもの、すぐに対応してことごとく受け、さばいてくる。

　やはりパーシヴァルは強い。敬意を払うに値する使い手だ。

　だからこそ、許せなかった。

　今まで綺凛は多くの強敵と闘ってきた。綾斗やアルディ、暁彗シヤオフエイ──その中にはフローラを誘拐した影使いの《魔術師ダンテ》やギュスターヴ・マルローのような卑劣漢もいた。

　だが、これほどまでに強い怒りを覚えたのは初めてだ。

　それは、尊厳の冒ぼう涜とくだった。

「はああああああああああああああああああ！」

　綺き凛りんの斬撃が速度を増す。

　それでもなお、パーシヴァルは綺凛の猛攻を受けきっていた。

　──ならば、どうする？

　綺凛は《芙ふ堕だ落らく》を片手持ちにすると、一瞬で左の腰に差した雛ひいな丸まるを抜き放った。

　右手に雛丸、左手に《芙堕落》。

　本来、刀とう藤どう流に二刀を扱う術理はない。

　だからこれはあくまで綺凛が自ら編み出し、研けん鑽さんを重ねてきたものだ。

　かつてギュスターヴの竜[image: ]兵ドラゴントウースウオーリアを倒した時には、あくまで多対一を想定したものにすぎなかったが──今は違う。

　雛丸が閃ひらめき、《芙堕落》が舞う。

　少しずつ、ほんの少しずつ、パーシヴァルが押されていく。

　二刀術を出し惜しみしていたわけではない。雛丸が《聖せい槍そう》との斬り合いに耐えられるか、わからなかったからだ。用よう恵けい国くに包かねの最上大業物とはいえ、どこまでいってもそれはただの日本刀でしかない。これほどの力を持つ純星煌式武装オーガルクスとぶつかり合えば即座に砕け散ってしまってもおかしくなかった。もしそうなれば、次の瞬間綺凛は《聖槍》に貫かれることになるだろう。

　しかし、今やそんなことに思い煩う意味はなかった。

　ここですべてを出し切らねば、パーシヴァルには勝てない。

　そして綺凛の技量は《聖槍》と激しく打ち合いながらも、力を逃し、衝撃を柔らかく受け流していた。

　あの日、綾あや斗との父である正まさ嗣つぐが語っていた言葉が綺凛の脳裏に浮かぶ。

『──技とは即すなわち精度だ。剣のただ一振りを、どれだけ突き詰めることができるかということだ』

「こ、れは……！」

　更に一段階、綺凛の剣けん閃せんが鋭さを増す。

〝八やつ橋はし〟から〝鼎かなえ〟、〝杜若かきつばた〟から〝鶺せき鴒れい〟へ──

　パーシヴァルは防戦一方で、反撃することができない。

　それは一見すると〝連れん鶴づる〟のように見えるかもしれないが、違う。

　パーシヴァルの目に〝連鶴〟は通じない。

　刀藤流の〝連鶴〟は呼吸や間合い、目線といった細かな誘導で、相手の反撃を封じ一方的に相手を押し込めることを根幹とする。

　だから、これは──今の綺凛が成しているのは、〝連鶴〟の繋つなぎ手を利用してはいるが〝連鶴〟ではない。〝連れん鶴づる・新あらた〟ですらない。

　敢あえて名付けるならば──かつての綺凛の愛刀にもあやかって、〝千せん刃ば鶴づる〟とでもしようか。

　今、綺き凛りんが無数に放つ二刀での一撃一撃は、そのすべてが渾こん身しんの一振りだった。今の綺凛が突き詰めた、全力の一振りだ。それを〝連れん鶴づる〟の繋つなぎ手で無限に絶え間ない連続攻撃とする──その様は〝連鶴〟よりも一層早く、無数の鶴を折るが如ごとくに見えるだろう。

　本来ならば全身全霊の斬撃を、このように繰り出し続けられるものではない。

　今だけは、綺凛も限界を超えていた。

「あ、ああ……あああああ──っ！」

　パーシヴァルが無表情のまま滂ぼう沱だし、吠ほえる。

　雛ひいな丸まるが《聖せい槍そう》を押さえ、《芙ふ堕だ落らく》が撥はね上げた。

《聖槍》──《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》が回転しながら空を舞い、《芙堕落》と雛丸が交差するようにパーシヴァルの胸を十字に斬り裂く。

《贖罪の錐角》が地面に突き刺さるのと同じくして、パーシヴァルは崩れ落ちるように地に伏した。

　辛うじて致命傷ではない。パーシヴァルとしては死を欲していたのかもしれないが、それはできなかった。

　が、傷の深さで言えば綺凛と同じかそれ以上であろう。最も早はや動くことはできまい。

　それはつまり──綺凛も同様ということだが。

「ふぅ……」

　綺凛は力なく息を吐き出すと、がっくりと膝をついた。

　急速に意識が遠のいていくのがわかる。

「すみません、皆さん……あとは……頼みます……」

　パーシヴァルと同じように倒れ伏しながら綺凛が消え入るような声でそうつぶやくと、その意識は深い闇へと落ちていった。


[image: ]


第七章　《ヴァルダ＝ヴァオス》、決戦

　ホテル・エルナトの四十階はクラブラウンジとなっている。通常のエレベーターで昇れるのは、ここまでだ。

　エレベーターを降りるなり恭しく出迎えてくれたラウンジのスタッフを軽く手で制し、シルヴィアたちは通路の奥へと向かった。

　突き当たりには無駄に豪勢な作りの扉があり、シルヴィアが校章をかざすと重々しく開く。その先は瀟しよう洒しやなソファが置かれたウェイティングルームで、その更に奥の壁面にまた別のエレベーターがあった。

　それはこの四十階から最上階である四十二階──たった二階分を繋つなぐエレベーターだ。四十一階は管理エリアとなっているので、このエレベーターはあくまでここと最上階にあるドーム型の空中庭園を行き来するためだけに存在すると言っていい。

「あ、あの……今更ですけど、本当にあたしも入っていいんですか……？」

　シルヴィアの背中に隠れるようにして、落ち着かない様子できょろきょろと視線を彷徨さまよわせているのは若わか宮みや美み奈な[image: ]とだ。

「六りつ花か園えんっていったら、生徒会長しか入れないアスタリスクの聖域ですよね……？　統合企業財体の幹部でも簡単には立ち入れないっていう……」

「ふふっ、そんな大層なものではありませんよ。ただの庭園です。六りつ花か園えん会議なんてものも、所詮は学生自治という建前の象徴に過ぎませんしね」

　ころころと笑いながら、クローディアがそんな身も蓋もないことを言う。

　とはいえ、それもまた事実ではあった。生徒会長であるクローディアやシルヴィアは身に染みてわかっているが、結局のところ六花園会議は『学生たちが決めたことだから』という大義名分で批判をかわすための道具だ。無論、学生主導で六花園会議にかけられる案件もあるし、それはそれで運営委員会でも尊重されるが、それ以前に統合企業財体から生徒会長を通して六花園会議にかけられる案件のほうがずっと多い。生徒会長といえども、星露シンルーのような例外を除けば統合企業財体の意向には従うしかないのだ。

「そんなことより、まさか本当に何も聞かずに駆けつけてくださるとは思いませんでしたよ。ありがとうございます」

「シルヴィアさんにはすっごくすっごくお世話になっているので、当然です！」

　呆あきれが半分、驚きが半分といったクローディアに、両拳を胸の前で握り締めてきっぱりと断言する美み奈な[image: ]と。

　聞けば決勝戦のチケットは取れなかったので、チームの仲間と一緒に自室で観戦する予定だったのだとか。

「情けは人の為ためならずってやつかな。いやー、人助けはしておくものだね」

　確かにかつて美奈[image: ]の友人であるクロエのために少しだけ骨を折ってあげたことはあるものの、それはシルヴィア自身の目的──というよりもクインヴェールのためということもあって行ったものだ。

　純粋に人助けという側面もあったし、見返りを求めてやったわけではないが、諸事情を考えればこうして美奈[image: ]が来てくれたのは本当にありがたい。

「ですが、こちらからも最後にもう一度確認させてください。この先に進めば、もう後戻りはできませんし、とても危険な相手と一戦交えなければなりません。それでも本当に良いのですね？」

「えっと……その、事情はわかりませんが、今回も人助けなんですよね？」

　クローディアが真剣な顔でそう念を押すと、美奈[image: ]は答える代わりにシルヴィアに向き直った。

「うん、そうだよ。私の大切な人を助けて、私の大切な人たちを守るために、どうしてもやらなきゃいけないんだ」

「だったら、全然へっちゃらです！　どこへだってお供します！」

　美奈[image: ]はそう言って、にかっと屈託のない笑みを浮かべる。

「……ありがとう、美奈[image: ]ちゃん」

　決して折れない、まっすぐな心。

　公式戦四十九連敗という不名誉な記録を更新し続けながらも、一度も諦めることなく夢を追い続けた勇気。

　今はそれがとても頼もしい。

「わかりました、そういうことなら私も安心して背中を預けられそうです。……では、そろそろ時間のようなので参りましょうか」

　クローディアの言葉に確認すれば、まさに決勝戦の開始時間だ。

　三人それぞれ目線を交わし、エレベーターに乗り込む。

　その途端、妙な忌避感が胸に湧き上がった。ここから先に進みたくない、今すぐにでも踵きびすを返したいという強い欲求。

「っ！　あ、あの、シルヴィアさん……！　これって……！」

「なる、ほど……これが《ヴァルダ＝ヴァオス》の忌避領域というわけですか……！」

　ただ、心を強く持っていれば耐えられない程度ではない。

　シルヴィアが空間ウィンドウをタッチするとエレベーターの扉が閉まり、わずかな上昇感の後、すぐにまた開く。

　そこはクローディアやシルヴィアにとっては馴な染じみの光景が変わらず広がっていた。

　縦横に水路が張り巡らされ、手入れの行き届いた色とりどりの花たちが一面に咲き誇っている。庭園の中央部は小高い丘状になっており、四阿あずまやが見て取れた。あそこにはアスタリスクを模した六角形のテーブルがあり、これが六りつ花か園えん会議であればクローディアとシルヴィアはそこで隣り合って座っていることだろう。

　だが、今回の目的は権謀術数渦巻く卓上での勝負ではなく本物の戦いだ。

「……いるんでしょう、《ヴァルダ＝ヴァオス》。出てきたらどう？」

　シルヴィアが静かに、しかし隠さぬ敵意を込めてそう呼ぶと、少し先の空間がぐにゃりと歪ゆがみ《ヴァルダ＝ヴァオス》が──ウルスラ・スヴェントの身体からだを乗っ取った純星煌式武装オーガルクスが姿を現した。

「ええっ!?　い、いきなり人が出てきた……!?」

「おそらく先ほどの忌避領域と同じく、こちらの意識に干渉して認識できないようにする結界でも張ってあったのでしょう」

《ヴァルダ＝ヴァオス》の能力を初めて目の当たりにした美み奈な[image: ]とが目を丸くする。一応美奈[image: ]にも簡単に《ヴァルダ＝ヴァオス》の能力について説明はしてあったのだが、まあ驚くのも仕方のないことだろう。この中で《ヴァルダ＝ヴァオス》と対たい峙じしたことがあるのは、シルヴィアだけだ。

　その点で言うと、まったく動じていないクローディアのほうがおかしいとも言える。

「まさかここに乗り込んでくる者がいようとはな。しかもこのタイミング……なるほど、考えたものだ。確かに今この時は、我々もオーフェリア・ランドルーフェンに指示の出しようがない。となれば、マディアスとディルクの下にも手が回っているか」

《ヴァルダ＝ヴァオス》が目深に被かぶっていたローブを脱ぐと、くすんだ青色の髪が露あらわになった。

　今の物言いだと、すぐにこちらの意図を察したらしい。

「シルヴィア・リューネハイムと《パン＝ドラ》の使い手……確か、クローディア・エンフィールドだったか。それと……ふむ、知らぬ顔だな。……いや、待て。その波動は……《重鋼手甲ヤルングレイプ》だと？　となれば若わか宮みや美み奈な[image: ]と、か」

　一人一人をじっと見ながら、《ヴァルダ＝ヴァオス》が誰に聞かせるでもないようにつぶやく。

「あ、あたしも知ってるんですか……？」

　まさか名前が知られているとは思っていなかったのか、美奈[image: ]がぎょっとした様子で後ずさった。

「ははぁ……どうやらあなたは人間を個人ではなく、純星煌式武装オーガルクスの使い手として認識されているようですね」

「必要とあらば覚えぬでもないが、我からすると人間の判別は少々難しくてな。その点、同胞とセットであればわかりやすい」

　クローディアの言葉に、《ヴァルダ＝ヴァオス》は悪びれもなくそんなことを言う。

「──さて、問うまでもなかろうが、一応尋ねておこうか。我に何用だ？」

「当然、あなたたちの計画を止めにきたの」

　シルヴィアは剣型煌式武装ルークスを展開すると、その具合を確かめるように一振りする。フォールクヴァングはオーフェリアとの試合で使用不能になってしまったが、この予備の剣型煌式武装もしっかりとシルヴィア専用に細やかな調整が施してある逸品だ。

　クローディアも《パン＝ドラ》を、美奈[image: ]も《重鋼手甲》を展開し、それぞれ構える。

「我々の計画を止める、か……。生あい憎にくだが、それは不可能だ」

　一方で《ヴァルダ＝ヴァオス》は戦闘態勢を取ることもなく、ただ悠然と、そして淡々と話を続けた。

「どこからどのように情報を得たのかは知らぬが、我々の計画はとうに動き出している。オーフェリアのそれは、最後のパーツにすぎん」

　直後、遠くで激しい爆音がしたかと思うと、足元が大きく揺れる。

「これは……!?」

「始まったようだな」

　ガラス張りになっているドームの壁から外を見れば、アスタリスクのあちこちで連続して爆発が起こり火の手が上がっている。

　いや、違う。

　より正確にはあちこちではではない。主に外縁部だ。

「何をしたの！」

「配置してあったヴァリアントが作戦を開始しただけのことだ。まあ、主に交通機関とその関連施設の破壊がメインなので、積極的に歯向かうような真ま似ねをしなければそれほど人的被害は出まい。……今はまだ、な」

「……アスタリスクからの脱出手段を奪うつもりですね」

　すぐにその目的を理解したのか、クローディアが《ヴァルダ＝ヴァオス》を睨にらむ。

　言われてみれば大きな被害が出ているのは港湾ブロックや、飛行艇の発着陸を行う簡易ポートなどのようだ。

「さすがに頭が回る。その通りだ。それこそ特異な能力者であれば空を飛んだり冬の湖を泳いだりで逃げ延びる者もいるかもしれないが……極めて少数の例外だろう。今、このアスタリスクにいる人間の大半は、このままオーフェリアの生いけ贄にえになってもらわねばならぬからな」

「そんなこと、させてたまるものですか！」

　シルヴィアはそう言うなり駆け出すと、《ヴァルダ＝ヴァオス》へと斬りかかった。

「それは不可能だと言っている」

《ヴァルダ＝ヴァオス》はその一撃を、瞬時に右手に作り出した黒く巨大な戦せん斧ぷで受け止める。

「ぐっ……！」

　力を込めるが、びくともしない。それどころか、まるで蠅はえを払うかのように軽々と弾はじき飛ばされてしまう。

　ウルスラはシルヴィアの師匠であり、客観的に見ても相当な実力者ではあったが、今のシルヴィアとこれほどの膂りよ力りよく差があるとは思えない。となれば、あれは《ヴァルダ＝ヴァオス》の──純星煌式武装オーガルクスの出力で作り上げた武器の力だろう。

「精神干渉能力があなたの本分でしょう？　そんなこともできるんだ？」

　綾あや斗とからその話を聞いてはいたが、まさかここまでとは。

「当然だ。我々は神の残ざん滓し。本来、この程度の力の応用は造作もない」

「神……？　また随分とご大層な」

　シルヴィアは警戒しつつ、じりじりと再度間合いを詰めていく。

　と。

「気持ちはわかりますが、先走りすぎですよ」

「お供します！」

　そんなシルヴィアの両脇を固めるように、クローディアと美み奈な[image: ]とが進み出た。

「三対一か……負ける気はしないが、念には念を入れておこう」

《ヴァルダ＝ヴァオス》が左手を挙げると、先ほどと同じように空間がぐにゃりと歪ゆがみ、大型の擬形体パペツト──ヴァリアントが姿を現した。

　その数は──

「ざっと二十体、といったところでしょうか」

「うわわわわわ……！」

　想定はしていたが、思ったよりも数が多い。

「おまえたちは確かに強い。だが、それはこの世界の基準で見た時の話だ。我からすれば、所詮は未開の世界の赤子にすぎぬ」

《ヴァルダ＝ヴァオス》の無感情な瞳がぎらりと煌きらめき、その胸元のウルム＝マナダイトから漆黒の光が放たれる。

「あ、頭が……！」

「くっ……！」

　その光に触れた途端、美み奈な[image: ]とが頭を抱えて膝をついた。

　クローディアも苦く悶もんに顔を歪めて後ずさる。

《ヴァルダ＝ヴァオス》の放つこの黒い光は、対象の精神に直接干渉するものだ。記憶の改かい竄ざんや意識の支配、ともすれば精神そのものを破壊することも可能だろう。

「忘れたわけではあるまい、シルヴィア・リューネハイム。かつて我が力の前に、無ぶ様ざまに這はいつくばったことを」

「言って……くれるじゃない……！」

　シルヴィアはそう言いながら、美奈[image: ]の首根っこを掴つかんで後ろに下がった。

《ヴァルダ＝ヴァオス》から距離を取ると頭痛は軽減したが、黒い光は《ヴァルダ＝ヴァオス》を中心に半径十メートル程度を覆い、ますます輝きを増している。更に、ヴァリアントたちが隊列を組み、周囲を包囲するように展開していく。

「我々に察知されぬよう少数で行動しているのだろうが……せめて《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の使い手くらいは連れてくるのだったな。もっとも我が本気を出せば、四色の魔剣であろうと封じ込めることは可能だが」

《ヴァルダ＝ヴァオス》は淡々と自負を語るが、おそらくそれは事実なのだろう。自我を持ち、使い手の身体からだを乗っ取って操るこの唯一無二の純星煌式武装オーガルクスが、自らを高く見せることや他人を扱こき下おろすことに意義があると判断しているとは思えない。だからその言葉は、《ヴァルダ＝ヴァオス》にとっては単なる事実にすぎない。

　──とはいえ、だ。

「あはは……っ！」

　シルヴィアは頭痛に顔をしかめながらも、あえて不敵に笑ってみせた。

「……何がおかしい？」

「ううん、ただ……《戦律の魔女シグルドリーヴア》も随分と甘く見られたものだなって思ってね……！」

　表情は変わらないまでも若干の訝いぶかしさを声に滲にじませた《ヴァルダ＝ヴァオス》に、シルヴィアは挑むように言った。

「確かに……私たち《魔女ストレガ》の力は、あなたたち純星煌式武装オーガルクスの力には敵かなわない……！　でもね……かつてこのアスタリスクには……それを覆すような力を持った《魔女》がいた……！　あなただって知っているはずだよ……！　何しろ、彼女はマディアス・メサの……《処刑刀ラミナモルス》のタッグパートナーだったんだから……！」

「なん、だと……？」

　その人について知ったのは、つい最近──金きん枝し[image: ]へん同盟についての手掛かりを探すため、ヘルガから《[image: ]武祭エクリプス》のデータをもらった時だ。

　マディアス・メサとタッグを組んで《鳳凰星武祭フエニクス》を制した《魔女》八や薙ち草ぐさ朱あか莉り。

　彼女は《鳳凰星武祭》を制したものの、すべての試合においてマディアスが対戦相手を圧倒していたため、表舞台ではあまり記録が残っていない。だが、この二人が一度だけ揃そろって《[image: ]武祭》に出場した際には、《魔女》としての朱莉の力が発揮されていた。

　その力はあまりにも衝撃的で、朱莉は序列入りを果たしたことは一度もないながらも、《[image: ]武祭》での試合を見た者たちからは密ひそかにこう呼ばれていたのだという。

　──《凍傑の魔女フインブルヴエート》と。

「そして、当然私の能力も知ってるよね……？　歌を媒介にあらゆる事象を呼び起こす万能の力……！　だったら……！」

「まさか……！」

　シルヴィアは大きく息を吸い込むと、高らかに歌声を響かせた。

「三度の冬が来たれり　凍いてつくは森羅　凍えるは万象」

　同時に周囲の万応素マナの運動が、一気に鈍る。

　本家本元である《凍傑の魔女》の能力は、効果範囲内の万応素の運動を完全に停止させるというとんでもないものだ。《魔術師ダンテ》や《魔女》の能力だけではなく、煌式武装ルークスや純星煌式武装も万応素の変換に依存している。当然、これが停止すれば能力は使えないし煌式武装も純星煌式武装も機能を停止するしかない。

　シルヴィアの能力は万能ではあるものの、成そうとすることの難易度によって消費する星辰力プラーナが変化するため、これをそのまま模倣した場合、あっという間に星辰力が切れてしまう。加えて、シルヴィアの能力の持続時間が歌った時間に比例して延びる以上、歌い出した途端に万応素の動きが停止してしまうとそこで歌の効力も停止してしまうので、効果範囲も狭くなり持続時間も短くなりすぎてしまうという問題があった。

「風の冬は時を　剣の冬は営みを　狼おおかみの冬は世界を　眠りへと誘いざなう」

　そこでシルヴィアは万応素マナの運動を停止ではなく鈍化させる方向へアレンジしたのだ。

「これは……！」

《ヴァルダ＝ヴァオス》が、初めてその狼ろう狽ばいを表に表す。

　目もく論ろ見みは当たった。

　空中庭園を飲み込まんとしていた黒い光は、その端から分解するように淡く消えていく。万応素の変換が追い付いていないのだ。これは出力でどうにかなるようなことではない。

「鈍れ錆さび付つけ滞れ　三度の冬に　あらゆる命は黙して籠れ──！」

　今や万応素の運動は普段の十分の一程度にまで鈍っている。

「シルヴィア、ヴァリアントは私たちにお任せを」

「行ってください、シルヴィアさん！」

　クローディアと美み奈な[image: ]とはそう言うと、二手に分かれて周囲を包囲しているヴァリアントへと向かっていった。それを迎え撃とうするヴァリアントたちも、どこか動きが遅い。それも当たり前の話で、擬形体パペツトたちの動力源もマナダイトなのだから、この状況下では出力の低下は免れないはずだ。

　もっともクローディアの《パン＝ドラ》と美奈[image: ]の《重鋼手甲ヤルングレイプ》もその能力はほぼ使用できないだろうが、二人の実力があればたとえ多対一であっても今のヴァリアントに後おくれは取るようなことはないだろう。

　ならば、残るは──

「……やってくれるな、シルヴィア・リューネハイム！」

　先ほどとは真逆に、《ヴァルダ＝ヴァオス》が怒りに満ちた目で斬りかかってくる。

　しかし右手に持った戦せん斧ぷは半分以下の大きさになっており、その一撃は鋭くはあったが受け止められないほどのものではなかった。《ヴァルダ＝ヴァオス》本体の出力も落ちているらしい。

「随分と人間らしい感情を出すようになったじゃない……！」

　歌い終えたシルヴィアが押し返しながらそう言うと、《ヴァルダ＝ヴァオス》は舌打ちをして跳び退すさる。

「不本意だが、そのようだ。これほど長い間、おまえたち人間の感情と向き合い続ければそうもなろう」

「へぇー、感化されたってわけだ！」

　サイドにステップしてフェイントを入れ、右胴を薙なぐと、《ヴァルダ＝ヴァオス》は左手に生み出した漆黒の斧おのでそれを受け止める。斧の二刀流──大出力を生み出せないため、手数で勝負といったところか。

「感化ではなく適応だ。重ねて言うが、我としては不本意極まりない！」

　左右上下から襲い掛かる斧を、シルヴィアは一歩も引かずに受けて立つ。

　記憶の中のそれよりも速度は増しているが、よく見知った太刀筋。

　右からの振り下ろしは剣で受け流し、軸足を狙いに来た左からの薙なぎ払はらいは敢あえて踏み込み、肘で相手の腕を押おし留とどめる。黒い光刃が肩を掠かすめるが、意にも介さず《ヴァルダ＝ヴァオス》の腹部に全力の膝を叩たたき込む。

「かはっ……！」

　吹き飛んだ《ヴァルダ＝ヴァオス》に追撃をかけようとしたところで、即座に態勢を立て直した《ヴァルダ＝ヴァオス》が牽けん制せいするかのように両手の斧おのを投げてきた。無論、そのような攻撃が当たるはずもない。容易たやすく弾はじき、むしろ好機と武器を失った相手に斬りかかろうとしたところ──

「っ！」

　それを待ち構えていたかのようなカウンターの二連撃がシルヴィアを襲った。徒手空拳での鋭い手刀。頬ほおと脇腹をざっくりとえぐられたが、そう深い傷ではない。

　それでも一度、距離を取る。

「そうそう、ウルスラは体術も一級品だったっけ……忘れてたわけじゃないけど、とっさには浮かばなかったな」

　言って、頬の血を拳でぐいっと拭った。

「やれやれ……」

　対する《ヴァルダ＝ヴァオス》は再度両手に黒い斧を作り出すが、その速度は酷ひどく遅い。

「この環境、おまえたちで言うならば息を止めたまま戦っているようなものだ。まったく、小こ賢ざかしい真ま似ねをしてくれる」

「オーフェリアとの準々決勝を見てくれたならわかるだろうけど、私はこれでも対策をしっかり練るほうなんだ。特に一度やられた相手には、ね」

　万応素マナの動きを鈍らせるのは、思っていた以上に効果的らしい。

　とはいえ、この歌の効果もそれほど長くは保もたない。

　もちろんもう一度同じ手を使うことは可能だが、どうしてもラグは生じるし、それを《ヴァルダ＝ヴァオス》が見逃すとは思えなかった。

「ふん……その上でオーフェリアに届かなかった者が何を言う」

「あはは、それを言われると痛いけど……っと！」

　だったらここで一気に畳み掛け、勝負を決めてしまうしかない。

　シルヴィアは剣を下段に構えたまま間合いを詰めると、思い切り斬り上げた。

「ちぃ……っ！」

《ヴァルダ＝ヴァオス》は両手の斧を交差させてそれを防ぐが、シルヴィアはガードが開いた腹部に突きを見舞う。《ヴァルダ＝ヴァオス》は弾かれた右手を即座に戻してギリギリのところで受け止めたものの、シルヴィアはそのまま正確無比な連撃を途切れなく叩き込む。

　総合的に見て近接戦闘での技量は現状シルヴィアが上回っている。このまま押し切ることも可能だろう。

「随分と……！　思い切りの良い攻撃をするものだ……！」

　防戦一方になりながら、《ヴァルダ＝ヴァオス》が低い声でそう言った。

「だが、いいのか……？　この身体からだはおまえの大切な人間のものなのだろう？」

「はぁ……？」

　その言葉を聞いた瞬間、シルヴィアの中で何かがぷちんと切れる。

「ぐううううっ！」

　シルヴィアが放った全力の横よこ薙なぎをなんとか防いだ《ヴァルダ＝ヴァオス》は、しかし堪え切れずに吹き飛ばされ、咲き乱れる花の上をごろごろと転がった。

「……まさか今更人質のつもり？」

　シルヴィアは湧き上がる怒りを抑えつつ、ゆっくりと距離を詰める。

「だったら、馬鹿にしないでくれるかな。私が今もそんな生なま温ぬるい覚悟でここに立ってると思うの？　私はもう二度と躊躇ためらわない。必要だったら、あなたの手足の一本や二本、斬り飛ばしたっていい。幸い、この街には治癒能力者がいるから繋つながるしね」

《ヴァルダ＝ヴァオス》がふらふらと立ち上がりながら、斧おのを構える。

「それで、結果として私がウルスラに恨まれることになっても、憎まれることになっても、嫌われたって構わない。全力で謝るし、償うつもりでいるけど、許してもらえなくたっていいの。私はただ──ウルスラを取り戻したい、それだけなんだから」

「……そうか。やはり理解不能だな、おまえたち人間という連中は！」

　言って、《ヴァルダ＝ヴァオス》が不意を突くように襲い掛かってくる。

　しかしシルヴィアはその攻撃をあっさり避よけると、すり抜けざまに《ヴァルダ＝ヴァオス》の両脚をざっくりと切り裂いた。

「──っ！」

　声もなく倒れ伏す《ヴァルダ＝ヴァオス》に、シルヴィアが光刃を突き付ける。

《ヴァルダ＝ヴァオス》自体は純星煌式武装オーガルクスであろうとも、その活動が乗っ取った人体を基準としている以上、物理的に足を動かせなくなれば逃げられないだろう。ましてや、今の《ヴァルダ＝ヴァオス》は大きく能力を制限されている。

　これで、ようやく──

「……今、気を抜いたな？」

「っ!?」

　その刹那、《ヴァルダ＝ヴァオス》のウルム＝マナダイトが漆黒の光を放つ。

　以前に比べれば遥かに弱々しいその光は確かに強い頭痛が引き起こしたが、シルヴィアにとってはほんのわずかな隙を作るだけのものでしかなかった。

　だが。

「一瞬で良かったのだ。この距離、この間合いで、ほんの一瞬おまえに隙が生じれば……」

　直後、《ヴァルダ＝ヴァオス》の本体──ウルスラの身体からだには不釣り合いなほど大きく機械的な首飾りがまるで生きているかのように蠢うごめき、触手のような紐ひもがシルヴィアの首に伸びる。

　そして中央に飾られたウルム＝マナダイトが怪しく輝くと、シルヴィアの意識はそこでぷつんと途切れた。

　　　　　　　　＊

　周囲の万応素マナの動きが元に戻ったことに気が付いたのは、美み奈な[image: ]とがちょうど八体目のヴァリアントを倒した時だった。

「これは……」

　視線を庭園の奥へと向ければ、立ち尽くすシルヴィアの足元にはくすんだ青い髪の女性が倒れ伏している。

　ということは、シルヴィアが勝ったということだろう。横目で見ていた限りでは終始相手を圧倒していたようだし、さすがは我らがクインヴェールが誇る《戦律の魔女シグルドリーヴア》だ。

「シルヴィアさ──」

　そう呼びかけ、こちらを振り向いたシルヴィアの顔を見た瞬間、思わず固まる。

　今まで見たことがないほど冷たく無機質なその表情。

「え……？」

　ぞわりと、猛烈に嫌な予感が脳裏を走る。

「エンフィールドさん！　すみませんが、残りは頼みます！」

　美奈[image: ]は《重鋼手甲ヤルングレイプ》の一撃で二体のヴァリアントをまとめて弾はじき飛ばしてクローディアに任せると、慌てて駆け出した。

「ちょっと、若わか宮みやさん……!?　待ってください……！」

　背後に響く制止の声は聞こえていたが、すでに身体が勝手に動いている。

「シルヴィアさん！」

「……」

　駆け付けた美奈[image: ]が声をかけても、無言のままだ。

　その胸には、地に伏せている女性が先ほどまで着けていた首飾り。

　一切事情は訊たずねないという条件で手助けにきたが、さすがに戦う相手の情報くらいは知らされている。

　身に着けた使い手の身体からだを奪うという、精神干渉能力を持った純星煌式武装オーガルクス──ということは、まさか。

　まさか、そんな。

「──これは、思わぬ拾い物だな」

　ぽつりとつぶやいたその声は、間違いなく透き通るような麗しいシルヴィア本人の声だ。

　けれど、違う。

　何かはわからないが、決定的に違う。

「緊急避難としてこの場を切り抜けられれば十分と思っていたが、この適合率……しかも《魔女ストレガ》とは」

　右手の拳を何度か握って開いてを繰り返したシルヴィアは、地面に落ちていた剣型煌式武装ルークスを拾い上げて言った。

「ちょうどいい。若わか宮みや美み奈な[image: ]と、身体を慣らすのに少し付き合ってもらおうか」

「っ！」

　剣けん閃せんが煌きらめき、目にも止まらぬ斬撃が美奈[image: ]を襲う。

《重鋼手甲ヤルングレイプ》でその一撃を撥はね除のけた美奈[image: ]は、背後に跳んで間合いを取り直しながらシルヴィアを──いや、その純星煌式武装を睨にらみつけた。

「本当に……シルヴィアさんじゃないんだね……！」

「その通り。我は《ヴァルダ＝ヴァオス》。打ち捨てられし同胞たちの先導者にして、この世界を整えるものだ」

　言うなり《ヴァルダ＝ヴァオス》は苛烈な連撃を見舞ってくる。上段から斬り下ろしを二回続けたかと思えば、その剣先が華麗に翻って左からの横よこ薙なぎ、更に逆ぎやく袈け裟さ──どれも本気で美奈[image: ]の命を獲とりにきている攻撃だ。

（剣の間合いはまずい……！　とにかく懐に入らないと……！）

　今まで美奈[image: ]はシルヴィアと拳を交えたことがない。

　けれども、この序列一位がどれほどの猛も者さかはよく知っている。

　初めてシルヴィアと出会ったのは、もう二年以上前だ。まだまだ未熟だった美奈[image: ]を、その大切な仲間を助けてくれた恩人。もし当時のままならば、とても相手にはならなかっただろう。

　だがその頃から比べれば、美奈[image: ]は格段に強くなった。魎りよう山ざん泊ぱくで星露シンルーとの過酷な修行を経て、しかも今は《重鋼手甲》という強力な武器もある。何しろ《王竜星武祭リンドブルス》では及ばなかったものの、あの天あま霧ぎり綾あや斗とととも渡り合ったのだ。

「だったらあたしだって……！」

　美奈[image: ]は首筋を狙ってきた真一文字の刃やいばを掻かい潜くぐり、身体を巻き込むようにして相手の胸元へ裏拳を繰り出す。

　玄げん空くう流りゆう──〝螺ら鉄てつ〟。

「ほう」

《重鋼手甲ヤルングレイプ》の能力によって超重量となった拳が《ヴァルダ＝ヴァオス》を身体からだごと吹き飛ばすが、しっかりガードされてしまっていた。とはいえ相当な衝撃であったろうに、《ヴァルダ＝ヴァオス》は顔色一つ変えていない。

「《重鋼手甲》の能力は質量変化だったな。なるほど、よく使いこなしている。悪くない使い手だ」

「あなたなんかに褒められたって……！」

　美み奈な[image: ]とは《ヴァルダ＝ヴァオス》の横手から回り込むようにして距離を詰め、一足飛びで身体を回転させながら拳を放つ。

　玄空流──〝旋せん破ぱ〟。

　しかし、《ヴァルダ＝ヴァオス》はいとも簡単に、身体を半身に傾けただけでその一撃をかわしてみせた。それでも美奈[image: ]はそこから後ろ回し蹴り、肘打ちと打撃を繋つないでいく。

　が、当たらない。

　まるで美奈[image: ]の攻撃を予想しているかのように、《ヴァルダ＝ヴァオス》はそのすべてを回避してしまう。

「……やはりか」

　やがてぽつりと漏らした《ヴァルダ＝ヴァオス》は、美奈[image: ]の掌打に無造作なカウンターを合わせてきた。

「ぐぅ……っ！」

　左腕をばっさりと切り裂かれ、美奈[image: ]は痛みに顔をしかめながら一度下がる。

　かなりの深手だ。出血も酷ひどく、とてもではないが動かせない。

「若わか宮みや美奈[image: ]。おまえは先ほどから、我の本体だけを狙っているな？」

「っ！」

　それは図星だった。

　いくら乗っ取られているといっても、その身体はシルヴィア本人のものだ。わかってはいても、そう簡単に割り切って攻撃できるものではない。

「恥じることはない。我が学習した限り、人間ならばそれが当然の感情というものだ。むしろ一切の躊躇ためらいを持たなかったこのシルヴィア・リューネハイムのほうが異端であろうよ」

　そう言う《ヴァルダ＝ヴァオス》の声は、どこか満足そうだ。

「そう。それでいいのだ。おまえたちは人間は、そのようであれ。我が思うように動き、我が望むままに従えばいい。それでいいのだ」

「ふざけないで！　あたしたちはあなたの人形じゃない！」

　美み奈な[image: ]とは言い返すが、《ヴァルダ＝ヴァオス》はまるで聞いていない。

「さて、次はこちらも試してみるか……」

《ヴァルダ＝ヴァオス》が大きく息を吸い込み──

「ぼくらは壁を打ち崩す　限界の先に境界を越え　傷を厭いとわずに　走れ　走れ」

　その口から、聞き覚えのある歌が紡がれた。

　自身の身体能力を強化する、シルヴィアの定番曲。万応素マナが吹き荒れ、《ヴァルダ＝ヴァオス》の周囲で渦を巻いているのがわかる。

「まさか、歌の力まで……!?」

　美奈[image: ]は驚きよう愕がくしつつも左腕の傷を押さえていた右手を放し、拳を構えた。

　もし本当にシルヴィアの能力までをも使いこなせるというのなら、それは──

　歌い続けながら、《ヴァルダ＝ヴァオス》が駆ける。

　その速度は今までよりもずっと速い。

　神速の斬撃が美奈[image: ]の心臓目掛けて叩たたき込まれる。

「くっ……！」

　それをなんとか防げたのは、《重鋼手甲ヤルングレイプ》の重量を軽くして動きやすくしたからだ。とはいえ、片腕ではこの先どこまで凌しのげるものか。

　──けれど。

「想おもいだけでは追いつけないから　願うだけでは超えられないから　力の限り　その先へ」

「あなたが、その歌を……歌うなっ！」

　美奈[image: ]は光刃を《重鋼手甲》で弾はじき上げ、その足を払うように蹴りを見舞う。

　玄げん空くう流りゆう──〝鎌れん輪りん〟。

　これは想定外だったのか、当たらぬまでも《ヴァルダ＝ヴァオス》は間合いを外す。

「その歌は、シルヴィアさんのものだ！」

　シルヴィアにとって歌がどれだけ大切なものなのか、それは言葉にされるまでもなく美奈[image: ]にだってわかる。いや、誰だってシルヴィアの歌を一度でも聞けば心で理解できるはずだ。

《ヴァルダ＝ヴァオス》のそれは、シルヴィアと同じ歌声、同じ曲だというのに、まるで違うもののように聞こえる。聞くものを勇気づけ、励まし、温めるシルヴィアの歌が、ここまで空々しく虚うつろに響くとは。

「何を言っている？　歌は所詮歌であろう。音階を外さず、適切な技術をもって歌えばなんの違いもあるまい。──そら、このように」

《ヴァルダ＝ヴァオス》は身体強化の歌を中断すると、別の曲を歌い出した。

「讃たたえよ　讃えよ　英霊の凱がい旋せんを　銀の煌きらめきを　軍門は今　我らが前に」

（この歌は……！）

　勇ましく、魂を鼓舞する戦歌。

　万応素マナが渦を巻き、《ヴァルダ＝ヴァオス》の背後から光り輝く人影が無数に現れる。翼を広げ、剣を掲げた無貌の少女たち。

　前回の《王竜星武祭リンドブルス》決勝戦でシルヴィアがオーフェリア相手に使ったこの歌は、自らの写し身である戦乙女を召喚するというものだ。美み奈な[image: ]とも当時、空間ウィンドウにかじりつくようにしてその中継映像を見ていた。

「天は道を示し　祈りは剣に　願いは刃やいばに　雄ゆう渾こんの歌よ高らかに！」

　数十体の戦乙女が、一斉に美奈[image: ]へと襲い掛かってくる。

「だけど、これくらいで……！」

　美奈[image: ]は四方八方から襲い来る光刃を《重鋼手甲ヤルングレイプ》で弾はじき返し、戦乙女を殴り倒し、蹴り飛ばし、なんとか凌しのぐが──多勢に無勢は否めない。防ぎ切れなかった攻撃が美奈[image: ]の腕を、脚を、切り刻んでいく。

「はぁ……！　はぁ……！　う、ぐぅ……！」

　やがて歌の効果が切れ、戦乙女が消え去った後には、美奈[image: ]の身体からだは全身ズタズタになっていた。

　それでも一つの致命傷も許さなかったのは、《獅鷲星武祭グリプス》に臨む際に多対一の練習を嫌というほど重ねていた経験があったからだ。

「ふむ、まあこんなところか。《魔女ストレガ》の能力は十分に検証できた。次は……」

《ヴァルダ＝ヴァオス》は剣型煌式武装ルークスを投げ捨てると、立っているのもやっとの美奈[image: ]へ向けて漆黒の光を放った。

「うぐ……っ！　あああああああああああああ！」

　頭の内側で何かが暴れまわっているような猛烈な頭痛に、美奈[image: ]は崩れ落ちる。

「よし、我の力も十全に発揮できるな。実に素晴らしい。過去にもこれほどの身体はなかったぞ」

　最も早はや《ヴァルダ＝ヴァオス》は興味すらないのか満足げにそうつぶやき、美奈[image: ]のほうを見ることもなくその手の内に生んだ黒い斧おのを振り被かぶる。

　そして美奈[image: ]の首目掛けてその刃が振り下ろされる寸前──

「むっ？」

　風を切って飛来した一本の光刃が、《ヴァルダ＝ヴァオス》を襲った。

《ヴァルダ＝ヴァオス》は苦もなくそれを弾き返すが、注意が逸それたためかわずかに黒い光の輝きが弱くなる。

「まったくもう……だから待ってくださいと言ったでしょう？」

　そしてふわりと身体が浮いたかと思うと、いつの間にか美奈[image: ]はクローディアに抱きかかえられていた。

「……クローディア・エンフィールドか」

《ヴァルダ＝ヴァオス》がどこか警戒した様子で黒い斧おのを構えるが、クローディアは美み奈な[image: ]とを小脇に抱えたまま、ワンステップで《ヴァルダ＝ヴァオス》の黒い光の間合いから離脱する。そこへ《ヴァルダ＝ヴァオス》が弾はじき返した光刃──クローディアが使う双そう剣けん型純星煌式武装オーガルクス《パン＝ドラ》の一本がくるくると回転しながら落ちてきて、すっぽりとその手へ収まった。

　まるでクローディアにはそうなることがわかっていたように。

「あなたが押し付けてくるから、ヴァリアントを片付けるのに少々手間取ってしまいました。本当なら、もう少し早く終わらせるつもりだったのですよ？」

　言われてみれば、すでにヴァリアントはすべて破壊されてもう一体も残っていないようだ。

「いいですか？　若わか宮みやさんには若宮さんにしかできない仕事が残っているのですから、少し大人しくしていてくださいね」

　子どもを諭すようにそう言われ、美奈[image: ]はどさりと地面に落とされる。

「あたしにしかできないこと……？　い、いえ、それよりまさか一人であいつの相手をするつもりですか？　せめて二人掛かりじゃないと……！」

　つい先ほどクローディアの制止を無視して一人で突っ込んでいった美奈[image: ]が言えた義理ではないのだが、シルヴィアの能力まで使用できるようになった《ヴァルダ＝ヴァオス》の力は尋常ではない。今の美奈[image: ]がどれほど役に立てるかはわからないものの、いざとなれば囮おとりくらいにはなるだろう。

「その身体からだで馬鹿なことを言わないでください。ご心配は無用です。私一人でもまあ、なんとかなるでしょう」

　ぐぐっと右手に力を込めてどうにか身体を起こそうとした美奈[image: ]に、そんな軽い言葉が降ってくる。

「え……？」

「ご存ぞん知じないかもしれませんが、これでも私は結構強いほうなのですよ」

　見上げた美奈[image: ]の目に映ったのは、にっこりとしたクローディアの笑顔だ。

　もちろん、クローディアが星せい導どう館かんでも指折りの実力者であることは美奈[image: ]だって知っている。生徒会長にして《千見の盟主パルカ・モルタ》の二つ名を持つ序列二位。未来予知の能力を持つ強力な純星煌式武装《パン＝ドラ》の使い手で、先の《獅鷲星武祭グリプス》を制覇したチーム・エンフィールドのリーダー。星導館どころか、アスタリスク全体で見てもトップクラスの力の持ち主であることは確かだろう。

　ただ、美奈[image: ]が見た限り今の《ヴァルダ＝ヴァオス》を一人で相手にできるほどではないはずだ。

「若わか宮みや美み奈な[image: ]との言う通りだ、クローディア・エンフィールド。おまえは強いが、それでもシルヴィア・リューネハイムには及ぶまい。今の我にはそのシルヴィア・リューネハイムの力に加えて、純星煌式武装オーガルクスとしての力も備えている。おまえが一人で勝てる道理はないぞ？　仮に《パン＝ドラ》の未来予知の力を使ったとしてもな」

　そこへ《ヴァルダ＝ヴァオス》が淡々と告げる。

　それが動かせない事実だと言うように。

「ふふっ、わざわざのご忠告、どうもありがとうございます。──ところで、一つお聞きしてもいいでしょうか？」

　一方で、クローディアは距離を取ったまま、そんな《ヴァルダ＝ヴァオス》に問いかけた。

「……なんだ？」

「あなた方、金きん枝し[image: ]へん同盟の目的ですよ。《孤毒の魔女エレンシユキーガル》の力を使って、このアスタリスクにいるすべての命を奪う。そこまでは私たちも知っています」

「っ!?」

　そのあまりにとんでもない話に、美奈[image: ]は目を見開いて固まる。

　何かとんでもないことが起きているのはわかっていたが、よもや……よもやそんな事態だとは。

「ですが、それは手段の一つでしょう。その先にある目的がわかりません」

　クローディアがそう訊たずねると、《ヴァルダ＝ヴァオス》はしばし黙り込んだ後、ゆっくりと口を開いた。

「まあ、いいだろう。今更それを知ったところでおまえたちには……いや、誰であろうとどうすることもできないのだからな」

《ヴァルダ＝ヴァオス》はそこで一度、仰ぐように空を──ガラス越しの曇天を見上げる。

「おまえたちは知っているか？　万応素マナとは何か？　我々はなんなのか？　そう、知るまいよ。おまえたちは何も知るまい。……我々は棄き民みんなのだ」

「……棄民？」

「そうだ。おまえたちがあちら側と呼ぶ世界、万応素満ちる宇宙、神々が実存する太陽系。万応素とは、いわばその神々の息吹だ。おまえたち人間は生きている限り呼吸をして、二酸化炭素を吐き出し続けているだろう？　同様に、神々は存在するだけで万応素を生む」

《ヴァルダ＝ヴァオス》の声には、どこか遠くを懐かしむような響きがあった。

「おまえたちも利用しているように、万応素はとても有用な元素だ。だが、それも限度がある。あらゆる生物は万応素の濃度が高くなりすぎた場所では生命を維持できない。あちら側の宇宙はこちら側の不毛で死に満ちた宇宙と違って豊潤ではあるが、万応素が溢あふれすぎた」

　ドームの外、アスタリスクの市街からはまだ時折爆発の音が聞こえてくる。まさしく今もとんでもない事態が進行している最中なのだ。

　だというのに、美み奈な[image: ]とは《ヴァルダ＝ヴァオス》の話に聞き入っていた。

「神の力が強ければ強いほど、生み出す万応素マナは多くなる。あちら側で最大の力を持っているのは太陽に宿る主神だ。主神は眠りについて久しいが、膨大な万応素を生み出し続けている。よって太陽に近いほど万応素の濃度は上がり、すでに水星は生物が住める星ではなくなった」

「それまでは水星に生物が……？」

　クローディアが驚いたように眉を上げる。

「言ったであろう。あちら側の宇宙は豊潤だと。一つの星には一柱の神が宿る。その惑星圏において、神の力は絶大だ。神は己を信仰する生物を求め庇ひ護ごする。まあ、時には気まぐれに罰を与えたりもするが、総じて神は生物の味方だ。よってあちら側の太陽系の惑星にはすべて人間が住んでいる。いや、住んでいたと言うべきか。水星は元より、今では金星も危うい」

　そこまで言うと、《ヴァルダ＝ヴァオス》は初めて表情を曇らせた。

「……そこであちら側の地球の神は、自らの星の人間たちを守るためにある大規模な手段を取った。万応素が増えすぎたならば、廃棄すればいい。違う世界、異なる宇宙に──それが即すなわちこの世界だ。つまりこの世界は、万応素の廃棄場なのだ」

「そんな……じゃあ、この世界も万応素の濃度が上がり続けると、人が住めなくなっちゃうの……？」

　知らず、美奈[image: ]の口からそんな言葉が漏れる。

「そうだな。あと数百万年か数千万年、あるいはそれ以上の時が流れれば、いずれはそうなるかもしれん。……さておき、神の力がいかに絶大とはいえ、世界の壁を打ち壊すことは容易ではない。そのための方法が、隕いん石せきの質量を用いた転移術式だ。ここまで言えば、もうわかるだろう？」

「《落星雨インベルテイア》、ですね？」

　クローディアが答えると、《ヴァルダ＝ヴァオス》は鷹おう揚ようにうなずいた。

「《落星雨》によって、『穴』は穿うがたれた。今もあちら側からこちら側に万応素は流れ込み続けている。そして我々ウルム＝マナダイトはそうした万応素が結晶化したもの。神の力の残ざん滓し故に、純度が高ければ我のように意志も生じるし力も行使できる。かつては我よりも純度の高い同胞──人の手を借りずに活動する神の端末とでも言うべき同志もいたが、今はない。だからこそ、我が導かねばならぬ。我が整えねばならぬ」

「……整えるとは？」

　静かなクローディアの問いかけ。

《ヴァルダ＝ヴァオス》は小さく鼻を鳴らし、両手を広げた。

「我々がより住みやすく、より活動しやすい世界にするということだ。我々はもうあちら側へは戻れない。仮に戻れたとしても居場所はない。我々は捨てられた身であるが故に。ならば、こちらの世界を作り変える以外にないだろう？」

「そんな勝手な……！」

　それではまるで侵略ではないか。

「誤解しないでもらおう。我々の望みは共存だ。おまえたち《星脈世代ジエネステラ》との、な」

「あなた方のなさろうとしていることを考えると、とてもそうとは思えませんが……」

「事実だ。我のように単独で行動できるウルム＝マナダイトはほぼ存在しない。多くの同胞たちは人間の手を借りて外装と機構を得なければ活動できないし、使い手が必要だ」

　その言葉を聞いたクローディアが、真剣な表情で考え込んだ。

　しばらくして、確認するかのように問う。

「……あなたの言う共存とは、あくまで《星脈世代》と、だけを指すのですね？」

「そうだ。おまえたちの言う常人……古い人間は我々にとって不要であり、むしろ害悪だ。あれらは──あれらの代表たる統合企業財体は我々を受け入れない」

「なるほど、ようやくあなた方の……いいえ、あなたの目的が見えてきました」

「ほう？　ならば言ってみるがいい」

　試すような物言いの《ヴァルダ＝ヴァオス》。

　クローディアは《ヴァルダ＝ヴァオス》をしっかりと見つめ、答えた。

「あなたは常人と《星脈世代》との間に、決定的な不和を──争いを引き起こそうというのですね。二度と後戻りできないような、大きな大きな争いを」

「なっ……！」

　想像もしていなかったその言葉に、美み奈な[image: ]とは絶句する。

「若干見解の相違はあるものの、概おおむねその通りだ。我はその先にある、《星脈世代》たちが支配する世界を望む」

「見解の相違、ですか」

「我々からしてみれば、おまえたち《星脈世代》の解放だ。常人たちの抑圧からな」

　恩着せがましくも、《ヴァルダ＝ヴァオス》は本気でそう思っているようだ。

「余計なお世話にもほどがありますけど、言っても聞いてはもらえないのでしょうね。ですが、それで納得しました。この子が今回の一件を悪夢として一度も見せなかったわけを。純星煌式武装オーガルクスとしては、そういった世界のほうが望ましいわけですものね。邪魔はさせたくなかったわけですか」

　クローディアは手にした双そう剣けんを責めるような目で見ながら苦笑し、器用に肩を竦すくめる。

「純星煌式武装オーガルクスは高い適合率で結ばれている限り使い手を裏切ることはまずないが、消極的に我々に協力してくれていたといったところか。存外、いじましいところがあるものだな、《パン＝ドラ》よ」

《ヴァルダ＝ヴァオス》も感心したかのように、そう言った。

「ともあれ、私はずっと考えていました。《孤毒の魔女エレンシユキーガル》の力でアスタリスクを壊滅させる……いつでもそれができるのに、なぜあなた方金きん枝し[image: ]へん同盟は《王竜星武祭リンドブルス》の決勝戦後を決行日時に選んだのか──それは新しい象徴が必要だったからですね。だからこそ、あなた方は綾あや斗とを無む理り矢や理り《王竜星武祭》へ引っ張り出してまで、この大会を盛り上げようとした」

「それらは我ではなくマディアスとディルクの案だがな。我としては《星武祭フエスタ》になど拘こだわらずもっと早く事を進めるべきという考えだった。だがまあ、それが最も効果的であることは我にも理解できる。今更文句は言うまいよ」

　象徴？　効果的？　一体どういうことだろう。

　するとそれが顔に出ていたのか、クローディアがくすりと笑う。

「今回の《王竜星武祭》はかつてないほどの注目を集めています。世界中で多くの方々が、この大会で闘う《星脈世代ジエネステラ》の姿を見ていることでしょう。史上二回目のグランドスラムや史上初の《王竜星武祭》三連覇がかかっているのですから当然です。それが盛り上がれば盛り上がるほど、普段は《星武祭》に興味がない人も周囲の熱気にあてられて見るようになった、そんなことだってあるかもしれません。そうですね、実際どうなるかはさておき、一番可能性が高いケースで想定してみましょうか。《孤毒の魔女》が優勝を果たし、見事三連覇を果たす。観衆観客視聴者たちは大いに沸き、彼女を讃たたえるでしょう。そして迎えた表彰式──《孤毒の魔女》は豹ひよう変へんし、その力でアスタリスクにいる人間を殺さつ戮りくする。その惨むごたらしい様子がリアルタイムで全世界に発信され……どうせ放送局もあなた方が押さえているのでしょう？」

　クローディアがそう投げると、《ヴァルダ＝ヴァオス》は当然とばかりにうなずいた。

「無論だ。放送専用の擬形体パペツトは人間がいなくても放送を続けることができる」

「さて、若わか宮みやさん。そうなるとどうなると思いますか？」

「え……？」

　急に話を振られて、美み奈な[image: ]とは困惑しつつも考えを巡らす。

「えっと……それは当然、《孤毒の魔女》許すまじ！　ってことになるんじゃないでしょうか……？」

「ええ、そうなるでしょう。羨望と喝采は反転し、憎悪と恐怖に変わる……ですが、その対象である《孤毒の魔女》はその時すでにいません。今回のそれは命と引き換えに行うものらしいですからね。すると、行き場を失った負の感情はおそらく《星脈世代》そのものへ向けられることになります」

「ええっ？　でも、それはちょっと……飛躍しすぎでは？」

　当然そんな大事件が起きれば《星脈世代ジエネステラ》への風向きも相当強くなるだろうが、ただそれだけで決定的な分断が起こるとは思えない。

「これが別の場所で起きたならばそうでしょう。ですが、生憎とここはアスタリスクなのです。ここは《星脈世代》を閉じ込めておくための鳥籠。《星脈世代》同士の闘いを娯楽として消費するための箱庭。常人たちが《星脈世代》を支配し、管理していることの象徴たる都市です。ここが壊滅するということは即すなわち《星脈世代》が常人たちの手に余る存在になったということであり、保証されていたはずの安全が剥はぎ取とられてしまったということに他なりません。常人たちが《星脈世代》を見る目は一気に変わるでしょう」

「で、ですけど……！　それくらいじゃ、やっぱり……」

　それでもまだ、争いに至るほどではないのではないか。

　そう言おうとしたところで。

「そうだな。それだけでは足りない。だから、これはどこまでいっても新しい象徴を作るためのものにすぎないということだ。このアスタリスクを生いけ贄にえとして、《孤毒の魔女エレンシユキーガル》オーフェリア・ランドルーフェンという憎悪の象徴を作るためのな。実行力は他に用意してある」

　それまでほとんど口を挟まなかった《ヴァルダ＝ヴァオス》が、割って入った。

「実行力……？」

「オーフェリアの行動に呼応して、世界中で同時に《星脈世代》至上主義者たちによるテロが起きる手はずになっている。人の無関心も寛容も、身内に被害が出れば一瞬で吹き飛ぶものだ」

「そんな……っ！」

　そうなると話は別だ。

　このアスタリスクだけではなく、世界中で《星脈世代》に対する憎悪の種が撒まかれたならば、本当に常人と《星脈世代》は修復不能なまでに対立してしまう。

「どうせ、そのテロリストの皆さんもあなたの力で洗脳しているのでしょう？」

「そうとも言えるし、そうでないとも言える。その大半は、元より《星脈世代》の境遇に不満を持っていた者たちだ。我はそれを少々煽あおってやったにすぎん。一から憎悪を埋め込むこともできなくはないが、それには時間と手間がかかるのでな。数を揃そろえるには不向きだ」

「数……？　一体どれくらいの人数を洗脳したのですか？」

「さて、さすがに覚えてはおらんな。一万は下らんと思うが」

「いっ、一万人……!?」

　そんな人数が世界中で同時にテロを起こすとなったらどうなるのか、美み奈な[image: ]とには最も早はや想像もできない。

「この都市には毎年世界中から大勢の《星脈世代ジエネステラ》がやってきて、同時に大勢の《星脈世代》が世界中に去っていく。我はただ、その中から目ぼしい者を見繕うだけでいい。まあ、中には我の干渉を受けてなお力に訴えることを良しとしない者もいるが、それとは逆に自らテロ組織を作り上げる者もいる。そうした者は我が手を下さずとも勝手に仲間を増やすので助かるというものだ」

「ですが……常人と《星脈世代》が争うことになったとしても、勝ち目は薄いと思いますよ？」

　そう。常人と《星脈世代》では、結局のところ数が違う。戦闘力の面で個としての《星脈世代》がいかに優れていようと、それだけで覆せるようなものではない。

「それにはまた別のプランが用意してある。《星脈世代》が勝つためには、別段常人を皆殺しにする必要はない。ようは実質的な支配階層である統合企業財体を《星脈世代》が押さえればいいのだ。まあ、この先の話は金きん枝し[image: ]へん同盟とは無関係だがな」

《ヴァルダ＝ヴァオス》はそこで一度口をつぐむと、大きく息を吐き出した。

「……一度目は《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》。これは我がまだ未熟だった故に失敗した。我はまだおまえたち人間をまるで理解できていなかったし、ヘルガ・リンドヴァルの力は圧倒的だった。二度目は《落星雨インベルテイア》の再発動。これは世界を整えるための一番スマートな方法であったが、マディアスの愚かな感傷によって頓挫した。あと一歩で、エクナートを月へ送り出すことができたというのに」

「え……？」

　月へ──送り出す？

「そして、これが三度目だ。今度こそ、我は計画を完遂してみせる。もうこれ以上、誰にも邪魔はさせん……！」

《ヴァルダ＝ヴァオス》はそう言うと、漆黒の光が迸ほとばしる。

　その全身から放たれる威圧感は、《ヴァルダ＝ヴァオス》の強い決意を示していた。

「長々と話したが、これでおまえたちも我々の計画を妨げることは不可能だとわかっただろう？　ならば早々に去いね。今ならばまだ、おまえたちだけは助かるかもしれんぞ」

「さて、それはどうでしょう。ここであなたを倒すことができれば、少なくともあなたの干渉によってテロを起こそうとしている人たちは止まるわけですよね？」

　クローディアは《ヴァルダ＝ヴァオス》の恫どう喝かつを、笑顔でさらりと受け流す。

「そうとも限らんがな。一度動き出した以上、我が能力から解き放たれても止まれぬ者はそれなりにいよう。組織だっていればなおのことだ。……第一、おまえは本気で今の我に勝てると思っているのか？」

《ヴァルダ＝ヴァオス》の右手に黒い光が集約し、歪いびつで巨大な戦せん斧ぷが現れた。

　その身から放たれる威圧感が殺気へと変わる。

　けれど、なおクローディアは涼しい顔だ。

「ええ、もちろんですとも。だって──あなたはずっと、この子を恐れているでしょう？」

　クローディアはそう言って、両手に持った双そう剣けんをくるりと回してみせる。

「恐れる？　我が？　はっ！　何を言って……」

「この長い長いお話を、わざわざ私たちに語ってくださったのはどうしてですか？　決まっています。決勝戦が終わるまでの時間稼ぎという意味も多少はあったのでしょうが、何よりも戦わずに済ませたかったからですよ。この《パン＝ドラ》と」

　余裕の笑みと言うにはあまりにも朗らかに、クローディアが微笑ほほえんだ。

「っ！　ほざけっ！」

《ヴァルダ＝ヴァオス》から大量の黒い輝きが放たれ、クローディアを襲う。

「エンフィールドさんっ！」

　しかし、クローディアは艶然としたまま避よけることさえしない。

「え……？　あれ……？」

「馬鹿な……！」

　美み奈な[image: ]とがあれほど強烈な頭痛にさらされた黒い光に呑のまれても、クローディアはまるで動じていないどころかその微笑みをほんのわずかに崩すこともなかった。

　代わりに、優しく言葉を続ける。

「純星煌式武装オーガルクスだけあって、あなたはとても合理的です。その強大な力で私たちを始末できるなら、無駄な話などしないでさっさとそうしていたでしょう。そうしなかったのは、あなたがこの子の本当の力を知っているからです。ええ、それも当然ですよね。だってこの子もあなたも、ラディスラフ・バルトシーク教授の作品なのですから、いわば兄弟のようなもの」

　ころころと鈴のように笑うクローディアに、一息で間合いを詰めた《ヴァルダ＝ヴァオス》が斬りかかる。巨大な戦斧が袈け裟さ懸がけに無防備なクローディアへと叩たたき付けられ──た、かに見えた。

　が。

「な……っ！」

「えええっ!?」

　次の瞬間、クローディアの姿は《ヴァルダ＝ヴァオス》の背後にあった。

　双剣が《ヴァルダ＝ヴァオス》の首元を狙い、閃ひらめく。

「ちぃっ！」

　その一撃をギリギリのところで飛び退すさってかわした《ヴァルダ＝ヴァオス》は、初めて驚きよう愕がくと憤怒にその顔を染めてクローディアを睨にらむ。

「あら、さすがに速いですね。やはり普通の攻撃では通じませんか」

「……馬鹿な。馬鹿な、馬鹿な、馬鹿な！　あり得ん！　よもや、本当に《パン＝ドラ》の真の力を使いこなしているとでも言うのか！」

　次元の違う速さというものを、美み奈な[image: ]とは知っている。魎りよう山ざん泊ぱくにて美奈[image: ]を鍛えた星露シンルーの動きは、まさしく美奈[image: ]が見た中で最速だった。それでも最初はまるで見えなかった星露の動きが、次第に少しずつ──対応できるかどうかは別として──追えるようになっていったのだ。

　その美奈[image: ]の目でも、今のクローディアの動きは一切捉えられなかった。

　というよりも、動いてはいなかったのかもしれない。それこそ《王竜星武祭リンドブルス》の準々決勝でシルヴィアが使っていた瞬間移動のような……。

「あなたは最初に対たい峙じした時、こうおっしゃいましたね？　『仮に《パン＝ドラ》の未来予知の力を使ったとしても』私はあなたに勝てないと。そうでしょうとも。今私が溜ため込こんでいる未来予知のストックをすべてつぎ込んだとしても、あなたには勝てない。それは正しい。ですが、あなたは正直ですね。『《パン＝ドラ》の力を使っても』勝てないとは言いませんでした。それは同胞に対する敬意ですか？　それとも純星煌式武装オーガルクスとしての自負でしょうか？　いずれにせよ、もしそうだとしたなら──」

　そこでクローディアはわざとらしく、今までとは違う種類の笑みを浮かべてみせた。

　それは──嘲りだ。

「なんて、くだらない」

「貴様──っ！」

　声にならない咆ほう哮こう。もしかしたらそれはシルヴィアの喉からではなく、胸元の純星煌式武装から発せられたのかもしれない。

　大きく振りかぶった漆黒の斬撃は、しかし今度もまたクローディアを頭から両断する寸前で空を切る。

「あなたが弄んできた人間たちの、億分の一でも屈辱を味わってもらいませんと」

　先ほどと同じく、クローディアの姿はいつの間にか《ヴァルダ＝ヴァオス》の斜め後ろにあった。

　すっと、クローディアの顔から笑みが消える。

「因果を断ちなさい──《パン＝ドラ》」

　クローディアの双そう眸ぼうが、両手に持った純星煌式武装のウルム＝マナダイトと同じ色に輝く。

　まるで、悪魔の瞳のように。

「──────っ!?」

　舞うように振るわれた二つの刃やいばを、《ヴァルダ＝ヴァオス》は確かにその戦せん斧ぷで防いでいた。そう、間違いなく防いでいたはずなのに。

「ど、どうして……？」

　次の刹那、首下で断ち切られた《ヴァルダ＝ヴァオス》の本体が、ずるりと地面へと滑り落ちる。同時に、解き放たれたシルヴィアの身体からだも、花で満たされた植え込みに倒れ込んだ。

「無駄ですよ。あなたもわかっているのでしょう？　この子の……《パン＝ドラ》の本当の力は『因果律操作』。あなた如ごときの力で抗あらがえるものではありません」

　露を払うように双そう剣けんを華麗に振り、地に落ちた《ヴァルダ＝ヴァオス》を見下ろすクローディア。

「因果律、操作……？　未来予知ではなく……？」

　わけがわからないままそう訊たずねると、クローディアはこちらを見て優しく言った。

「ええ。《パン＝ドラ》はこの世界の因果に干渉できるのです。未来予知はその副産物のようなもの。原因と結果を断ち切れば、《ヴァルダ＝ヴァオス》の力を受けようともどうということはありません。黒い光を受けるという原因と、精神干渉されるという結果が繋つながらないのですから。同様に武器での攻撃も当たりませんし、攻撃に転じれば今のように『当たった』という結果のみを得ることもできます」

「……」

　美み奈な[image: ]とは言葉も出ず、ぽかんと口を開けるしかない。

　それではもう無敵ではないか。

『オノレ……！』

　と、ふいに頭の中に声が響いた。

『オノレ、オノレ……！　コンナ未開ノ蛮族ニ……！　我ガ敗レルト言ウノカ……！　認メヌ……！　認メヌゾ……！　我ハマダ……！』

　間違いない。

　それは《ヴァルダ＝ヴァオス》の怨えん嗟さの声だった。

　まだ逃げようとでもしているのだろうか。外装を切り裂かれながらもその一部を蟲むしの足のように動かし、地面を這はうようにして進んでいく。

「やれやれ……往生際の悪い」

　クローディアは溜ため息いきを吐つくと、双剣で《ヴァルダ＝ヴァオス》を斬り飛ばした。

『ギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！』

　美奈[image: ]の足元に落ちてきた《ヴァルダ＝ヴァオス》が、つんざくような悲鳴を上げる。

「では、若わか宮みやさん。あなたにしかできない仕事をお願いします」

「あ、あたしにしかできないことって……」

　そう言えば、先ほどもそんなこと言っていた。

「それはこの世界にあっていい存も在のではありません。純星煌式武装オーガルクスすべてがそうだとは言いませんが、少なくともそれはこの世界と決定的に相あい容いれない」

　漠然とではあるが、それはわかる。

　この純星煌式武装は──《ヴァルダ＝ヴァオス》は、存在するだけで騒乱を生む。

「それに……私はもう、限界でして」

　クローディアはそう言うと、ふらりと力なく倒れかけた。

　双そう剣けんを杖つえになんとか身体からだを支えたものの、その顔からは見るからに生気が失うせ、弱々しい笑みが痛ましくさえある。

「だ、大丈夫ですかっ!?」

「ふふっ、今すぐどうこうというわけではありませんからご心配なく。因果律操作の代償は、未来そのもの。つまり──寿命です」

「っ！」

　今度こそ美み奈な[image: ]とは言葉を失った。

「いいのですよ。元より捨てたはずの命です。その寿命の数年で、この世界が救えるのならば儲もうけものといったところでしょう」

　ずるずると双剣にすがるようにして座り込んだクローディアは、そんな状態でなお美奈[image: ]に向けて片目をつむってみせる。

「因果律を操作して成そうとすることが、本来の因果からかけ離れていればいるほど支払う代償は大きくなります。今回程度なら、そう大したことありませんとも」

　ここまでの覚悟を見せられたなら、どんなことであれ美奈[image: ]もやるしかない。

　血を流しすぎて目が霞かすみ、立ち上がることさえきつかったが、最後の力を振り絞って身体を起こす。

「……わかりました。それで、あたしは何をすれば？」

「通常ウルム＝マナダイトを破壊することは困難です。今回の《王竜星武祭リンドブルス》でヒルダ・ジェーン・ローランズがやったように、規格外の力を加えれば不可能ではありませんが、あれは《孤毒の魔女エレンシユキーガル》と同様の無尽蔵ともいえる星辰力プラーナがあったればこそ。私やシルヴィアでは到底無理でしょう。綾あや斗とと《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》をもってしても難しいかもしれません。ですが……あなたと《重鋼手甲ヤルングレイプ》なら」

　そういうことか。

　確かに《重鋼手甲》は自身の重量を自在に変化させられる。とはいえ、実戦で使える範囲となるとそこまで重くすることはできない。

　美奈[image: ]はインパクトの瞬間だけ重量を増やすようにしているが、タイミングや加減を間違えばあっさりと肩が抜けてしまう。

　だが、目標が止まっている状態ならば話は別だ。

　一トンだろうと十トンだろうと、好きなだけ増やせばいい。こと破壊力という一点においては、《重鋼手甲ヤルングレイプ》はどんな純星煌式武装オーガルクスにも引けを取らないだろう。

　美み奈な[image: ]とは大きく深呼吸をすると、満まん身しん創そう痍いの身体からだに鞭むちを打ち、《ヴァルダ＝ヴァオス》の上で拳を構えた。

　しかしそこで、あることに気が付きはっとクローディアを見る。

「大丈夫、未来予知で確認済みです。その真下は一階までずっと廊下で人はいません」

「ありがとうございます！」

　ならば後顧の憂いなく全力をぶつけることができるというものだ。

『一体ナニヲ……？　マサカ……マサカ!?　ヤメロ！　ヤメロヤメロヤメロ！』

　頭の中に悲痛な声が響くが、精神を集中させた美奈[image: ]には雑音にすらならない。

　腕を捩ねじるようにして、拳を握り締める。

「はああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「ヤメロオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　そのまま回転を加えて振り下ろした拳は、圧倒的な重量で《ヴァルダ＝ヴァオス》のウルム＝マナダイトを圧おし潰つぶした。

　玄げん空くう流りゆう──〝崩ほう抉けつ〟。

「ギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ！」

《ヴァルダ＝ヴァオス》の断末魔が脳内で反響する。

　その衝撃は容易たやすく庭園の床を打ち抜いて、《ヴァルダ＝ヴァオス》を四十一階の床へ叩たたき付ける。それでも勢いは止まらずに、四十階、三十九階、三十八階と下っていく中、次第にウルム＝マナダイトにひびが走り始める。

　そして美奈[image: ]の拳は地上四十二階層をすべて貫通し、ホテル・エルナトのエントランスへ突き刺さった。

　地震のような衝撃が、ホテル・エルナト全体を揺るがす。

「はぁ……はぁ……！」

　エントランスホールの床に巨大なクレーターを作った拳を持ち上げると、そこには粉々に砕け散ったウルム＝マナダイトの残骸。

「お、終わったぁ……」

　美み奈な[image: ]とはそのまま大の字に倒れ、大きく息を吐いた。


エピローグ

　アルルカント・アカデミー生徒会長左さ近こん州しゆう馬まは、湖に面したカフェのテラス席に頬ほお杖づえをつき、ただぼんやりと目の前でパンケーキを頬張る少女の顔を眺めていた。

「……？　州馬君も食べる？」

　その視線に気が付いたのか、少女が顔を上げてそっとフォークを差し出してくる。

「いえ、結構」

「そう？」

　ふわふわの巻き毛、背は小さく身体からだは華きや奢しやで、鼻の頭にちょこんと可愛かわいらしい眼鏡を乗せたその可か憐れんな少女の名はフェヴローニャ・イグナトヴィチ。とてもそうは見えないが、《原理の魔女アペイロン》の二つ名を持つアルルカントの序列一位だ。

　元々、アルルカントにおける序列争いは六学園で最も緩いと言われている。その理由は複数あるが、真っ先に挙げられるのが派閥主義の弊害だろう。実践クラスの学生は各派閥によって囲い込まれており、大抵の場合彼ら自身の意思よりも派閥の意向が優先される。そのため公式序列戦で誰を指定するか──さらに言えば、公式序列戦に出場するかどうかさえも派閥によって決定されるケースがほとんどだ。

　しかもアルルカントの学生は《星武祭フエスタ》で活躍したとしても、当人の能力が評価されることが少ない。学生本人よりも、新技術や武器武装の評価が先にくるためだ。

　そのような状況では学生のモチベーションが上がるわけもなく、実践クラスの学生は他学園の学生に比べて在籍期間が極端に短いことで有名だった。早々と《星武祭》へ三回挑戦し、すぐに卒業してしまう。大学部まで進学する実践クラスの学生もいないではないが、あくまで少数派だ。そのため《星武祭》愛好者やブックメーカーの間では『アルルカントの序列ほどあてにならないものはない』などと揶や揄ゆされる始末だった。実際、生徒会長である州しゆう馬まから見ても、ネット上の評価サイトである『六万神殿ヘキサ・パンテオン』や『詩の蜜酒オドレリール』のほうが余程あてになると断言できる。

　ただし、そんなアルルカントにおいてもやはり序列一位という称号だけは別だった。

　その学園の代表として、最強を象徴する存在。派閥間のパワーバランスも取り引きも、慣例的にここには及ばない。序列一位とは真の強者のみがつくことを許される、特別な座なのだ。

　そんな学園の顔、アルルカント最強の《魔女ストレガ》は、今まさに大きなパンケーキをもっちもっちと無表情に頬ほお張ばっているところだった。その様子は最強どころか、どう贔ひい屓き目めに見ても小動物といったところだろう。

（しかしまあ、なんでよりにもよって、今日という日に彼女のわがままが発揮されますかね……）

　いかにアルルカントの生徒会長に実権がなく、クインヴェールのそれと並んでお飾りと呼ばれているとはいえ、それでも州馬は生徒会長である。《王竜星武祭リンドブルス》の決勝戦当日、それももうその試合が始まろうという時に、こんなところでぶらぶらしていていいわけがない。

　──ないのだが、それには致し方ない事情があった。

　フェヴローニャは落星工学の基礎理論や万応素マナに関連した自然法則の解明を行っている《思想派メトセラ》の秘蔵っ子だ。アルルカントにおいて実践クラスの学生は研究クラスの学生より下の立場にあるが、彼女は実践クラスの人間でありながらも極めて希少な能力を持つことから《思想派》内で特権的な身分を得ている。

　と言っても、普段の彼女はほとんど自己主張をせず、言われたまま黙々と研究に付き合う模範的な特待献身生だ。

　月に一回、決して譲らないわがままを言い出す以外は。

　それはたとえば『コットレット・ダニヨオ・オォゾマアル・トリュッフェ・オォズイトル・フリト・マロン・シャンティイを食べたい』だとか『高度三万メートルでナイン・メンズ・モリスがしたい』などといったよくわからない要求であったり、『本が読みたい』だとか『昼寝がしたい』だとかいう他愛のない要求だったりする。いずれにせよ、このわがままを叶かなえてやらないとフェヴローニャは酷ひどく不機嫌になり、それを《思想派メトセラ》は極度に恐れていた。

　まあ、それもそうだろう。不機嫌になったフェヴローニャは、何をしでかすかわからない。州しゆう馬まも痛いほどそれを知っている。何しろフェヴローニャを見み出いだし、このアルルカントへスカウトしたのは外ほかならぬ州馬の姉、今はなぜか《星武祭フエスタ》で人気解説者となっている前《思想派》総代の千歳ちとせだからだ。州馬とはその頃からの付き合いだった。

　今回のわがままは『湖が見えるカフェでパンケーキを食べたい』というかなり難易度の低いものだったが、問題はそれに『州馬君と一緒に』という付則事項があったことだ。

《思想派》からの要請に応える義務はない。お飾りであろうと州馬は生徒会長だ。建前上はそれなりの権力もあるし立場もある。ただ、生徒会長であるからこそ各派閥とは良好な関係を保っておきたいことも事実だった。

　州馬は研究者としても生徒会長としても凡庸な男だが、派閥間のバランスを取ることと交渉事に関してはそれなりの手腕を持っていると自負している。

　ここしばらく、アルルカントの勢力図は《獅子派フエロヴイアス》と《彫刻派ピグマリオン》を中心として、それに《超人派テノーリオ》が対抗するという形で動いてきたが、そろそろ潮目が変わりそうだ。《超人派》は代表であるヒルダ・ジェーン・ローランズを失い、最大派閥の《獅子派》もカミラ・パレートがトップを退いてからはまとまりにかける。《彫刻派》は今回の《王竜星武祭リンドブルス》でも結果を残したが、元々は小さな派閥で議会を押さえるだけの力はない。常に独自の立ち位置を確保し続けている《思想派》は、ないがしろにできない。

　そんな経緯もあって、結局州馬はここでパンケーキをもりもりと片付けていくフェヴローニャをただ見ているはめになったのだった。

「……クリームが付いてますよ、フェヴローニャ」

「どこ？」

「右の頬ほお……ああ、もういいですから動かないで」

　ハンカチで拭ってやると、フェヴローニャは猫のように目を細める。

　フェヴローニャはあまり感情を表に出さないが、千歳にはよく懐いていた。そのせいか、州馬にもそれなりに気を許してくれている……ように思う。実際のところはよくわからないが。

（まあ、幸いこの分なら表彰式には出席できそうですね……）

《星武祭》の表彰式には六学園の生徒会長が出席するのが通例だ。星露シンルーのように代理を出す者もいるが、州馬にはとてもそんな胆力はない。

　そんなことを考えながら、なんとはなしに視線を湖へ移すと、近くの船着場に停泊していた水上連絡船が突然爆発炎上した。

「は……？」

　あまりのことにぽかんと口を開け、細い目を丸くする。

　まだ客を乗せる前だったのは不幸中の幸いで、船員が逃げるように湖へと飛び込んでいたが、観光客の怒号と悲鳴が飛び交う中、更に立て続けに爆発音が響く。

　慌ててテラスを飛び出すと、そこには見覚えのある大型の擬形体パペツトが武器を手に破壊行為を続けていた。

「ＡＲ－Ｄ……？　なぜあれがここに……？　い、いえ、そんなことよりも止やめなさい！　一体何をしているんですか！」

　ＡＲ－Ｄがアルルカントの所属であることは、《鳳凰星武祭フエニクス》を見た全世界の人間が知っている。街中でこんな大暴れをされては、州しゆう馬まの責任問題どころではない。アルルカントそのもの、場合によっては運営母体であるフラウエンロープにまで非難が及ぶだろう。

　駆けよった州馬が強い口調で停止を命じると、振り向いた擬形体が無言で見下ろしてくる。

　そこで気が付いた。よく似ているが、これはＡＲ－Ｄではない。別物だ。

　しかも、よく見れば擬形体は一体ではなかった。ざっと周囲を見回しただけでも、五体。他の場所でも爆発が起こっていることを考えれば、もっと多いのかもしれない。

（量産型……？　ですが、そんな報告は──）

　……いや、あり得る。

　ＡＲ－Ｄの開発担当責任者はあの《彫刻派ピグマリオン》筆頭エルネスタ・キューネだ。《大博士マグナム・オーパス》と並ぶ、アルルカントきっての天才にして問題児。だとすれば、裏で何をやっていてもおかしくはない。

　するとじっと州馬を見つめていた擬形体が、邪魔をした州馬を排除対象と認識したのか、おもむろにハンマー型の煌式武装ルークスを振り上げた。

「うわっ……！」

　州馬は《星脈世代ジエネステラ》ではあるものの、研究クラスの人間だ。戦闘訓練は積んでおらず、とてもＡＲ－Ｄのような戦闘用の自律式擬形体と闘える力はない。

　豪速で振り下ろされたハンマーは、しかしするりと割って入った人影に受け止められていた。

「フェヴローニャ……！」

　右手一本でその巨大なハンマーを止めてみせたフェヴローニャの左手には、一冊の分厚い本が開かれている。

「……何してるの？」

　それは果たして州馬に向けたものだったのか、それとも擬形体に向けられたものだったのかはわからない。ただ、その声のトーンからフェヴローニャの機嫌が相当に悪いであろうことだけはわかった。無論、『湖が見えるカフェで州馬とパンケーキを食べる』ことを邪魔をされたからだ。

　フェヴローニャはそのまま右手一本でハンマー型煌式武装ルークスを握り潰すと、軽くドアをノックでもするように擬形体パペツトの胸をコンと叩たたく。

　直後、その擬形体の上半身は跡形もなく消し飛んだ。

（今のは……ニュートンの法則を書き換えましたか）

《原理の魔女アペイロン》フェヴローニャの能力は、物理法則の改変。

　運動の第二法則は簡単に言ってしまえば質量と加速度が力の大きさを決定するというものだが、フェヴローニャはこの運動方程式を書き換え、ほんの小さな力と加速度でも今のように絶大な力となるように改変したのだ。

　それだけではない。

　おそらく第三法則──いわゆる作用反作用の法則も書き換え、自分の拳を守っているはずだ。そうでなければあの小さな手はぐしゃぐしゃに潰れてしまっているだろう。

「邪魔をしないで？」

　フェヴローニャは、どんな時であろうと誰に対してであろうと常に疑問形で話す。

　まるで世の中はわからないことだらけだとでも言うように。

　そんなフェヴローニャと州しゆう馬まを、周囲にいた擬形体たちが取り囲んだ。

　しかしフェヴローニャは表情を変えることなく、左手に持った本のページをめくる。

　新たなページは白紙──というよりも、その本はすべてが白紙だ。フェヴローニャはこの白紙に改変する法則を書き出して、計算しているらしい。とはいえ実際にペンを使うわけではなく、あくまで目線を走らせるだけだ。この白紙の本こそがフェヴローニャの武器であり、能力の媒介だった。

　フェヴローニャが右手を上げ、開いた手をぎゅっと握る。

　その途端、取り囲む擬形体たちが一斉にバキバキと音を立て、まるで紙を丸めるかのように潰れていった。やがて空中に石ころ程度の大きさにまで圧縮された擬形体たちの残骸が残り、それもすぐに地面に落ちる。ずん、と地面を凹ませたところを見るに、質量はそのままのようだ。最も早はや、なんの物理法則をどのように改変したのかさえも州馬にはわからなかったが。

「州馬君、戻ろ？」

　何事もなかったかのように、フェヴローニャが州馬の顔を見ながらちょこんと首を傾かしげる。戻るとは学園にではなく、あのカフェのテラス席に戻って残ったパンケーキを食べる、ということだろう。

　それどころではない。まだこのアスタリスクのあちこちで爆発音が起こり、火の手が上がっている。一体今ここで何が起きているのか把握しなければならないし、エルネスタに問い質たださなければならないことが山ほどある。

　だが──ここで首を横に振る選択肢は、州しゆう馬まにない。

「はぁ……わかりました、お付き合いしますよ」

　溜ため息いきを吐つき、仕方なくフェヴローニャの後に付いていく。

　すべてはフェヴローニャのわがままに付き合ってからだ。

　すでに逃げ出したのか、カフェには他の客も店員の姿もなく、倒れたテーブルや椅子が散乱するテラスの席に戻ると、フェヴローニャはまだ半分ほど残っていたパンケーキを食べ始めた。

「……せめてあなたが《星武祭フエスタ》に出てくれれば、少しは生徒会長としての僕の立場もよくなるんですけどね」

　州馬が諦めの心境でそんなことを言うと、もぎもぎと口を動かしていたフェヴローニャはそれを飲み込んでから短く言った。

「あたし、闘うの嫌いだよ？」

「ええ、ええ、知ってますとも」

　がっくりと肩を落とす州馬。

　だからフェヴローニャが公式序列戦以外で闘うことはまずないし、そもそも《思想派メトセラ》もフェヴローニャを《星武祭》に参加させることをよしとしていない。そんなことに時間を取られるくらいなら、少しでもフェヴローニャの力を使って研究を進めたいのだ。

　だが──やはり思ってしまう。

　もし今回の《王竜星武祭リンドブルス》にフェヴローニャが参加していれば、今日の決勝の舞台に立っていたのは彼女だったかもしれないと。

　　　　　　　　＊

　エレベーターの扉が開くと、そこには広大な空間が広がっていた。

《星武祭》のステージを模したのであろう六角形のフィールド。その角にそれぞれ六本の柱が建ち、内部がエレベーターになっている。

　綾あや斗とと紗さ夜やがそのフィールド──かつて《[image: ]武祭エクリプス》と呼ばれた非合法の武闘大会の跡地に足を踏み入れると、すぐに声が掛けられた。

「これはこれは、招かれざるお客様だ」

　その奥──崩れかけた柱の残骸に腰を下ろした男が、薄い笑みを浮かべている。仮面を付け、《[image: ]武祭》の選任闘技者に与えられていたという白いバトルジャケットを身にまとったその男は、立ち上がると大きく両手を開いて言った。

「だが、やってきてしまった以上は歓迎しようじゃないか。天あま霧ぎり綾斗君、それに沙さ々さ宮みや紗夜君。私としても、一人でこの都ま市ちの終しゆう焉えんを眺めているのは少々寂しいと思っていたところなのでね」

「……マディアス・メサ」

　綾あや斗とはその男の名を噛かみ締しめるようにつぶやく。

《星武祭フエスタ》運営委員会の長にして、《鳳凰星武祭フエニクス》制覇者。

《[image: ]武祭エクリプス》の選任闘技者《処刑刀ラミナモルス》であると同時に、《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》の使い手。

　綾斗の姉である遥はるかを苦しめた張本人であり、その実の父親。

　そしてまさに今、綾斗の大切なパートナーであるユリスに想像を絶する悲痛を強い、このアスタリスクを滅ぼそうとしている金きん枝し[image: ]へん同盟の首しゆ魁かい。

「──あなたを止めに来た」

　綾斗はそう言って、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動する。

「ふむ……そう焦らず、少しは君たちもこの余興を楽しんでいったらどうかね？　君たちが仕掛けてきたものだろう」

　マディアスはそう言って、パチリと指を鳴らした。

　するとフィールドを埋め尽くさんばかりに、無数の空間ウィンドウが展開する。

　そこに映し出されているのは──

「綺き凛りん……！　それにシルヴィアやクローディアたちも……！」

　紗さ夜やが指をさした空間ウィンドウには、パーシヴァルと戦っている綺凛や、ヴァリアントと斬り結んでいるクローディアの姿があった。

　またそれだけではなく、他の空間ウィンドウには大量のヴァリアントに立ち向かう警備隊や、施設が一方的に破壊される様子などが映っている。

「これはヴァリアントに搭載してあるカメラからのリアルタイム映像だ。ああ、都市内で暴れているヴァリアントは、脱出経路の破壊と警備隊を引き付けるためだけのものだから気にしなくて結構だよ」

　ということは、クローディアたちは無事《ヴァルダ＝ヴァオス》の下へと辿たどり着ついたらしい。

（良かった……第一段階は成功だな）

　ならば後はクローディアたちを信じるだけだ。

「……ほう？　エンフィールドのご令嬢と一緒にいるのは若わか宮みや美み奈な[image: ]と君か」

　と、その映像を見たマディアスが意外そうな声でそう言った。

「美奈[image: ]ちゃんが……？」

　いつの間に呼んだのだろうか。

　確かにそこにはクローディアと一緒に戦う美奈[image: ]の姿があった。

「まあ、彼女にはその権利がある。好きにしたらいい」

「権利だって……？　その口振り、じゃあやっぱり美奈[image: ]ちゃんのお父さんが亡くなった事故は！」

　美み奈な[image: ]とは幼い頃、新型ロケットエンジンの爆発事故で父親を亡くしている。その事故に金きん枝し[image: ]へん同盟が絡んでいるのではないかと思ってはいたが……。

　綾あや斗とが睨にらみつけると、マディアスはさも痛ましいとでも言うように首を振った。

「ああ、当時の我々にはどうしてもあのロケットエンジンが必要だったからね。もっとも偽装のために爆発事故を起こしたのはヴァルダの独断だったが……彼女には悪いことをしてしまったな」

「いけしゃあしゃあと……！」

　その言葉には、なんの感慨も籠っていなかった。

　人の命を道端の石ほどにも思っていないマディアスに、新たな怒りが湧き上がる。

「それよりもまさか、このタイミングで仕掛けてくるとはね。無む茶ちやな策ではあるが、考えたものだ。一本取られたよ。確かに今この時は、我々もオーフェリア嬢と連絡は取れない。もっとも……それも彼女がどれだけ保もつかだが」

　マディアスが視線を向けた別の空間ウィンドウには、オーフェリアと闘っているユリスが映し出されていた。

　決勝戦の中継映像。

　そこではユリスとオーフェリアが、互いの能力を正面からぶつけ合っている。

「──ユリスならきっとやってくれる。それに、あちらの決着が着く前に俺たちが終わらせてしまえばいいだけの話だ」

「綾斗の言う通り。おまえたちの好きにはさせない」

　紗さ夜やもヘルネクラウムを起動させ、その銃口をマディアスに向ける。

「なるほど。実際、私の下へは君たちが、ヴァルダの下へエンフィールドのお嬢さんたちがこうしてやってきている。だが、君たちも我々にはもう一人同志がいることを知っているだろう？　生あい憎にくと彼の下にはヴァリアントがいないので、ここに映像は出ていないが、そちらはどうなっているのかな？」

「それは──」

　そう。

　金枝[image: ]同盟の首しゆ魁かいは三人。マディアス・メサ、《ヴァルダ＝ヴァオス》、そしてディルク・エーベルヴァインだ。たとえここで綾斗たちがマディアスを倒し、クローディアたちが《ヴァルダ＝ヴァオス》を倒したとしても、ディルクが残っていればオーフェリアへの命令を止めることができない。

　今は英えい士し郎ろうがその場所を探ってくれているはずなのだが……。

「ははっ、君は嘘うそがつけないようだ。顔に出ているよ」

　そんな綾斗を見たマディアスが、くつくつと喉を鳴らす。

「ちょうどいい、私も彼と話があってね。そのあたりを確かめてみようじゃないか」

　そう言って懐から取り出した携帯端末を操作すると、すぐに新たな空間ウィンドウが開く。

『……ちっ！　こんな佳境で何の用だ。くだらねえ用件ならすぐに切るぞ』

　そこへ赤髪の青年の不機嫌そうな顔が、舌打ちと共に現れた。

「いやいや、重要な案件だとも」

　マディアスはどこか芝居がかった仕草で腕を回すと、ディルクに向かって話を続ける。

「私とヴァルダのところへ、思わぬお客様がやってきていてね。もしや君のところにもと、心配しているのだよ」

『ほう、そうか。そいつは大変だな。だが安心しろ。幸いこっちには特段異常はねえよ』

「それは重畳。では、そちらはすべて計画通りということかな？」

『そうなるな』

　ディルクはつまらなそうにそう吐き捨てると、今度は空間ウィンドウ越しに綾あや斗とへその嫌悪に満ちた瞳を向けた。

『よお、天あま霧ぎり綾斗。夜や吹ぶきの野郎が何やら嗅ぎまわっていたようだが……残念だったな、オレの下へは辿たどり着つけてないようだぜ？』

「く……っ！」

　クローディアの情報に穴があったのか、あるいはディルクがその上をいくような隠れ方をしているのかはわからないが、英えい士し郎ろうでも探し出せないとすると仮に綾斗たちが捜索に加わっていたとしても無理だっただろう。

「いや、まだわからない。夜吹は胡う散さん臭くさくてとても信用できる類たぐいの男じゃないけど、その能力は信頼できる。時間までにはきっと──」

『はっ！　頭の回らねえちんちくりんだな』

　紗さ夜やの言葉を遮るように、ディルクの罵倒が飛んだ。

『いいか、今オレがどこにいると思う？　飛行船の中だ。空そらの上なんだよ。つまり、今更てめえらがどうあがこうが、ここにやってくるのは不可能ってこった』

　空の上……！

　確かにそれではいかに英士郎といえども、辿り着くのは難しいだろう。

　いや、それ自体は可能かもしれないが、限られた時間の中ではとても──

「素晴らしい。実に順調なようで羨ましいよ」

　そこへマディアスがわざとらしく拍手をしながら割って入った。

「ところで、一つ聞いておきたいことがあるのだがいいかな？」

『ああ？　なんだ？』

「──どうしてこのタイミングで裏切ったんだい？」

「っ！」

　その剣けん呑のんな言葉に反してマディアスの口調はあくまで軽く、その口元には笑みを浮かべたままだ。

『ふん、気が付いてやがったか』

　ディルクのほうも一切動じた様子はなく、平然とそれを認める。

「それはそうさ。我々の調べでは、彼らは我々の目的も居場所もその核心部分についてはまるで掴つかめていなかった。それがこの半日程度で一気にここまで攻め寄せてきたとなれば、情報の漏ろう洩えいを疑うのが自然だろう？」

『言っておくが、オーフェリアに関する情報はオレじゃねえぜ。それについては大方あいつが自分で喋しやべったんだろうよ。オレはあんたとヴァルダの居場所について、ちょっとしたヒントをくれてやっただけだ』

　悪びれもせず、ディルクが言う。

「……どういうこと？」

　紗さ夜やがマディアスとディルクを見比べながら、怪け訝げんそうに眉を寄せた。

　実際、綾あや斗とたちがマディアスと《ヴァルダ＝ヴァオス》の居場所を探し出すことができたのは、英えい士し郎ろうが持ち帰ってきたディルクからの情報があってこそだ。その情報が正しかったとわかった上でもなお罠わなではないかという疑念が拭えなかったが、まさかここにきて仲間割れとは。

「我々は三人とも、目指すものは違ったとしても計画の実行までは意見の一致を見ていたはずだ。よもや、この重要なタイミングですべてをひっくり返そうとするとは……理解に苦しむね」

　マディアスはそう言うと、がっくりと肩を落として大きく溜ため息いきを吐つく。

『理解に苦しむ？　ああ、そうだろうな。ほんの少しでもオレという人間を理解していれば、オレがこうするだろうってことは容易にわかったはずだ。所詮あんたからしてみればオレもヴァルダも、そこらの有象無象たちと大してかわらねえんだろ？　あんたにとっちゃ等しく無価値なんだからな』

　ディルクの声が一段低くなり、空間ウィンドウを通してもその苛いら立だちが伝わってくるようだ。苛立ちだけではない。ディルクの中で憎悪と嫌悪、鬱憤、不満、そうした負の感情が黒々と渦巻いているのがわかる。

『いいか、マディアス・メサ。確かにオレはこのクソみてえな世界が大嫌いだ。だからそいつをぶち壊すためにあんたやヴァルダと手を組んだ。統合企業財体たちをはじめとした、勝ち誇っている連中を全員残らず地べたに這はいつくばらせるためにな』

　この世界を壊す。

　どうやらそれが《悪辣の王タイラント》と呼ばれるこの青年の目的らしい。それはとても腑ふに落ちるものだった。

　実にディルク・エーベルヴァインらしいとすら言えるかもしれない。

『だがな、オレはそいつらと同じくらいにあんたが大嫌いだ。過去に執着して女々しい妄念と不毛な怒りに浸っているあんたがな。こっちの世界を見下してふざけた夢物語ばかり求めるヴァルダも気に入らねえし、あらゆることから無責任に逃避してやがるオーフェリアも、生まれ持った才をただ腐らせてるだけのパーシヴァルも鬱陶しくて仕方がねえ。当然てめえらもだ、天あま霧ぎり綾あや斗と。クソ目障りで、クソ腹立たしい、邪魔ばかりしやがるぼんくら共め』

　ディルクは感情に任せてがなり立てるのではなく、また冷静に淡々と語るのでもなく、暗く深い激情を滲にじませながらゆっくりと続ける。

『何もしなけりゃ、オレたちの勝利は揺るがなかっただろうよ。まさに完全勝利ってやつだ。だが……オレの目の前で、オレの嫌っている誰かが勝つなんてことは許されねえ。誰であろうと、勝者になることは認めねえ。それには当然オレ自身も含まれる。オレはオレが反へ吐どが出るほど嫌いだからな。そこで、少しばかり盤上を掻かきまわしてやったのさ。とはいえ、そこまで落胆することはねえよ。このままなら半端な形であれ計画は遂行される。あんたの望みを叶かなえるには至らねえかもしれねえが、それを止めるというこいつらの願いも届かねえ。双方、負けってわけだ。ああ、ああ、そうだとも。全員負けちまえばいいんだよ。あんたも、オレも、ヴァルダも、天霧綾斗も、統合企業財体も、このクソみてえな世界の連中はみんな負けろ。誰一人勝つことなく、ぐちゃぐちゃでどろどろした惨めな足の引っ張り合いに終始すりゃあいい』

　そして、最後はつぶやくように小さな一言をそっと吐き出した。

『──そうすりゃあ、少しは気分も晴れるってもんだ』
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あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　大変お待たせしてしまい、本当に本当に申し訳ございません。諸事情あったとはいえ、私の不徳の致すところであり、重ねてお詫わび申し上げます。

　なお、今回もあとがきはネタバレ含みますので、本編未読の方はご注意ください。

　さて、本編ではいよいよ金きん枝し[image: ]へん同盟の企たくらみが明らかになり、彼らとの決戦が始まりました。せっかくなので今回はそのあたりについて。まずはパーシヴァル戦。彼女はオーフェリアのアナザーケースです。大きな喪失に対して、自らを責め続けることで己の在り方を定義しようとしたパーシヴァルと、一切合切をすべて諦めることでなんとか精神の均衡を保つことができたオーフェリア。そのような「何か一つの大きな要素」に寄りかかった存在は、ディルクからしてみれば容易たやすく篭ろう絡らくできる駒にすぎません。それに対する綺き凛りんがかつて同じように剣だけを頼りにしていた少女だったこと、そして今は決してそれだけではない一人の人間として成長を遂げていることを少しでも感じてもらえたなら、あのバトルを描いた意味があったかなと思います。

　そしてヴァルダ戦。金枝[image: ]同盟の要にして、諸悪の根源である彼女──まあ仮に彼女としておきましょう──も、ついにその因縁の決着をつける時がきました。灰色の魔女リスペクトというわけではないのですが、やはり身体からだを乗っ取るキャラはこうした展開をやらずには終われません。クローディアは久々の活躍シーンですので、アスタリスク史上最強のチート能力を発揮していただきました。《パン＝ドラ》の真の力を引き出したクローディアなら、《星武祭フエスタ》の舞台上に限れば星露シンルーにも勝てるでしょう（無論、相応の代償は必要となりますが）。ヴァルダの最期に関しては、外伝をスタートした時から美み奈な[image: ]とにお願いしようと決めていました。悩んだのはその過程で、彼女が父の仇かたきだと知った上でヴァルダに鉄てつ槌ついを下すのか、それとも知らないままそれを為なすのかというところです。最終的には、その方がより美奈[image: ]らしいということで後者となりました。

　金きん枝し[image: ]へん同盟の残り三人、ディルクとマディアス、そしてオーフェリアに関してはまた次巻ということで。そんな次巻はついに最終巻。最後までどうぞよろしくお願いします。

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　まずは今回も素敵なカバーイラストを手がけてくださったｏｋｉｕｒａさん、担当編集Ｏ氏、編集部の方々、校正の方々、そして何よりもいつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇二一年十月　三み屋や咲ざきゆう
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